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分野名「02.データベース」

問番 内容 解説

問020001 ●支払賃金ファイル作成に関する問題 解答・解説

●従業員マスタファイル、賃金マスタファイル、作業実績ファイル

を使用して、支払賃金ファイルを作成する問題である。

問020002 ●関係データベースの正規化とＳＱＬ文に関する問題 解答・解説

●組織情報のＲＤＢ作成に関する主キーの機能や正規形とＳＱＬ文

の副照会に関する問題である。

問020003 ●受注伝票の正規化の問題 解答・解説

●非正規形の受注伝票から、交差データの考え方を利用して、第三

正規形のレコード様式を求める正規化の問題である。

問020004 ●タイムスタンプ法を用いた同時実行制御に関する問題 解答・解説

●トランザクション発生時点に識別できるタイムをもち、そのタイ

ムに従って順序よく処理するタイムスタンプ法の問題である。

問020005 ●関係データベースの正規化とＳＱＬ文に関する問題 解答・解説

●顧客要求から出荷管理に至る伝票情報の正規化とＳＱＬ文による

情報操作の問題である。

問020006 ●ＳＱＬ言語のSELECT文に関する問題 解答・解説

●ＳＱＬの基本形式、副照会に関するＩＮ句、表の結合、グループ

集計処理、整列に関する問題である。

問020007 ●非正規形の受注伝票の正規化に関する問題 解答・解説

●非正規形の受注伝票から、論理矛盾が発生しない、冗長性の少な

い第三正規形を作成する手順の問題である。

問020008 ●ＲＤＢの各表のレコード様式およびＳＱＬに関する問題 解答・解説

●生徒名簿表，クラス表，模擬試験結果表の項目の決定、グループ

の平均値の計算、グループ集計のＳＱＬ文に関する問題である。

問020009 ●２相コミットメント制御に関する問題 解答・解説

●２相コミットメント制御が正常に機能する場合の更新確定、異常

時のロールバックの状態変化に関する問題である。
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分野名「02.データベース」

問番 内容 解説

問020010 ●関係データベースのＳＱＬに関する問題 解答・解説

●顧客表，注文表，受注明細表及び商品表からなるＲＤＢのＳＱＬ

文による表操作の問題である。

問020011 ●関係データベースの表、ビューの定義に関する問題 解答・解説

●商品表及び問屋表を使用して、発注表の定義、発注伝票のピュー

を定義するＳＱＬ文に関する問題である。

問020012 ●ＳＱＬ言語に関する問題 解答・解説

●社員表，社員スキル表からなる関係データベースにおいて、副照

会の存在検査に関するＳＱＬ文の問題である。

問020013 ●ＳＱＬ言語に関する問題 解答・解説

●非正規形の受注伝票を第三正規化し，その表を利用してＳＱＬ文

でデータを検索する問題である。

問020014 ●ＳＱＬ言語に関する問題 解答・解説

●受講生表，スクール表，地区表からなる関係データベースのビュ

ー表の定義、ＳＱＬ文による表操作の問題である。

問020015 ●障害回復に関する問題 解答・解説

●チェックポイント、更新前ログ、更新後ログを使用して、データ

ベースを障害から回復させる問題である。

問020016 ●ＳＱＬ文に関する問題 解答・解説

●社員表、家族表の２つの表と、副照会を使用して社員ＩＤを抽出

する問題である。

問020017 ●販売日報作成の流れに関する問題 解答・解説

●販売データファイルとマスタファイルを照合して、販売日報を作

成する処理に関する問題である。

問020018 ●販売実績表を作成する問題 解答・解説

●各店舗ごとの販売実績ファイルを使用して、店舗別に販売実績表

を作成する処理の流れに関する問題である。
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分野名「02.データベース」

問番 内容 解説

問020019 ●商品別売上一覧表、得意先別売上一覧表を作成する問題。 解答・解説

●売上データから、商品マスタ、売掛金マスタを更新し、商品別売

上一覧表、得意先別売上一覧表を作成する問題である。

問020020 ●学生の成績一覧表の作成に関する問題 解答・解説

●成績ファイルから５教科の成績と順位を含み、氏名コードの昇順

に整列した学生の成績一覧表を作成する問題である。

問020021 ●関係データベースの正規化に関する問題 解答・解説

●販売データの会員情報、販売情報をデータベース化するための正

規化およびＳＱＬ文に関する問題である。

問020022 ●関係データベースの正規化に関する問題 解答・解説

●関係データベースの主キー、整合性制約および第三正規形のレコ

ード様式に関する問題である。

問020023 ●関係データベースのＳＱＬ文に関する問題 解答・解説

●集配センターが使用している支店表、移送履歴表のデータベース

をＳＱＬ文で操作する問題である。

問020024 ●関係データベースの表を結合して、問い合わせに対応する問題 解答・解説

●社員に関連するＲＤＢの社員表、部署表、役職表、研修実施表、

受講表を結合して各部署からの問い合わせに対応する問題である。

問020025 ●ＲＤＢのＥＲ図、正規化、表の結合操作に関する問題 解答・解説

●料理名、食材、レシピなどをＲＤＢで管理し、要件に応じて情報

を抽出するシステムのＥＲ図、正規化、表の結合操作の問題である。

問020026 ●ＲＤＢを用いた倉庫内の保管棚の書類管理システムの問題 解答・解説

●ＲＤＢを使用して管理されている倉庫内の保管棚や書類を与えら

れた条件に従ってＳＱＬ文で検索・抽出する問題である。

問020027 ●データベース化された中学の成績管理システムの問題 解答・解説

●成績表、試験表、生徒表、履歴表、教員表、科目表などを利用し

て生徒の成績を管理するＳＱＬ文の問題である。
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分野名「02.データベース」

問番 内容 解説

問020028 ●データベースを利用したコールセンタの対応記録管理の問題 解答・解説

●コールセンタの対応記録内容をデータベース化するための正規

化、ＳＱＬ文を使用した表の操作に関する問題である。

問020029 ●トランザクションの排他制御に関する問題 解答・解説

●トランザクションの排他制御、デッドロック、占有ロック、共有

ロックに関係する処理内容および処理状態に関する問題である。

問020030 ●社員食堂の利用記録データベースの設計・運用に関する問題 解答・解説

●社員証を用いた社員食堂の精算システムの設計・運用に関係し

て、料理のカロリー計算などにＳＱＬ文を活用する問題である。

問020031 ●購買情報を管理するデータベースの設計・運用に関する問題 解答・解説

●購買部門の統合に関係したデータベース統合のための名寄せや購

入業務合理化の処理とＳＱＬ文に関する問題である。

問020032 ●会員情報を管理するデータベースの設計と運用に関する問題 解答・解説

●ポイント制度、割引制度、指名美容師制度などヘアサロンの顧客

サービス向上のための設計とＳＱＬ文活用に関する問題である。

問020033 ●書籍管理するデータベースの設計と運用に関する問題 解答・解説

●返却延滞に関する社員別、書籍別情報や書籍別貸出回数情報を収

集するＳＱＬ文の活用や検索機能の向上に関する問題である。

問020034 ●自治会員の情報管理するデータベースの設計と運用に関する問題 解答・解説

●正規化を利用した表の設計や条件づき検索を活用して世帯番号、

班別世帯数、会員数などを求めるＳＱＬ文に関する問題である。

問020035 ●従業員データベースの設計と運用に関する問題 解答・解説

●組織編成に伴う従業員データベースの再構築に関係して、正規化、

整合性、ビュー表の作成などのＳＱＬに関する問題である。

問020036 ●選手情報管理データベースの設計と運用に関する問題 解答・解説

●選手情報管理データベースの設計、表を利用してチームの順位を

求めたり、打撃成績などを求めるＳＱＬ文に関する問題である。
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分野名「02.データベース」

問番 内容 解説

問020037 ●電子部品の出荷データを管理するデータベースの運用 解答・解説

●リコール対象部品の単品、パッケージ品の出荷先、出荷金額、再

出荷情報などのデータを管理するＳＱＬ文に関する問題である。

問020038 ●遊園地の入園者情報を管理するデータベース 解答・解説

●入園者対象に個別に発行する入園者表の記載項目とその情報を利

用して収集できる情報内容に関するＳＱＬ文の問題である。

問020039 ●従業員の通勤情報を管理するデータベース 解答・解説

●従業員の通勤情報を用いて、通勤手当や通勤機関情報、通勤経路

変更、交通安全講習会ななどの情報を求めるＳＱＬ文の問題である。

問020040 ●住民からの問合せに回答するためのデータベース 解答・解説

●

問020041 ●会員制通信販売事業者における会員販売データ管理 解答・解説

●

問020042 ●小学生の子供会の名簿を管理するデータベース 解答・解説

●

問020043 ●コンサートチケット販売サイトのデータベースの設計・運用 解答・解説

●

問020044 ●定期健康診断のデータが登録されているデータベース 解答・解説

●

問020045 ● 解答・解説

●
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分野名「02.データベース」

問番 内容 解説

問020046 ● 解答・解説

●

問020047 ● 解答・解説

●

問020048 ● 解答・解説

●

問020049 ● 解答・解説

●

問020050 ● 解答・解説

●

問020051 ● 解答・解説

●

問020052 ● 解答・解説

●

問020053 ● 解答・解説

●

問020054 ● 解答・解説

●
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問020033解説
◆解答


設問１ エカ


設問２ ａ ア


設問３ ｂ ア


設問４ イ


◆解説


書籍を管理する関係データベースの設計および運用に関する問題である。


現在の書籍と貸出状況を管理している書籍表


〔書籍表に関する説明〕


(１) 利用者に貸出中の書籍には，貸出日と返却予定日が格納されている。これらの項目がn


ullの書籍は，貸し出されていないことを表す。


(２) 社員番号には，その書籍を貸し出している利用者の社員番号が格納されている。人事


系のシステムで管理している社員表と結合することで，氏名と連絡先が検索できる。


(３) 返却されたら，貸出日，返却予定日及び社員番号にはnullを設定する。


書籍表の活用内容から考えると、現時点での貸出状況は把握できるが、過去の貸出実績な


とを把握することは困難である。従って、書籍ごとの累積貸出状況や利用者ごとの貸出履歴


を把握することができない。
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〔貸出表に関する説明〕


(１) １冊の貸出しに対して一意の貸出番号を付与し，貸出表に情報を記録する。


(２) 返却日には，返却された日付を格納する。返却日がnullの書籍は，貸出中であること


を表す。


(３) 書籍が返却された後も，貸出表に記録された情報は残す。


(４) 貸出日，返却予定日及び返却日はＤＡＴＥ型である。


再構築された書籍表、貸出表を用いると、貸出表はトランザクションファイルの役割があ


るため、過去の貸出実績や利用者別の貸出履歴の情報が把握できるようになる。


この問題は、延滞したことがある利用者の社員番号と、延滞した書籍名を社員番号の昇順に


表示したい内容である。WHERE句の内容は、延滞をどのように表現すればよいかを問うている。


表現内容は次の２つの内容になる。


① 返却日が返却予定日より後である。


② まだ返却されていなくて、返却予定日が既に過ぎている。


日付の表現法


① ＳＱＬ文の検索例１


受注月日が09/01/1991か09/10/1991の顧客番号と受注月日を求める。


SELECT 顧客番号，受注日 FROM 受注表


WHERE 受注日 = '09/01/1991' OR 受注日 = '09/10/1991'


日付に関する条件指示の日付は文字列の形式で指示する。同一の列に対する条件が複数


あり、それらが等号による指示の時、IN述語を用いることができる。列名 IN(値の並び）


の形式を用いる。


SELECT 顧客番号,受注日 FROM 受注表


WHERE 受注日 IN('09/01/1991','09/10/1991')


② ＳＱＬ文の検索例２


受注月日が８月の顧客番号と受注月日を求める。


SELECT 顧客番号,受注日 FROM 受注表


WHERE 受注日 >= '08/01/1991' AND 受注日 <= '08/31/1991'


返却日が予定日より後である


未返却 返却予定日が過ぎている
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同一列に対する条件が２つあり、それらが範囲を表すときはBETWEEN述語を用いることが


できる。列名 BETWEEN 値 AND 値の形式で指示する。


SELECT 顧客番号,受注日 FROM 受注表


WHERE 受注日 BETWEEN '08/01/1991'AND '08/31/1991'


③ ＳＱＬ文の検索例３


受注月日が09/01/1991か09/10/1991、または８月の顧客番号と受注月日を求めて、顧客


番号に続けて「の受注日」を表示する。


SELECT 顧客番号||'の受注日 ，受注日 FROM 受注表’


WHERE 受注日 IN('09/01/1991','09/10/1991') OR


受注日 BETWEEN '08/01/1991' AND '08/31/1991'


文字列と文字列を連結するための連結演算子（｜｜）を含んでいる。


④ ＳＱＬ文の検索例４


顧客ごとの最も古い受注月日が本日より何カ月と何日前かを求める。


SELECT 顧客番号,CURRENT DATE - MIN(受注日) FROM 受注表 GROUP BY 顧客番号


顧客ごとにグループ化して日付計算をする例である。CURRENT DATEはシステム変数であ


る。計算結果はYYYYMMDDで表現される。


社員番号の昇順に表示したいという問題に対しては、ORDER BYの使い方が問題となる。


ORDER BYの用法


① ＳＱＬの基本文１


日付順に受注情報を表示する。


SELECT * FROM 受注表 ORDER BY 受注日


「どの表から 「結果を昇順で出力する」の構文である。ORDER BY文節は分類順序を表」、


す。文節にASCを指示すると昇順、DESCを指示すると降順を表し、省略するとASCとなる。


ORDER BY 列名で分類の特定列を指定する。特定の複数列で分類することも可能である。


複数列で分類する場合、ORDER BY 列名,…,列名の形式になる。最初の列名が分類の第１キ


受注表


伝票番号 顧客番号 受注日
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ーとなり、順次第２キー、第３キー、…となる。更に、個々の分類キーの昇順、降順を指


定する場合、それぞれの列名の後にASC、DECSを指定し、ORDER BY 列名 ASC,列名 DESC,列


名 ASC,…などの形式で表す。受注表は、(伝票番号、顧客番号、受注日)のレコード様式で


ある。


並べ替えの基準となる列が表の最初の列の場合には、列名を記述する代わりに｢ORDER BY


1｣で表すこともできる。


② ＳＱＬ文の検索例２


単価が1000以下の商品を単価の高いもの順に表示する。


SELECT * FROM 商品表 WHERE 単価 <= 1000 ORDER BY 単価 DESC


GROUP BYの用法


① ＳＱＬの基本文１


商品番号毎の受注数量の合計を表示する。


SELECT 商品番号，SUM(数量) FROM 受注明細表 GROUP BY 商品番号


GROUP BY 句はグループ化を伴う操作であり、｢どの表から｣、｢グループ化して｣、｢式の


結果を取り出す」の構文である。特定の列の値に従って行をグループ化する。特定の列の


値が同じ行をまとめて、表をいくつかのグループに分ける場合に使用する。


GROUP BYに指定できるのは、列名でSELECT文節に表れているものである。SELECT文節に


、 。 、グループ化する列名と集計関数がある場合 GROUP BYの指定がないとエラーになる また


GROUP BYを指定すると、SELECT文節で指定できるものは、GROUP BYで指定した列名または


その列名による集計関数しか記述することができない。


GROUP BYによってグループ化する場合、グループの中で値が一意に定まらない列名を、S


ELECT文節で指定することができない。ただし、GROUP BYで指定した列名をSELECFT文節で


必ずしも指定する必要はない。


複数の列を対象にグループ化する場合は、GROUP BY 列名,…,列名の形式を用いる。集計


関数を複数個使用する場合、次の構文になる。


SELECT 列名,集計関数(列名),…,集計関数(列名) FROM 表名 GROUP BY 列名


受注明細表は、(伝票番号、商品番号、顧客番号、数量)のレコード様式である。


② ＳＱＬ文の検索例２


受注表から２件以上の注文を受けている顧客の最新の受注月日を求める。


SELECT 顧客番号,MAX(受注日) FROM 受注表


GROUP BY 顧客番号 HAVING COUNT(*) >= 2


最新の受注日を求めるためにMAX関数を利用する。HAVING文節は、GROUP BYによって、グ


ループ化されたデータに検索条件を設定し、データを絞り込むことができる。


WHEREとGROUP BY を指定すると、検索条件が与えられた後にグループ化が行われる。GRO
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UP BYとHAVINGを使用すると、グループ化が行われた後に検索条件が与えられる。GROUP BY


と集合関数を使用して値を求め、その結果を条件に従って評価する場合、条件式にHAVING


を使用する。WHEREを使用するとエラーになる。


COUNT(*)は、行数(レコード数)のカウントである。重複を許す場合である。COUNT(DISTI


NCT,列名)の場合は重複を除いた行数である。


③ ＳＱＬ文の検索例３


受注明細表からＰで始まる商品を受注している顧客数、平均売上数および合計売上数を


求める。


SELECT 商品番号,COUNT(*),AVG(数量),SUM(数量)


FROM 受注明細表 WHERE 商品番号 LIKE 'P%'GROUP BY 商品番号


受注明細表は、(伝票番号、商品番号、顧客番号、数量)のレコード様式である。


④ ＳＱＬ文の検索例４


受注明細表から顧客番号と伝票番号毎の受注件数を求めて顧客番号と伝票番号順に表示


する。


SELECT 顧客番号,伝票番号,COUNT(*) FROM 受注明細表


GROUP BY 顧客番号,伝票番号 ORDER BY 顧客番号,伝票番号


インデックス


データベースからデータを検索する方法には、順次アクセス方式と直接アクセス方式があ


。 、 、 。る 順次アクセス方式は 目的の行が見つかるまで すべての行を走査していく方法である


直接アクセス法はインデックスを使用し高速に検索する。インテックスはバイナリツリーを


使用し、二分木のルート部から枝の下方に向かって目的のデータに高速に到達する仕組みで


ある。


設問１


解説欄に整理した書籍表の形式や書籍表の活用内容から考えると、現時点での貸出状況は


把握できるが、過去の貸出実績などを把握することは困難である。従って、エの書籍ごとの


累積貸出状況やカの利用者ごとの貸出履歴を把握することができない。


求める答えはエ、カとなる。


伝票番号 顧客番号商品番号 数量
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設問２


返却予定日を過ぎてから返却したという表現は次のようになる。


貸出表.返却日 ＞ 貸出表.返却予定日


現在、まだ返却されていない表現は次のようになる。


貸出表.返却日 IS NULL AND 貸出表.返却予定日 ＜ CURRENE_DATE


この２つのうちいずれかが成立すればよいから、答えは次のようになる。


書籍表.書籍番号 ＝ 貸出表.書籍番号 AND


(貸出表.返却日 ＞ 貸出表.返却予定日 OR (貸出表.返却日 IS NULL


AND 貸出表.返却予定日 ＜ CURRENE_DATE))


求める答えはアとなる。


設問３


グループ内のレコード数の求め方は、COUNT(*)となる。求める答えはアとなる。


設問４


書籍名を入力して、貸出中かどうかを調べるには、書籍名から書籍表を使用して書籍番号


を求める。この場合は書籍表を線形探索する。求めた書籍番号を使用して貸出表から対象の


書籍番号の返却日がNULLかどうかを調べる方法を用いる。検索対象のレコード件数が多いの


は貸出表であり、貸出表の書籍番号にインデックスが付加されて検索の高速化が行われると


検索機能が向上する。最も効果が期待できるのは、貸出表の書籍番号にインデックスが設定


されている場合である。求める答えはイとなる。


書籍番号、書籍名でクルーピングする貸出回数の降順


グループ内のレコード数を求める
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問020034解説
◆解答


設問１ ａ イ ｂ エ


設問２ ウ


設問３ ｃ ウ


設問４ ｄ エ


◆解説


正規化の手順とＳＱＬ文に関する問題である。


正規化の手順について


① 非正規形


属性の値が集合値や複合値で表されるレコードは非正規形である。１レコードの１データ


。 、項目に２個以上の値が存在する場合である 趣味という属性は社員コードＫ0001に関しては


水泳、ドライブの２つの値があり、社員コードＹ0002に関しては、サッカー、読書の２つの


値が存在する。趣味の属性値のように１つの属性に対して、２つの属性値を取るような場合


は非正規形である。


趣味社員コード 社員名 所属番号 所属 上位部名称


水泳、ドライブＫ0001 片田 １ 営業１課 営業部


サッカー、読書Ｙ0002 吉田 ２ 営業２課 営業部


正規形は１レコードの１データ項目は１つの内容で構成される。受注票やレシートを１つ


のレコードとして考えると、複数の商品を受注したり、購入する場合、レコードの中の受注


明細に相当する部分のデータ項目は１属性に複数のデータが存在することになり、非正規形


である。


② 第１正規形


趣味社員コード 社員名 所属番号 所属 上位部名称


水泳Ｋ0001 片田 １ 営業１課 営業部


ドライブＫ0001 片田 １ 営業１課 営業部


サッカーＹ0002 吉田 ２ 営業２課 営業部


読書Ｙ0002 吉田 ２ 営業２課 営業部


表において、どの属性の値を取っても、繰り返しなどの集合値や複合値を持たない表は第


１正規形である。社員表において社員コードＫ0001の属性｢趣味｣について、水泳、ドライブ


の内容をそれぞれ別個のレコードとして分離して表す場合、第１正規形になる。社員コード


Ｋ0001に関して、属性｢趣味｣の内容を水泳、ドライブの２つのレコードに、また、社員コー
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ドＹ0002に関して、属性｢趣味｣の内容をサッカー、読書の２つのレコードに、それぞれ分離


し、４つのレコードにした場合、これらのレコードは第一正規形になる。


第１正規形に関して、社員番号Ｋ0001の２つのレコードは、趣味を除くその他の属性の値


は全て同じ値であり、冗長性が大きい。これらのレコードの特定の属性値を更新する場合、


更新時の整合性に問題が生じ、論理的矛盾を発生する場合がある。また、社員番号Ｙ0002の


２つのレコードについても同様の問題がある。これらの問題を解消するための正規化が第２


正規化である。


③ 第２正規形


第１正規形において、全ての非キーの属性値を、主キーが決まると一意に決まる属性値と


一意に決まらない属性値に分離し、２つのレコードを設定する場合、これらのレコードは第


２正規形である。社員コードと趣味の２つの属性で趣味レコードを設定し、残りの社員コー


ド、社員名、所属番号、所属、上位部番号の５つの属性をまとめて社員レコードを設定する


と、これらのレコードは第２正規形を表すことになる。２つのレコードにおいて、重複して


いる属性は社員コードのみであって、社員コードは２つのレコードの主キーであるため、重


複が最小になり、主キーは原則として変更されない属性であるから論理矛盾が発生しないと


考えられる。


社員レコード 趣味レコード


社員コード 社員名 所属番号 所属 上位部名称 社員コード 趣味


Ｋ0001 片田 １ 営業１課 営業部 Ｋ0001 水泳


Ｙ0002 吉田 ２ 営業２課 営業部 Ｋ0001 ドライブ


Ｙ0002 サッカー


Ｙ0002 読書


、 、 、 、第２正規形において 社員レコードの所属番号 所属 上位部名称に重複が発生しており


これらの属性値に変更処理が生じると、整合性に問題が発生する恐れがある。これらの問題


を解消する正規化が第３正規化である。


④ 第３正規形


社員レコード 趣味レコード


社員コード 社員名 所属番号 社員コード 趣味


Ｋ0001 片田 １ Ｋ0001 水泳


Ｙ0002 吉田 ２ Ｋ0001 ドライブ


Ｙ0002 サッカー


所属レコード Ｙ0002 読書


所属番号 所属 上位部名称


１ 営業１課 営業部


２ 営業２課 営業部
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第２正規形において、非キー以外の属性で主キーとなり得る属性とその主キーが決まると


一意に決まる属性を分離して新しいレコードを設定し、元のレコードから新しいレコードの


属性を除いた属性の集まりと新しいレコードの主キーの属性を元のレコードの外部キーとし


て加えてレコードを設定する。これを第３正規形という。


⑤ 外部キー


、 、第２正規形の社員レコードで 主キーの社員コード以外の属性である所属番号が決まると


所属および上位部名称は一意に決まる。そこでこの３つの属性を分離して、所属番号を主キ


ーとする所属番号、所属、上位部名称からなる所属レコードを設定し、残りの２つの属性群


、 、 。 、の社員コード 社員名と 所属番号の３つの属性で社員レコードを設定する 社員レコード


所属レコード、趣味レコードの３レコード群は第３正規形である。第３正規形で新しくでき


た社員レコードの属性｢所属番号｣のような属性を外部キーという。外部キーとは、その属性


を主キーとするレコードが、外部キーが属するレコード外に存在する場合で、外部に存在す


るレコードを参照できる場合である。


⑥ 第３正規形の求め方


ⓐ 第２正規形において、非キー以外の属性で主キーとなり得る属性と、その主キーが決ま


ると一意に決まる属性を分離して新しいレコードを設定する。


ⓑ ⓐで分離された主キー以外の属性を除いた属性群で新しいレコードを設定する。


ⓒ ⓐ、ⓑの対象になったレコードを除く第２正規形のレコードとⓐ、ⓑで設定された新し


いレコードで構成されるレコード群は第３正規形である。


GROUP BYの用法


商品番号毎の受注数量の合計を表示する。


SELECT 商品番号，SUM(数量) FROM 受注明細表 GROUP BY 商品番号


GROUP BY 句はグループ化を伴う操作であり、｢どの表から｣、｢グループ化して｣、｢式の結


果を取り出す」の構文である。特定の列の値に従って行をグループ化する。特定の列の値が


同じ行をまとめて、表をいくつかのグループに分ける場合に使用する。GROUP BYを指定する


と、SELECT文節で指定できるものは、GROUP BYで指定した列名またはその列名による集計関


数しか記述することができない。GROUP BYによってグループ化する場合、グループの中で値


が一意に定まらない列名を、SELECT文節で指定することができない。ただし、GROUP BYで指


定した列名をSELECFT文節で必ずしも指定する必要はない。


複数の列を対象にグループ化する場合は、GROUP BY 列名,…,列名の形式を用いる。集計関


数を複数個使用する場合、次の構文になる。


SELECT 列名,集計関数(列名),…,集計関数(列名) FROM 表名 GROUP BY 列名


受注明細表は、(伝票番号、商品番号、顧客番号、数量)のレコード様式である。


設問２の問題の場合、１９４０年よりも前に生まれた会員が含まれる世帯の世帯番号を求


める問題であるから、対称のレコードを世帯番号別にグループ化し、そのグループの中のレ


コードが条件を満たすならば、その世帯番号が真となり、その番号を出力する。従って、そ
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のグループ内に条件を満たすレコードが複数個存在しても結果として出力されるレコードは


１つとなる。


設問２の解答中のエのようにGROUP BY 世帯番号、会員番号になると、世帯番号別、会員番


号別にグループ化し、そのグループ内で条件に対する真偽を評価するため、世帯番号につい


ては同一世帯番号が複数個発生する可能性があることになる。


設問３のSELECT文の分析


このSELECT文は、世帯表と会員表を使用して、両表の世帯番号の一致するレコードを世帯


表の班別にグルーピングする。グルーピングされたレコードは、同じ班に属する世帯番号別


の会員番号レコードの集まりになる。その表を利用して、班内の世帯数と会員数を求める。


COUNT(DISTINCT 世帯表.世帯番号)で重複を許さない世帯数がもとまり、COUNT(*)で班に属す


るレコード件数すなわち会員数を求めることができる。


COUNT()関数


COUNT()関数は、照会結果の行数を返す。WHERE句を指定すると、検索条件を満たす行数を


行数を知ることができる。COUNT()関数に引数として列名を指定すると、その列に値をもつ行


だけがカウントされ、COUNT(*)の場合はNULLかどうかに関係なく、すべての行がカウントさ


れる。


子供会表の作成要領


子供会表の５項目は、会員表から抽出されるのは、会員番号、世帯番号、氏名、生年月日


であり、世帯表から抽出されるのは電話番号である。両方の表を結合するのは、両表にある


項目である世帯番号を使用し、生年月日が20030402～20090401の条件を満足するレコードが


抽出できればよいことになる。その条件は次のようになる。


WHERE 会員表.世帯番号 ＝ 世帯表.世帯番号 AND


会員表.生年月日 BETWEEN 20030402 AND 20090401


設問１


ａは、非正規形の世帯情報から、会員表を作成する正規化の手順の問題で、この場合の会


員表は、会員表、世帯表、続柄表、性別表の各項目が重複なく含まれた表になる。１レコー


ドの項目は次のようになる。


(会員番号)、氏名、続柄、性別、生年月日、(世帯番号)、(世帯主番号)、世帯主氏名、住


所、電話番号、登録日、班、備考
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第１正規化に基づいて世帯情報を取り出して会員表を作成することになる。求める答えは


イとなる。


ｂは 、非キー以外の属性で主キーとなり得る属性とその主キーが決まると一意に決まる属、


性を分離して新しいレコードを設定し、元のレコードから新しいレコードの属性を除いた属


性の集まりと新しいレコードの主キーの属性を元のレコードの外部キーとして加えてレコー


ドを設定する。ここでは、続柄、性別をコード化し、それぞれのコードに対して名称を共通


的に定義して用いている。これは、第３正規形の考え方である。答えは第３正規化に基づい


て続柄表と性別表を作成したとなり、求める答えはエとなる。


設問２


アは、条件の生年月日が１９４０年以降になっている。


イは、条件の生年月日が１９３９年１２月３１日以降になっている。


ウは、世帯番号別にグループ化して、生年月日が１９４０年よりも前に生まれた会員が存


在する世帯の世帯番号を抽出する。求める答えはウとなる。


エは、世帯番号、会員番号別にグループ化して、生年月日が１９４０年よりも前に生まれ


た会員が存在する世帯の世帯番号を抽出することになる。従って、世帯番号が同じで、会員


番号が異なる場合、同じ世帯番号が複数個抽出される。


設問３


世帯表と会員表を使用して、両表の世帯番号の一致するレコードを世帯表の班別にグルー


ピングすると、同じ班に属する世帯番号別の会員番号レコードの集まりになる。その表を利


用して、班内の世帯数と会員数を求めることができる。COUNT(DISTINCT 世帯表.世帯番号)で


重複を許さない世帯数が求まり、COUNT(*)で班に属するレコード件数すなわち会員数を求め


ることができる。求める答えはウとなる。


設問４


会員表と世帯表を結合するのは、両表にある項目である世帯番号を使用し、会員表の生年


月日が20030402～20090401の条件を満足するレコードが抽出できればよいことになる。その


条件は次のようになる。


WHERE 会員表.世帯番号 ＝ 世帯表.世帯番号 AND


会員表.生年月日 BETWEEN 20030402 AND 20090401


求める答えはエとなる。


、 、 。ア ウは 生年月日が２００３年４月２日または２００９年４月１日の会員が対象になる


、 、 。イは 会員表の会員番号と世帯表の世帯主番号で結合しているが ドメインが等しくない
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問020035解説
◆解答


設問１ ａ エ ｂ エ ｃ イ


設問２ ア


設問３ エ


設問４ ア


◆解説


組織編成の変更に伴う従業員データベースの構築に関する問題である。


変更後の部課組織


① 変更前の組織は部組織のみで、課の組織がなかった。


② 変更後の組織は、各部に２つの課が新設された。


③ 新設された課組織のコード、課名称にＡ、Ｂの２案を考えた。


Ａ案：部署コードと部署名からなる部署表を作成し、部署コードの項目を従業員表に付


加した。


Ｂ案：部コードと部名から成る部表と課コード、課名、部コードから成る課表を作成し、


課コードの項目を従業員表に付加した。


組織変更前の従業員データベース
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変更後の従業員データベース(Ａ案)


変更後の従業員データベース(Ｂ案)


正規化とは


正規化はデータの冗長性を少なくして、関連性の強いデータ項目群にまとめ、一事実一カ


所になるようにすることである。正規化によって、各データ項目の意味や項目間の関係が明


確になり、冗長性がなくなり、意味のあるレコードになり、レコード間の重複が最小限に押


さえられることになる。


正規化によって、データ構造は標準化し、柔軟性のあるデータ構造になり、様々なアプリ


ケーションに利用可能になる。正規化されたデータ構造が物理設計の基礎となる。


正規化の目的


① データ項目の意味を正確に定義する。


② データ項目同士の関係を正確に定義する。


③ データの冗長性を取り除く。
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④ データの重複を最小限にする。


⑤ データに関係する要件を標準化する。


⑥ データの更新、追加、削除作業の効率化を図る。


⑦ データの整合性を保つ。


⑧ データの属性間の関係を最も少なくなるようにする。


データの整合性


複数の箇所に格納されているデータ間に、論理的な矛盾が発生しないようにすることであ


る。あるマスタレコードは更新され、別のマスタレコードが更新されない事態が発生すると、


２つのマスタレコード間の論理的な矛盾が発生することになる。


正規形と外部キー


① 非正規形


属性の値が集合値や複合値で表されるレコードは非正規形である。１レコードの１デー


タ項目に２個以上の値が存在する場合である。


② 第１正規形


表において、どの属性の値を取っても、繰り返しなどの集合値や複合値を持たない表は


第１正規形である。


③ 第２正規形


第１正規形の表の属性の値には、主キーが決まると一意に決まる値と決まらない値が存


在する。全ての非キーの属性値を、主キーが決まると一意に決まる属性値と一意に決まら


ない属性値に分離し、２つのレコードを設定する場合、これらのレコードは第２正規形で


ある。


④ 第３正規形


第２正規形において、非キー以外の属性で主キーとなり得る属性とその主キーが決まる


と一意に決まる属性を分離して新しいレコードを設定し、元のレコードから新しいレコー


ドの属性を除いた属性の集まりと新しいレコードの主キーの属性を元のレコードの外部キ


ーとして加えてレコードを設定する。これを第３正規形という。


⑤ 外部キー


外部キーとは、その属性を主キーとするレコードが、外部キーが属するレコード外に存


在する場合で、外部に存在するレコードを参照できる場合である。


正規化をしない、冗長性があるテーブルでの問題点


① 事前登録不能（登録）


新しい商品を注文の前に登録できない。テーブルにデータを登録するにはキーである注


文番号、商品ＩＤが必要で、一度も注文されたことのない商品には注文番号が割り当てら


れていないため登録ができない。注文と同時でなければ商品が登録できないことになる。


② 重複更新（更新）


商品の名前や単価が変更されたとき、複数ある同一商品の情報をすべて更新しなければ
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ならない。同じ商品の情報が注文ごとに繰り返し登録されているため、１つの商品情報を


更新するために複数行を残らず更新する必要がある。


③ 関係喪失（削除）


一度しか注文されたことのない商品を含む注文が削除されると、商品情報が失われてし


まう。注文を削除するという行為により、商品が削除されてしまうことがある。


GROUP BY を用いたＳＱＬの基本文


商品番号毎の受注数量の合計を表示する。


SELECT 商品番号，SUM(数量) FROM 受注明細表 GROUP BY 商品番号


GROUP BY 句はグループ化を伴う操作であり、｢どの表から｣、｢グループ化して｣、｢式の結


果を取り出す」の構文である。特定の列の値に従って行をグループ化する。特定の列の値が


同じ行をまとめて、表をいくつかのグループに分ける場合に使用する。


GROUP BYに指定できるのは、列名でSELECT文節に表れているものである。SELECT文節にグ


ループ化する列名と集計関数がある場合、GROUP BYの指定がないとエラーになる。また、GRO


UP BYを指定すると、SELECT文節で指定できるものは、GROUP BYで指定した列名またはその列


名による集計関数しか記述することができない。GROUP BYによってグループ化する場合、グ


ループの中で値が一意に定まらない列名を、SELECT文節で指定することができない。ただし、


GROUP BYで指定した列名をSELECFT文節で必ずしも指定する必要はない。


複数の列を対象にグループ化する場合は、GROUP BY 列名,…,列名の形式を用いる。集計関


数を複数個使用する場合、次の構文になる。


SELECT 列名,集計関数(列名),…,集計関数(列名) FROM 表名 GROUP BY 列名


受注明細表は、(伝票番号、商品番号、顧客番号、数量)のレコード様式である。


WHERE、GROUP BY、HAVINGを用いたＳＱＬ文の検索例


受注表から２件以上の注文を受けている顧客の最新の受注月日を求める。


SELECT 顧客番号,MAX(受注日) FROM 受注表


GROUP BY 顧客番号 HAVING COUNT(*) >= 2


最新の受注日を求めるためにMAX関数を利用する。HAVING文節は、GROUP BYによって、グル


ープ化されたデータに検索条件を設定し、データを絞り込むことができる。


WHEREとGROUP BY を指定すると、検索条件が与えられた後にグループ化が行われる。


GROUP BYとHAVINGを使用すると、グループ化が行われた後に検索条件が与えられる。


GROUP BYと集合関数を使用して値を求め、その結果を条件に従って評価する場合、条件式


にHAVINGを使用する。WHEREを使用するとエラーになる。


COUNT(*)は、行数(レコード数)のカウントである。重複を許す場合である。COUNT(DISTINC


T,列名)の場合は重複を除いた行数である。


ユーザビューの特徴


① データの多用性


ビューを利用して表をいろいろな見方でアクセスできる。
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② データの独立性


元の表に新たな列が追加されても影響を受けない。


③ データの安全性


他の人に見せたくないデータが隠せる。


④ データ更新の制約


２つ以上の表を元にして作られたり、GROUP BYを使用して定義されたビューでアクセス


するデータは、元の表のデータを更新することができない。


⑤ 一つの表の部分定義


１つの表から必要な部分のデータだけを取り出してアクセスできるように定義する。


⑥ 複数の表からの定義


条件を指定して、必要なデータだけのビューを作成することができる。


ユーザビューの定義が果たす機能


① １つの表の部分定義


実際に存在する１つの表またはユーザビューから、必要な部分のデータだけを取り出し


てアクセスできるようにする。余分なデータがないので、ユーザにとって使いやすくなる。


② 複数の表からの定義


複数の表に対して条件を指定して、必要なデータだけのユーザビューを作成できる。表


名の短縮名を定義し、列名と組み合わせたり、列名を各自に分かりやすいものに変えて使


用することができる。


③ ユーザビューによる安全保護


効果的な安全保護が可能で、データに不整合を持ち込むようなデータの追加を許さない


ようにすることができる。


ビュー定義


① 機能


スキーマ中に新しいビュー表を定義する。ビュー表は記憶媒体上に実在しない仮想の表


であり、実表から導出する。ビュー表を用いると、データの機密保護や表の別の見方が提


示できる。


② 構文


CREATE VIEW ビュー表名


属性名、属性名、…、


AS SELECT 属性名、属性名、…、


FROM 表名


WHERE 導出条件


ビュー表名は、新たに作成するビューに対してつけた名前である。同一スキーマの中の


実表名、ビュー表名は一意性をもった名前である。属性名は、ビュー表に対する属性定義


を記述する。属性名を省略すると、SELECT文で指定した属性名とデータ型を用いる。属性


名を指定する場合、ビュー表を構成するすべての属性に対して指定する。ビュー表で指定
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した属性名に対して実表の属性のデータ型が継承される。属性名は、実表の属性名と同一


でもよいし、異なった名前にしてもよい。属性名はビュー表中の属性を識別するための一


意性をもった名前とする。FROM句の表名は、実表名、ビュー表名のどちらでも指定できる。


表定義に関係するＳＱＬ文の機能と構文


① CREATE DATABASE文


機能：データベースを作成する。


構文：CREATE DATABASE データベース名


② CREATE TABLE文


機能：表を作成する。


構文：CREATE TABLE 表名 (列名１ データ型、列名２ データ型、…)


③ CREATE VIEW文


機能：ビューを作成する。


構文：CREATE VIEW ビュー名 (列名、列名、…) AS SELECT文


④ ALTER TABLE文


機能：表の構造を変更する。


構文：追加の場合 ALTER TABLE 表名 ADD 列名 データ型 …


修正の場合 ALTER TABLE 表名 ALTER(MODIFY) 列名 データ型 …


削除の場合 ALTER TABLE 表名 DROP 列名 …


日付に関する条件指定のＳＱＬ文


受注月日が09/01/1991か09/10/1991の顧客番号と受注月日を求める。


SELECT 顧客番号，受注日 FROM 受注表


WHERE 受注日 = '09/01/1991' OR 受注日 = '09/10/1991'


日付に関する条件指示の日付は文字列の形式で指示する。同一の列に対する条件が複数あ


り、それらが等号による指示の時、IN述語を用いることができる。列名 IN(値の並び）


SELECT 顧客番号,受注日 FROM 受注表


WHERE 受注日 IN('09/01/1991','09/10/1991')


日付の期間に関する条件指定のＳＱＬ文


受注月日が８月の顧客番号と受注月日を求める。


SELECT 顧客番号,受注日 FROM 受注表


WHERE 受注日 >= '08/01/1991' AND 受注日 <= '08/31/1991'


同一列に対する条件が２つあり、それらが範囲を表すときはBETWEEN述語を用いる。


列名 BETWEEN 値 AND 値の形式で指示する。


SELECT 顧客番号,受注日 FROM 受注表


WHERE 受注日 BETWEEN '08/01/1991'AND '08/31/1991'
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受注表の構成


設問１


ａは、Ａ案の部署表は、部署名として部の名称と課の名称を連結したものを採用している。


部の名称を変更する場合には、２つの課の前についている部の名称を変更しなければならな


い。複数行の変更が必要となる。ａの答えは部名で、求める答えはエとなる。


ｂは、適切に正規化されない場合の問題点で、複数行を修正する必要が生じるのは重複更


新の問題である。求める答えはエとなる。


適切に正規化をしていない冗長性があるテーブルでの問題点の一つに、商品の名前や単価


が変更されたとき、複数ある同一商品の情報をすべて更新しなければならないことが生じる。


同じ商品の情報が注文ごとに繰り返し登録されているため、１つの商品情報を更新するため


に複数行を残らず更新する必要が生じる。


設問２


SELECT 課表.課コード，課表.課名，AVG(従業員表.年齢)


FROM 課表，従業員表


WHERE 課表.課コード = 従業員表.課コード GROUP BY 課表.課コード、課表.課名


課毎の平均年齢を算出するため、課コード別にグループ化して平均年齢を算出する。GROUP


BY の後につく項目はSELECT文の後の項目と同じとなるため、GROUP BY 課表.課コード，課


表.課名，となる。WHERE 句の後の下線の部分となり、求める答えはアとなる。


設問３


個人情報保護の観点からビューを作成することにした。表示する内容は従業員番号、氏名、


課コード、内線とする。


ビューの構文は次のように定義する。


CREATE VIEW ビュー表名


属性名、属性名、…、


AS SELECT 属性名、属性名、…、


FROM 表名


WHERE 導出条件







- 8 -


ビューの表名が従業員公開表であり、属性名は従業員番号、氏名、課コード、内線となる。


ビュー表の定義文は


CREATE VIEW 従業員公開表 AS SELECT 従業員番号、氏名、課コード、内線


FROM 従業員表


答えは下線の部分となり、求める答えはエとなる。


設問４


SELECT SUM (受注表. 受注額)


FROM 受注表，従業員公開表


WHERE 従業員公開表. 課コード = 'S1O1' AND


受注表.従業員番号 = 従業員公開表.従業員番号 AND


受注表.受注日 BETWEEN '20110701' AND '20110930'


受注表の受注額を使用して、営業部海外課の課コード'S1O1'で受注表の従業員番号と従業


員公開表の従業員番号の一致するレコードで、受注日の期間が２０１１年７月１日から２０


１１年９月３０日までの受注額を集計する。


下線の部分が答えで、求める答えはアとなる。
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問020036解説
◆解答


設問１ ａ イ ｂ イ


設問２ ｃ イ


設問３ ｄ ア


設問４ ｅ エ ｆ ア


◆解説


選手情報を管理する関係データベースの設計と運用に関する問題である。


正規形と外部キー


① 非正規形


属性の値が集合値や複合値で表されるレコードは非正規形である。１レコードの１デー


タ項目に２個以上の値が存在する場合である。


② 第１正規形


表において、どの属性の値を取っても、繰り返しなどの集合値や複合値を持たない表は


第１正規形である。


③ 第２正規形


第１正規形の表の属性の値には、主キーが決まると一意に決まる値と決まらない値が存


在する。全ての非キーの属性値を、主キーが決まると一意に決まる属性値と一意に決まら


ない属性値に分離し、２つのレコードを設定する場合、これらのレコードは第２正規形で


ある。


④ 第３正規形


第２正規形において、非キー以外の属性で主キーとなり得る属性とその主キーが決まる


と一意に決まる属性を分離して新しいレコードを設定し、元のレコードから新しいレコー


ドの属性を除いた属性の集まりと新しいレコードの主キーの属性を元のレコードの外部キ


ーとして加えてレコードを設定する。これを第３正規形という。


⑤ 外部キー


外部キーとは、その属性を主キーとするレコードが、外部キーが属するレコード外に存


在する場合で、外部に存在するレコードを参照できる場合である。


ORDER BY を使用したＳＱＬの基本文


日付順に受注情報を表示する。


SELECT * FROM 受注表 ORDER BY 受注日


「どの表から」、「結果を昇順で出力する」の構文である。ORDER BY文節は分類順序を表す。


文節にASCを指示すると昇順、DESCを指示すると降順を表し、省略するとASCとなる。


ORDER BY 列名で分類の特定列を指定する。特定の複数列で分類することも可能である。複


数列で分類する場合、ORDER BY 列名,…,列名の形式になる。最初の列名が分類の第１キーと


なり、順次第２キー、第３キー、…となる。更に、個々の分類キーの昇順、降順を指定する
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場合、それぞれの列名の後にASC、DECSを指定し、ORDER BY 列名 ASC,列名 DESC,列名 ASC,


…などの形式で表す。受注表は、(伝票番号、顧客番号、受注日)のレコード様式である。


並べ替えの基準となる列が表の最初の列の場合には、列名を記述する代わりに｢ORDER BY 1｣


で表すこともできる。


ORDER BY を使用したＳＱＬ文の検索例


単価が1000以下の商品を単価の高いもの順に表示する。


SELECT * FROM 商品表 WHERE 単価 <= 1000 ORDER BY 単価 DESC


GROUP BY を使用したＳＱＬの基本文


商品番号毎の受注数量の合計を表示する。


SELECT 商品番号，SUM(数量) FROM 受注明細表 GROUP BY 商品番号


GROUP BY 句はグループ化を伴う操作であり、｢どの表から｣、｢グループ化して｣、｢式の結


果を取り出す」の構文である。特定の列の値に従って行をグループ化する。特定の列の値が


同じ行をまとめて、表をいくつかのグループに分ける場合に使用する。GROUP BYに指定でき


るのは、列名でSELECT文節に表れているものである。SELECT文節にグループ化する列名と集


計関数がある場合、GROUP BYの指定がないとエラーになる。また、GROUP BYを指定すると、S


ELECT文節で指定できるものは、GROUP BYで指定した列名またはその列名による集計関数しか


記述することができない。GROUP BYによってグループ化する場合、グループの中で値が一意


に定まらない列名を、SELECT文節で指定することができない。ただし、GROUP BYで指定した


列名をSELECFT文節で必ずしも指定する必要はない。


複数の列を対象にグループ化する場合は、GROUP BY 列名,…,列名の形式を用いる。集計関


数を複数個使用する場合、次の構文になる。


SELECT 列名,集計関数(列名),…,集計関数(列名) FROM 表名 GROUP BY 列名


受注明細表は、(伝票番号、商品番号、顧客番号、数量)のレコード様式である。


GROUP BY を使用したＳＱＬ文の検索例


受注表から２件以上の注文を受けている顧客の最新の受注月日を求める。


SELECT 顧客番号,MAX(受注日) FROM 受注表


GROUP BY 顧客番号 HAVING COUNT(*) >= 2


最新の受注日を求めるためにMAX関数を利用する。HAVING文節は、GROUP BYによって、グル


受注表


伝票番号 顧客番号 受注日
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ープ化されたデータに検索条件を設定し、データを絞り込むことができる。


WHEREとGROUP BY を指定すると、検索条件が与えられた後にグループ化が行われる。GROUP


BYとHAVINGを使用すると、グループ化が行われた後に検索条件が与えられる。GROUP BYと集


合関数を使用して値を求め、その結果を条件に従って評価する場合、条件式にHAVINGを使用


する。WHEREを使用するとエラーになる。


COUNT(*)は、行数(レコード数)のカウントである。重複を許す場合である。COUNT(DISTINC


T,列名)の場合は重複を除いた行数である。


GROUP BY、ORDER BY を使用したＳＱＬ文の検索例


受注明細表から顧客番号と伝票番号毎の受注件数を求めて顧客番号と伝票番号順に表示す


る。


SELECT 顧客番号,伝票番号,COUNT(*) FROM 受注明細表


GROUP BY 顧客番号,伝票番号 ORDER BY 顧客番号,伝票番号


設問１


ａは、日程や試合結果の情報を選手表を利用して管理する仕組みを考えた場合の問題点を


問う内容で、日程や試合結果の項目を設定すると、日程や試合結果の属性の値が集合値や複


合値で表されるレコードとなり、非正規形となる。そこで第一正規化して、どの属性の値を


取っても、繰り返しなどの集合値や複合値を持たない表にする。ａの求める答えはイとなる。


表の項目に繰り返しが発生するのは非正規形の形であり、これを改善するのは第一正規化


である。


ｂは、結果表のレコード件数を問う問題で、８チーム総当たりの試合数は、８Ｃ２＝２８で


あり、１試合２レコードであるから計５６レコードとなる。求める答えはイとなる。


設問２


GROUP BY、ORDER BYに関する問題である。GROUP BY句は、グループ化を伴う操作で、｢どの


表から｣、｢グループ化して｣、｢式の結果を取り出す」の構文である。チーム表のチーム番号、


チーム表のチーム名に従って行をグループ化し、勝点の合計、得点の合計を求める。


ORDER BY句は、「どの表から」、「結果を昇順で出力する」の構文で、ORDER BYは分類順序


を表す。文節にASCを指示すると昇順、DESCを指示すると降順を表し、省略するとASCとなる。


ORDER BY 列名で分類の特定列を指定する。特定の複数列で分類することも可能である。複数


列で分類する場合、ORDER BY 列名,…,列名の形式になる。第一列名を勝点、第二列名を総得


点として、降順に整列する。答えは次のようになる。


GROUP BY チーム表.チーム番号、チーム表.チーム名


ORDER BY 勝点 DESC、総得点 DESC


求める答えはイとなる。
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設問３


SELECT 打席表.打者，選手表.氏名， ｄ１ AS 集計数


FROM 打席表，選手表


WHERE 打席表.打者 = 選手表.選手番号 AND 打席表.打撃結果


=（SELECT 打撃表.打撃結果 FROM 打撃表 WHERE 打撃表.名称 = ’ホームラン’）


GROUP BY 打席表.打者，選手表.氏名 ORDER BY 集計数 ｄ２


このSELECT文は、打席表の打者(選手番号)、選手表の選手氏名別にホームラン数を集計し、


集計数の項目に集計数の降順に表示する内容である。打席表からホームラン数を求める方法


は、打席表の打者(選手番号)と選手表の選手番号が一致するレコードで、打撃表の打撃結果


が００３となるレコードを副照会で求め、そのレコード件数を求めればホームラン数が求ま


る考え方を使用している。ｄ１の答えはCOUNT(*)、ｄ２はDESCで、求める答えはアとなる。


設問４


ｅは、シーズン途中で選手が別のチームに移籍した場合の問題点であるから、選手個人に


関係する内容で、チームの情報が異なる場合に発生する問題であるから、チーム毎のホーム


ラン数となる。移籍以前に打っていたホームランの数が移籍後のチームのホームラン数に加


算される。ｅの求める答えはエとなる。


ｆは、同一選手の選手番号が異なるため、選手毎のシーズンを通したホームラン数の集計


がＳＱＬ文では困難になる。ｆの求める答えはアとなる。


この対策として、従来は選手表で管理していたものを、所属選手表と選手表を使用して管


理するようになると、選手番号はリーグで唯一の番号とし移籍前後で変化しない、選手の所


属チームは所属選手表で管理できるため、ｅ、ｆの問題を解消することができる。








- 1 -


問020001問題
支払賃金ファイル作成システムに関する次の記述を読んで、設問１～３に答えよ。


三つのファイル(従業員マスタファイル、賃金マスタファイル、作業実績ファイル)から支払賃


金ファイルを作成するシステムの仕様を検討している。それぞれのファイルのレコード様式を図


１に、支払賃金ファイル作成システムの流れ図を図２に示す。条件は、次のとおりである。


(１) 従業員マスタファイル及び作業実績ファイルの各レコードは、従業員番号順に整列されて


いる。


(２) 基本賃金と時間加算賃金は、職能区分ごとの経験年数によって決まっている。


(３) 経験年数は、職能区分変更日付と現在の日付との差から決まる。


(４) 当月支払賃金は、時間加算賃金と当月作業時間との積に基本賃金を加えて得る。
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図２の賃金マスタファイルとして直接編成ファイルを使用する。そのキーとして最も設問１


適切なものを、解答群の中から選べ。


解答群


ア 基本賃金 イ 時間加算賃金 ウ 職能区分


図２の統合ファイルのレコード様式として最も適切なものを、解答群の中から選べ。設問２


支払賃金ファイル作成システムに関係データベースを用いることにした。使用するマ設問３


スタファイルを正規化して関係表に移行する。関係表番号の適切な組合せを解答群の中か


ら選べ。ここで “｜”は、関係表の列の区切りを表す。、


解答群


ア １、６、８ イ ２、７、９ ウ ３、４、９


エ ３、４、１０ オ ４、７、９ カ ４、７、１０


キ ５、９ ク ５、１０








- 1 -


問020002問題
関係データベースに関する次の記述を読んで、設問１～３に答えよ。


Ａ君は、図に示すＢ社の組織情報を関係データベースを用いてデータベース化することになっ


た。Ｂ社の部門及び社員には、一意に識別するために、英字１文字と数字１文字からなる部門コ


ード及び４けたの数字からなる社員番号が与えられている。


Ａ君は、案１～３を考えたが、上級者から①～③の基本的な不都合の指摘を受けた。


なお、表題部の下線は、その項目が行を一意に識別する主キーであることを表している。


〔上級者からの指摘〕


① 第１正規形ではない。


② 関係(表)として誤りはないが、同姓同名の社員の登録ができない。


③ 現在の主キーの設定に誤りがある。
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Ａ君の案１～３と、それにあてはまる上級者からの指摘①～③の組合せ(案,指摘)とし設問１


て、正しいものを解答群の中から三つ選べ。


解答群


ア (案１、指摘①) イ (案１、指摘②) ウ (案１、指摘③)


エ (案２、指摘①) オ (案２、指摘②) カ (案２、指摘③)


キ (案３、指摘①) ク (案３、指摘②) ケ (案３、指摘③)


Ａ君は、上級者からの指摘を参考に、案４を考えた。しかし、案４では、Ｂ社の組織設問２


情報データベースとしては、不都合が起こることが分かった。


Ｂ社の組織情報データベースとしての不都合のうち、案４で起こるものを、解答群の中


から選べ。


解答群


ア 経理に転属した(9209)山内京子の部門名を、変更することができない。


イ 結婚して姓の変わった(9107)山下貴子の氏名を、変更することができない。


ウ 総務に配属された新入社員(9605)山岡則男を、登録することができない。


エ 退職した(8612)河田和麿を、削除することができない。


オ 配属者未定の新設部門、(S2)宣伝を、登録することができない。
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Ａ君は、上述のすべての不都合のない、部門と社員の二つの関係(表)からなる案５を設問３


考えた。


部門と社員から “池尻順平”の部門名を求める次のＳＱＬ文中の に入れる正しい、


答えを,解答群の中から選べ。


SELECT 部門名 FROM ａ WHERE 部門コード


IN (SELECT ｂ FROM 社員 WHERE 氏名 = N'池尻順平')


解答群


ア 氏名 イ 社員 ウ 社員番号


エ 部門 オ 部門コード カ 部門名
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問020003問題
販売取引に関する次の記述を読んで,設問に答えよ。


Ａ株式会社では、各営業所の販売取引によって図１に示す受注伝票が発行される。本社ではこ


の受注伝票とそれに関連するデータを、次に述べる条件と出力要求に基づいて、データベース化


しようとしている。


〔販売取引に関する条件〕


(１) 伝票番号は、営業所単位で重複なく付けられている。


(２) １取引で取り扱う商品の種類は、１枚の伝票におさまるものとする。


(３) 商品には定価が決められている。しかし、営業所の裁量で、受注ごとに値引率を設定でき


るので、単価が異なることがある。


(４) 商品名の重複はない。


(５) 商品は商品カテゴリに分類することができ、１商品は一つのカテゴリに属している。


〔想定される出力要求〕


(１) ｙ１年ｍ１月ｄ１日からｙ２年ｍ２月ｄ２日までの間で、１取引の合計がＺ円以上となっ


た伝票を営業所単位に抜き出し、合計の金額が大きいもの順に出力する。


(２) ｙ１年ｍ１月ｄ１日からｙ２年ｍ２月ｄ２日までの間に、商品Ｂを納入した取引先名とそ


れを販売した営業所名を出力する。


(３) 営業所ごと、商品カテゴリごと、月ごとの販売実績一覧表を作成する。


(４) 毎月、受注合計金額の大口取引先(上位３０社)一覧表を作成し、値引実績表とともに出力


する。


(５) 営業所別に販売実績の前年同月比一覧表を作成する。
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Ａ株式会社では、受注リレーショナルデータベースのスキーマを図２のように考えた。設問


図２中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。なお、図２中の下線を引


いてある項目はキー項目である。


ａ～ｃに関する解答群


ア 金額 イ 商品カテゴリ ウ 商品名


エ 単価 オ 定価 カ 伝票番号


キ 取引先名 ク 日付 ケ 明細番号


ｄ、ｅに関する解答群


ア 営業所名 イ 金額 ウ 合計


エ 個数 オ 商品カテゴリ カ 定価


キ 取引先名 ク 値引率 ケ 日付
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問020004問題
デー夕べースに関する次の記述を読んで設問１、２に答えよ。


デー夕べ一スを,複数の利用者が更新したり参照したりする場合には、その更新・参照の正し


さを保証するための仕組みが必要である。


例えば、Ｅ君とＦ君があるデー夕べースの同一レコードをほとんど同時に更新する場合、次の


ようなことが問題になると考えられる。


① Ｅ君とＦ君が、同一のレコードをほとんど同時に読み出す。


② Ｅ君が、①で読み出したレコードを変更し、書き込む。


③ 続いてＦ君が、①で読み出したレコードを変更し、書き込む。


④ Ｅ君は、更新したレコードを読み出し、自分の更新が反映されていないことに気づく。


次の記述中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。設問１


この問題を解決するためには、Ｅ君が ａ レコードを ｂ までは、Ｆ君を含めて


。 、 、誰にもこのレコードが読み出せないようにすればよい このように 他からの参照を禁止したり


許したりすることを相互排除(排他制御)という。


ａに関する解答群


ア 書き込んだ イ 読み出した


ｂに関する解答群


ア 書き込む イ 読み出す
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次の記述中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。設問２


ある資源に対して、他人(又は他のトランザクション)からの利用を禁止することが必要になる


ことがある。設問１の方法はロック方式という。これ以外に、データベース資源をロックしない


次のような時刻印(タイムスタンプ)を使う方式がある。


(１) 各トランザクションは、開始時に時刻印が与えられる。この時刻印はシステム全体で唯


一であり、順序の付けられる値である。この値Ｔは、開始時刻が後になるほど大きな値と


なる。


(２) 各レコードには、時刻印を記録する領域が二つあり、レコードを最後に読み出したトラ


ンザクションの時刻印と、レコードを最後に書き込んだトランザクションの時刻印が記録


されている。レコードｘの読出し時刻印をＴr(ｘ)、書込み時刻印をＴw(ｘ)とする。この


領域に対する更新及び参照の正しさは、保証されている。


(３) 各トランザクションの読出し操作は、次の規則に従う。


Ｔ＜Ｔw(ｘ)であるときは、既に他の新しいトランザクションがレコードｘを書き込ん


でいるので、このトランザクションは、レコードｘを読み出さない。このトランザクショ


ンの今までの処理は、すべて破棄され、新たな時刻印が与えられて、最初の状態から再実


行される。


Ｔ≧Ｔw(ｘ)であるときは、レコードｘを読み出し、Ｔ＞Ｔr(ｘ)のときは、レコードｘ


の読出し時刻印の記録領域にＴを書き込む。


(４) 各トランザクションの書込み操作は、次の規則に従う。


ｃ であるときは、他の新しいトランザクションがレコードｘに対して、読出し


又は書込みを行っているので、このトランザクションは、レコードｘを書き込まない。こ


のトランザクションの今までの処理は、すべて破棄され、新たな時刻印が与えられて、最


初の状態から再実行される。


ｄ であるときは、このトランザクションが最も新ししので、レコードｘを書き


込み、レコードｘの書込み時刻印の記録領域にＴを書き込む。


解答群


ア Ｔ＜Ｔr(ｘ) イ Ｔ≧Ｔr(ｘ)


ウ Ｔ＜Ｔw(ｘ) エ Ｔ≧Ｔw(ｘ)


オ Ｔ＜Ｔr(ｘ)かつＴ＜Ｔw(ｘ) カ Ｔ≧Ｔr(ｘ)かつＴ≧Ｔw(ｘ)


キ Ｔ＜Ｔr(ｘ)又はＴ＜Ｔw(ｘ) ク Ｔ≧Ｔr(ｘ)又はＴ≧Ｔw(ｘ)
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問020005問題
部品の出荷実績表の作成に関する次の記述を読んで、設問１、２に答えよ。


顧客は、図１のような複数の構成部品からなる部品セットを単位として出荷要求をする。出荷


管理は個々の構成部品を単位として行う。


部品セットに関する条件は、次のとおりである。


(１) 部品セット中のそれぞれの構成部品の個数を構成数という。


(２) 部品セットは、部品セット番号をもつ。


(３) 顧客は、部品セット番号と部品セット数の組で出荷要求をする。


(４) １伝票には、部品セット番号と部品セット数を１組だけ記載する。


図２に示す出荷実績表を得るための関係データベースとして、構成関係表(図３)、部品関係表


(図４)及び部品セット関係表(図５)を用いる。
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図３及び図５中の に入れる正しい答えを,解答群の中から選べ。設問１


解答群


ア 構成数 イ 構成部品番号 ウ 構成部品名 エ 出荷個数


オ 伝票番号 カ 部品セット数 キ 部品セット番号


出荷実績表を作るための次のＳＱＬ文中の に入れる正しい答えを、解答群の設問２


中から選べ。


SELECT ｃ


FROM 構成関係表、部品関係表、部品セット関係表


WHERE ｄ


ｃに関する解答群


ア 伝票番号、部品関係表.構成部品番号、構成部品名、出荷個数


イ 伝票番号、部品関係表.構成部品番号、構成部品名、部品セット数/構成数 AS 出荷個数


ウ 伝票番号、部品関係表.構成部品番号、構成部品名、部品セット数*構成数 AS 出荷個数


エ 伝票番号、部品セット関係表.部品セット番号 AS 構成部品番号、構成部品名、


部品セット数*構成数 AS 出荷個数


オ 伝票番号、部品セット関係表.部品セット番号 AS 構成部品番号、構成部品名、出荷個数


ｄに関する解答群


ア 構成関係表.部品セット番号 ＝ 部品セット関係表.部品セット番号


AND 構成関係表.構成部品番号 ＝ 部品関係表.構成部品番号


イ 構成関係表.部品セット番号 ＝ 部品セット関係表.部品セット番号


OR 構成関係表.構成部品番号 ＝ 部品関係表.構成部品番号


ウ 部品関係表.構成部品番号 ＝ 部品セット関係表.部品セット番号


AND 構成関係表.部品セット番号 ＝ 構成関係表.構成部品番号


エ 部品関係表.構成部品番号 ＝ 部品セット関係表.部品セット番号


OR 構成関係表.部品セット番号 ＝ 構成関係表.構成部品番号


オ 部品セット関係表.部品セット番号 IN


(SELECT 部品セット番号 FROM 部品セット関係表)
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問020006問題
関係データベースに関する次の記述を読んで、設問１～３に答えよ。


商品表(表１)、営業所表(表２)及び１日の売上を記録した売上表(表３)からなる関係データベ


ースがある。


次のａ～ｃの各ＳＱＬ文によって抽出されるデータ群を、解答群の中から選べ。設問１


a SELECT 営業所名 FROM 営業所表 WHERE 所属 = N'大阪支社'


b SELECT 営業所名 FROM 営業所表,売上表


WHERE コード = 営業所コード AND


商品コード = 'GO1' AND 売上数量 > 100


c SELECT 営業所名 FROM 営業所表 WHERE コード IN


( SELECT 営業所コード FROM 売上表 WHERE 商品コード = 'G02')
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東京営業所の商品ごとの売上高を求めるＳＱＬ文を、解答群の中から選べ。設問２


表４ 東京営業所の商品ごとの売上高


商品名 単価＊売上数量


シャツ １７００


スラックス ２７６０


スカート ３２００


解答群


ァ SELECT 商品名,単価 * 売上数量 FROM 売上表


WHERE コード = 商品コード AND 営業所コード = 'E03'


イ SELECT 商品名,単価 * 売上数量 FROM 商品表


WHERE コード = 商品コード


ゥ SELECT 商品名,単価 * 売上数量 FROM 商品表,売上表


WHERE コード = 商品コードAND営業所コード = 'E03'


ェ SELECT 商品名,単価 * 売上数量 FROM 商品表,売上表


WHERE 営業所コード = 'E03'
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商品コード別に、売上数量の多い順に並べるＳＱＬ文の に入れる正しい答設問３


えを、解答群の中から選べ。


商品コード ＳＵＭ(売上数量)


Ｇ０１ ９２０


Ｇ０３ ８８０


Ｇ０２ ６８０


SELECT 商品コード,SUM (売上数量) FROM 売上表


GROUP BY 商品コード


解答群


ア ORDER BY 2 ASC


イ ORDER BY 2 DESC


ウ ORDER BY SUM ASC


エ ORDER BY SUM DESC


オ ORDER BY 売上数量 ASC


カ ORDER BY 売上数量 DESC


キ ORDER BY 商品コード ASC


ク ORDER BY 商品コード DESC
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問020007問題
ファイル設計に関する次の記述を読み、設問に答えよ。


Ａ社の業務システムで、次のような受注伝票を入力情報として、受注処理関連ファイルを設計


することにした。


(１) Ａ社は家電機器の販売会社で、取扱商品や顧客および受注データの特徴は次のようなもの


である。


① 顧客は継続した取引先であり、それぞれ顧客番号を１つだけもつ。


② 商品の単価は、同一商品でも顧客によって販売する単価が取引ごとに異なる。


③ 各受注明細の「受注金額」は「単価」×「数量」で算出される。


④ 「受注総額」は「受注金額」の合計である。


(２) ファイル設計にあたり、次のような目標を立てた。


① キー項目(受注番号、顧客番号、商品番号など)は除き、同一データ項目の重複記録は行わ


ない。


② １つのデータ項目の更新に伴い、他のデータ項目も更新しなければならないような重複更


新を避ける。ただし、キー項目は変更しないものとする。


③ １つのレコードを削除したとき、有用な情報が消滅することのないようにする。


(３) 目標に従って、次のような四つのレコードが設計された。







- 2 -


「 」 、 。設問１ 商品レコード の内容として もっとも設計目標に合致するものを次の中から選べ


解答群


ア 商品番号 商品名 単価


イ 商品番号 単価 数量


ウ 商品番号 単価


エ 商品番号 商品名


「 」 、 。設問２ 受注レコード の内容として もっとも設計目標に合致するものを次の中から選べ


解答群


ア 顧客番号 受注番号 商品番号


イ 受注番号 顧客番号 受注金額 日付


ウ 顧客番号 受注番号 日付


エ 受注番号 顧客番号 商品番号 数量


「受注明細レコード」の内容として、もっとも設計目標に合致するものを次の中から設問３


選べ。


解答群


ア 商品番号 数量 受注金額


イ 受注番号 商品番号 数量


ウ 商品番号 商品名 単価 数量 受注金額


エ 受注番号 商品番号 単価 数量








- 1 -


問020008問題
関係データベースに関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。


生徒名簿表，クラス表，模擬試験結果表からなる関係データベースがある。


模擬試験は複数回行われ，各回の試験には試験番号が付けられている。


(１) 生徒名簿表は，各生徒の生徒番号，氏名及びその他のデータを表したものである。


(２) クラス表は，各クラスとそこに所属する生徒を表したものである。


(３) 模擬試験結果表は，模擬試験別，受験者別の各科目の点数を表したものである。


(４) それぞれの表は，次に示す項目から構成されている。


① クラス番号，試験番号，生徒番号：各クラス，各模擬試験，各生徒を一意に識別するため


の数値


② 英語，数学，国語：各科目の得点を表す数値


③ 氏名，その他：任意の文字列


各表中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


解答群


ア 英語 イ クラス番号 ウ 国語


エ 試験番号 オ 氏名 カ 数学


キ 生徒番号
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


上の模擬試験別クラス別成績表を求めるためのＳＱＬ文は次のとおりである。


SELECT 試験番号,クラス番号,AVG(英語) AS 英語平均,


AVG(数学) AS 数学平均,


AVG(国語) AS 国語平均


FROM クラス表,模擬試験結果表


ｃ


解答群


ア WHERE クラス表.生徒番号 = 模擬試験結果表.生徒番号


GROUP BY クラス番号


イ WHERE クラス表.生徒番号 = 模擬試験結果表.生徒番号


GROUP BY 試験番号


ウ WHERE クラス表.生徒番号 = 模擬試験結果表.生徒番号


GROUP BY 試験番号,クラス番号


エ WHERE クラス表.クラス番号 = 模擬試験結果表.クラス番号


GROUP BY クラス番号


オ WHERE クラス表.クラス番号 = 模擬試験結果表.クラス番号


GROUP BY 試験番号


カ WHERE クラス表.クラス番号 = 模擬試験結果表.クラス番号


GROUP BY 試験番号,クラス番号
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問３


SELECT * FROM 模擬試験結果表


の検索結果が図に示すようになるとき，


SELECT 生徒番号,MAX(英語 ＋ 数学 ＋ 国語) FROM 模擬試験結果表


GROUP BY 生徒番号


の検索結果は ｄ である。
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問020009問題
データベースのコミットメント制御に関する次の記述を読んで，設問に答えよ。


集中型のデータベースでは，コミットメント制御によって一つのトランザクションの処理をす


べて行うか，全く行わないかのどちらかにして，整合性を保っている。すなわち，一部だけを実


行して，残りを実行しないということはない(図１)。ここで，図中のｍ、ｎはデータを表し，


ｍ'，ｎ'などはそれぞれ更新後の値を，( )は更新確定前の状態を表す。


分散型データベースでは，主サイト(要求元)からの一つのトランザクション処理が複数のサイ


トのデータベースを更新する。この場合，次のような問題が生じる。主サイトからのコミット要


求(図２の②)に基づき，サイトＡ及びサイトＢそれぞれのデータベースに対してコミット処理が


行われるが，サイトＡでは正常終了し，サイトＢでは異常終了した場合，更新処理の整合性がな


くなる。


そこで，各サイトのトランザクション処理をすぐに確定するのではなく，コミットもロールバ


ックもできるといった中間状態を設定し，その後確定処理に入るといった２段階の仕組みを考え
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る(図３)。これを２相コミットメント制御という。


図２，図３中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


ａに関する解答群


ア ｎ イ (ｎ) ウ ｎ' エ (ｎ') オ ｎ''


ｂ，ｃに関する解答群


ア ２００ イ ３００ ウ ４００ エ ５００


オ ６００ カ ７００ キ ８００ ク ９００
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問020010問題
関係データベースに関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。


顧客表，注文表，受注明細表及び商品表からなる関係データベースがある。


次のデータを得るためのＳＱＬ文を例のように考えたところ，数人の先輩から指摘が設問１


あった。指摘として適切な記述を解答群の中から選べ。


例 SELECT 受注明細表.受注番号,顧客名,SUM(注文数量*単価)


FROM 受注明細表,顧客表,商品表,注文表


WHERE 顧客表.顧客コード ＝ 注文表.顧客コード


AND 受注明細表.商品番号 ＝ 商品表.商品番号


AND 受注明細表.受注番号 ＝ 注文表.受注番号


解答群


ア ーつのSELECT文で結合できる表は三つまでである。


イ 複数の表を結合した場合にSUM関数 を使って集計はできない。


ウ “GROUP BY 受注明細表.受注番号”を加える必要がある。


エ “GROUP BY 受注明細表.受注番号,顧客名”を加える必要がある。


オ “ORDER BY 受注明細表.受注番号”を加える必要がある。


顧客コードＡ１５６の顧客からの商品の注文について，その品種を調べたい。次の記設問２


述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


(１) 商品番号を抽出する次のＳＱＬ文を実行した結果は，表１のとおりになった。


SELECT 商品番号 FROM 注文表,受注明細表


WHERE 顧客コード ＝ 'Ａ１５６' AND 注文表.受注番号 ＝ 受注明細表.受注番号


品種を出力するために，更に商品表を結合したＳＱＬ文①を実行したところ，出力件数は


。 ，ａ であった ＳＱＬ文①を副問合せを使ったＳＱＬ文②に変更して実行したところ


出力件数は ｂ であった。ここで，商品番号と品種は表２に示すとおりである。
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ＳＱＬ文①


SELECT 品種 FROM 注文表,受注明細表,商品表


WHERE 顧客コード＝ 'Ａ１５６' AND 注文表.受注番号 ＝ 受注明細表.受注番号


AND 商品表.商品番号 ＝ 受注明細表.商品番号


ＳＱＬ文②


α


SELECT 品種 FROM 商品表 WHERE 商品表.商品番号 IN


(SELECT 受注明細表.商品番号 FROM 受注明細表,注文表


WHERE 顧客コード＝ 'Ａ１５６' AND 受注明細表.受注番号 ＝ 注文表.受注番号)


(２) ＳＱＬ文②のαの位置にDISTINCTを挿入したとき，出力件数は ｃ になった。


解答群


ア ４ イ ５ ウ ６ エ ７


オ ８ カ ９ キ １０
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問020011問題
関係データベースに関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。


次のとおりの項目名からなる商品表及び問屋表がある。ここで，下線を引いてある項目名は主


キーである。


次の発注表を定義するＳＱＬ文の に入れる正しい答えを，解答群の中から設問１


選べ。


CREATE TABLE 発注表


(発注番号 NUMERIC(4) NOT NULL,


発注日 DATE NOT NULL,


商品コード CHAR(5) NOT NULL,


数量 NUMERIC(5) NOT NULL,


ａ KEY (発注番号)，


ｂ KEY (商品コード) ｃ 商品表)


解答群


ア FORE1GN イ INDEX ウ MAIN


エ PRIMARY オ REFERENCES カ UNIQUE


キ USING
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発注内容の確認作業に使用するため，発注表と同じ行数になるように次の発注伝票ピ設問２


ューを定義する。ＳＱＬ文の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


CREATE VIEW 発注伝票


AS SELECT T.問屋名,H.発注日,Ｓ.商品名,H.数量, ｄ


FROM 発注表 H, 商品表 S, 問屋表 T ｅ


ｄに関する解答群


ア S.単価 * H.数量 AS 金額


イ SUM(S.単価 * H.数量) AS 金額


ウ 金額 IS S.単価 * H.数量


エ 金額 IS SUM(S.単価 * H.数量)


ｅに関する解答群


ア IN H.商品コード = S.商品コード AND S.間屋コード = T.問屋コード


イ IN H.商品コード = S.商品コード OR S.問屋コード = T.問屋コード


ウ WHERE H.商品コード = S.商品コード AND S.問屋コード = T.問屋コード


エ WHERE H.商品コード = S.商品コード OR S.問屋コード = T.問屋コード
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問020012問題
関係データベースに関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。


次のような社員表，社員スキル表からなる関係データベースがある。


次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ｡設問１


EXISTS述語は，表副問合せの結果が存在するとき真，存在しないとき偽を値として返す｡次


のＳＱＬ文を実行したとき，選択される社員番号は ａ 個である｡


SELECT 社員番号 FROM 社員スキル表


WHERE EXISTS (SELECT * FROM 社員スキル表 WHERE スキルコ-ド = 'FE’)


EXISTS述語で，主問合せと異なる表の参照を含む副問合せが指定された場合は，それぞれの


。 ， 。行について評価する 次のＳＱＬ文を実行したとき 選択される社員名は ｂ 個である


SELECT 社員名 FROM 社員表 A


WHERE EXISTS (SELECT * FROM 社員スキル表 B


WHERE スキルコード = 'FE' AND A.社員番号 = B.社員番号)


解答群


ア ０ イ １ ウ ２ エ ３


オ ４ カ ５ キ ６
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次のＳＱＬ文が要求しているのは，どのような社員の社員番号か，適切なものを解答設問２


群の中から選べ。


SELECT DISTINCT 社員番号 FROM 社員スキル表 B1


WHERE EXISTS（SELECT * FROM 社員スキル表 B2


WHERE B1.社員番号 = B2.社員番号 AND B1.スキルコード <> B2.スキルコード）


解答群


ア スキルを少なくとも一つはもっている。


イ スキルを一つだけもつ。


ウ スキルを一つももたない。


エ スキルを複数もつ。


設問２で得られる情報に社員名を追加したい。次の記述中の に入れる適切設問３


な語句をを，解答群の中から選べ。


SELECT DISTINCT A.社員番号,社員名 FROM 社員表 A,社員スキル表 B1


WHERE EXISTS (SELECT * FROM 社員スキル表 B2


WHERE B1.社員番号 = B2.社員番号 AND B1.スキルコード <> B2.スキルコード)


解答群


ア AND A.社員番号 = B1.社員番号


イ BETWEEN A.社員番号 AND B1.社員番号


ウ LIKE A.社員番号 = B1.社員番号


エ OR A.社員番号 = B1.社員番号
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問020013問題
関係データベースに関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。


次の受注伝票をもとに関係データベースを構成する表を作成し，ＳＱＬを利用してデータを検


索することを考える。


次の表中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


解答群


ア 金額 イ 顧客番号 ウ 顧客名


エ 数量 オ 品番 カ 品名
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受注伝票ごとの受注額を確認するため，受注額表がビュー表として定義されている。設問２


これを利用して，次の情報を検索するためのＳＱＬ文を作成した。ＳＱＬ文の


に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


“顧客あたりの平均受注額が受注額の平均より高額な顧客についての，顧客番号とその顧客


の平均受注額”


解答群


ア CREATE VIEW イ EXISTS


ウ HAVING エ SELECT


オ SUM(AVG(受注額)) カ SUM(受注額)


キ WHERE ク (SELECT AVG(受注額) FROM 受注額表)








- 1 -


問020014問題
関係データベースに関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。


次のような受講生表，スクール表，地区表からなる関係データベースがある。


地区内には，複数のスクールがあり，各スクールに複数の講座がある。受講生は，複数の講座


を受講することが可能であり，異なったスクールの講座を受講する場合もある。


スクールごとに受講生数を集計した，スクール別受講状況表をビューとして作る。そ設問１


のためのＳＱＬ文中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。ここで，


受講生数とは，受講生の延べ人数である。


スクール名 地区名 受講生数 講師数


CREATE VIEW スクール別受講状況表(スクール名．地区名．受講生数，講師数)


AS SELECT ａ FROM 受講生表 J，スクール表 S，地区表 T


WHERE J.スクール番号 = S.スクール番号 AND S.地区コード = T.地区コード


GROUP BY ｂ


解答群


ア S.スクール名, T.地区名, COUNT(J.受講生番号), S.講師数


イ S.スクール名，T.地区名, SUM(J.受講生番号), S.講師数


ウ S.スクール名．T.地区コ－ド． S.講師数


エ S.スクール名．T.地区名． S.講師数


オ S.スクール番号．T.地区コード．S.講師数


カ S.スクール番号．T.地区名．S.講師敷
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スクール別受講状況表は、次の通りである。設間２


次のＳＱＬ文の結果は１件であった。そのときのSUM(講師数)の値として正しい答えを，解答


群の中から選べ。ここで，ＳＱＬ文の句は，FROM句，WHERE句，GROUP BY句，HAVING句，SELECT


句の順に適用される。


SELECT 地区名，SUM(講師数 ，COUNT(スクール名) FROM スクール別受講状況表）


WHERE 講師数 < 5 GROUP BY 地区名 HAVING SUM(講師数）> ５


解答群


ア ５ イ １１ ウ １２ エ １４


講師１人当たりの受講生数が３０人未満の地区を検索したい。次のＳＱＬ文中の設問３


に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


SELECT 地区名 FROM スクール別受講状況表 GROUP BY 地区名


解答群


ア HAVING AVG(受講生数／講師数) < 30


イ HAVING SUM(受講生数)／SUM(講師数) < 30


ウ WHERE AVG(受講生数／講師数) < 30


エ WHERE SUM(受講生数)／SUM(講師数) < 30
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問020015問題
データベースの障害回復機能に関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。


あるデータベースシステムでは，定期的にバックアップをとるとともに，更新前情報及び更新


後情報をログファイルに記録している。システム障害が発生した場合は，ロールバック処理，ロ


ールフォワード処理及び再処理を組み合わせたウォームスタートで再始動する運用を行ってい


る。


このデータベースシステムでは，チェックポイントで，更新前ログ及び更新後ログへの情報書


出しとデータベースへの書出しを一致させている。したがって，例えばロールバック処理は，ロ


グファイル上の更新前情報を使って，データベースを直前のチェックポイントの時点まで戻すこ


とによって，整合性を保つ。


今，表の値の状態でシステムの運用が開始され，図に示すように各トランザクションを実行し


ていたとき，システム障害が発生したとする。
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システム障害が発生した時点で，障害復旧の対象になるトランザクションとして正し設問１


い答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア ＴＲｌ，ＴＲ２，ＴＲ３，ＴＲ４ イ ＴＲ２


ウ ＴＲ２，ＴＲ３，ＴＲ４ エ ＴＲ３，ＴＲ４


ウォームスタートによる再始動で回復を行うとき，ロールバックが完了した時点のＡ設問２


～Ｅの値として正しい答えを，解答群の中から選べ。ここで，ログファイルはすべて正常


に記録されていたとする。
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ロールフォワード処理が終わった時点におけるＡ～Ｅの値として正しい答えを，解答設問３


群の中から選べ。


このデータベースシステムでは，障害回復のとき，ロールバック処理及びロールフォ設問４


ワード処理を組み合わせることによって，可能な限りトランザクションを再処理しないで


済む復旧を行っている。ウォームスタート時，再処理をしなければならないトランザクシ


ョンとして正しい答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア ＴＲ２ イ ＴＲ２，ＴＲ３


ウ ＴＲ２，ＴＲ３，ＴＲ４ エ ＴＲ４
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問020016問題
関係データベースに関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。


ある会社には，次の社員表，家族表からなる関係データベースがある。


設問１


ＳＱＬ文①とＳＱＬ文②を実行した結果について，次の記述中の に入れる正しい


答えを，解答群の中から選べ。


ＳＱＬ文①


SELECT 社員 ID FROM 社員表


WHERE 年齢 > (SELECT AVG(年齢) FROM 家族表) ORDER BY 社員 ID


ＳＱＬ文②


SELECT 社員 ID FROM 社員表


WHERE 年齢 > (SELECT AVG(年齢) FROM 家族表


WHERE 家族表.社員ID = 社員表.社員ID) ORDER BY 社員ID


ＳＱＬ文①を実行した結果は ａ となる。


ＳＱＬ文②を実行した結果は ｂ となる。
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ＳＱＬ文③と同じ実行結果が得られると考え，ＳＱＬ文④を実行したところ，異なる設問２


結果が得られた。その理由を説明する次の記述中の に入れる正しい答えを，解答


群の中から選べ。


ＳＱＬ文③


SELECT 社員ID FROM 社員表


WHERE 年齢 < (SELECT MIN (年齢) FROM 家族表


WHERE 家族表.社員ID = 社員表.社員ID)


ＳＱＬ文④


SELECT 社員ID FROM 社員表


WHERE 年齢 < ALL(SELECT 年齢 FROM 家族表


WHERE 家族表.社員ID = 社員表.社員ID)


ＳＱＬ文④の限定子ALLを使った限定比較の場合には， ｃ 社員も抽出されるが，


ＳＱＬ文③のように集合関数と比較述語を使った場合は， ｃ 社員は抽出されない。


つまり，ＳＱＬ文④の実行結果には，次のＳＱＬ文⑤によって抽出される社員も併せて抽出


されることになる。


ＳＱＬ文⑤


SELECT 社員ID FROM 社員表 WHRER ｄ







- 3 -


ｃに関する解答群


ア 家族がいない イ家族がいる


ｄに関する解答群


ア EXISTS (SELECT * FROM 家族表)


イ NOT EXISTS (SELECT * FROM 家族表)


ウ EXISTS


SELECT * FROM 家族表 WHERE 家族表.社員ID = 社員表.社員ID)


エ NOT EXISTS


(SELECT * FROM 家族表 WHERE 家族表.社員ID = 社員表.社員ID)








- 1 -


問020017問題
販売日報作成の流れに関する次の説明を読んで、設問に答えよ。


１日分の販売データファイル（様式１）を、マスタファイル（Ｍ１、Ｍ２）と照合し、マスタ


ファイルから必要な項目を付加して、販売日報（様式２）を作成する処理がある（処理の流れは


図を参照 。）


［前提条件］


(１) 各ファイルは順編成ファイルである。


(２) 販売データファイルは得意先コードをキーとして整列されており、１レコードには商品販


売に関する情報がｎ（ｎ≧１）件記録されている。


(３) 販売日報は、商品別に販売金額の多い得意先順に表示する。販売金額が同じ時は得意先コ


ード順で表示する。


(４) １つの得意先に対しては、同一商品のデータは一つしかないものとする。


［処理ステップの説明］


(１) ステップ１では、販売データファイルをＭ１ファイルと照合し、必要な項目を付加すると


、 。ともに 販売データファイルの１レコードをｎレコードに分割したＦ１ファイルを作成する


(２) ステップ２では、Ｆ１ファイルを整列し、Ｆ２ファイルを作成する。


(３) ステップ３では、Ｆ２ファイルをＭ２ファイルと照合し、必要な項目を付加し、Ｆ３ファ


イルを作成する。


(４) ステップ４では、商品別に販売金額の多い得意先順に表示した販売日報を作成する。販売


日報の単価欄は「販売金額／販売数量」を表示する。


設問 次の説明文の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。


(１) Ｍ１ファイルに最小限必要な項目は ａ 、Ｍ２ファイルに最小限必要な項目は


ｂ である。


(２) ステップ２の整列キーは ｃ である。


(３) 一つの得意先に同一商品のデータが複数あることを前提としたときは、ステップ１の次に


ｄ を整列キーとした整列処理と、販売数量・販売金額を合計する処理を追加す


必要がある。


ａ、ｂに関する解答群


ア 商品コード、商品名称


イ 商品コード、商品名称、販売金額


ウ 商品コード、商品名称、販売単価


エ 得意先コード、得意先名称


オ 得意先コード、得意先名称、販売金額
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ｃ、ｄに関する解答群


ア 商品コード


イ 商品コード、販売金額（降順）


ウ 商品コード、販売金額（降順 、得意先コード）


エ 商品コード、販売金額（昇順）


オ 得意先コード


カ 得意先コード、商品コード


ステップ１


販売
データ


Ｍ１


Ｆ１
ファイル


ステップ２


Ｆ２
ファイル


ステップ３ Ｍ２


Ｆ３
ファイル


ステップ４


販売日報


得
意
先
コ
ー
ド


販
売
年
月
日


商
品
コ
ー
ド


販
売
数
量


販
売
金
額


データ１ データｎ


商
品
コ
ー
ド


販
売
数
量


販
売
金
額


販売日報


商品名称 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ


（販売日９９年９９月９９日）


順位 得意先名称
販売に関する情報


数量 単価 金額


１ ＮＮＮＮＮＮＮ ９,９９９ ９９９,９９９９,９９９


様式１ 販売データのレコード様式


様式２ 販売日報の様式


図 処理の流れ
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問020018問題
販売実績表作成に関する次の説明を読んで、設問に答えよ。


Ａスーパーの本部のシステムに 販売実績ファイル(様式１)を使用して店舗別に販売実績表(様、


式２)を作成する処理がある(処理の流れは図１)。


〔前提条件〕


(１) 販売実績ファイルは、店舗コード別、商品コード別で昇順に整列されており、各店舗ごと


に扱い商品のすべてが記録されている(販売金額が０の商品も記録されている)。


(２) 店舗数は４０店舗である。


(３) 扱い商品の総種類は10,000種類、各店舗での平均は8,000種類である。


(４) 販売実績表の表示方法は次のとおりである。


① 全店の販売金額の多い順に５０商品を選び、それらの商品が各店舗では何位の販売であ


ったかを表示する。


② 販売金額が同じときは、先に入力されたものを上位として表示する。


③ 当該店舗のデータと全店データを併記して表示する。
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次の説明文の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。設問１


(１) 図１の処理では、Ｆ１ファイルには最低 ａ 項目必要である。


(２) 図１の処理で出力されるレコード件数は、Ｆ２ファイルは平均 ｂ レコード、


Ｆ３ファイルは ｃ レコードとなる。


ａに関する解答群


ア 3 イ 4 ウ 5 エ 6 オ 7


ｂ、ｃに関する解答群


ア 2000 イ 8000 ウ 1万 エ 4万


オ 20万 カ 32万 キ 40万







- 3 -


次に、各店舗での販売上位の商品を把握するため、店舗別に、当該店舗の販売金額の多い順に


５０商品を選び、それが全店で何位の販売であったかを表示する方法に変更することになった。


これに伴い、現在の処理の流れを図２に変更するとともに、処理ステップ１～４の処理内容も変


更する(変更後の表示方法は様式４)。


次の説明文の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。設問２


(１) 変更後の処理でステップ３の入力となるＦ１２ファイル(全店データ)のレコード件数


は ｄ 、Ｆ１３ファイル(店舗別データ)のレコード件数は ｅ 、出力され


るF３ファイルのレコード件数は ｆ となる。


(２) 変更後の処理で追加されるステップの整列キーは、ステップ11 ｇ 、ステップ


１２とステップ１３が ｈ である。


d～fに関する解答群


ア 2000 イ 8000 ウ 1万 エ 4万


オ 20万 カ 32万 キ 40万


ｇ、bに関する解答群


ア 商品コード イ 商品コード、販売金額(降順)


ウ 店舗コード エ 店舗コード、販売金額(降順)


オ 販売金額(降順)
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問020019問題
次のファイル設計に関する記述および流れ図を読んで、設問１～３に答えよ。


毎日発生する売上データを入力して行う販売管理業務の日次処理が、次の(１)と(２)のように


分割されている。


売上データファイルのレコード形式を次に示す。


日付 伝票番号 得意先コード 商品コード 数量 その他の項目


売上データファイルを使用した日次処理は、次のように行う。


(１) 売上データによって商品マスタファィルを更新し、商品別売上一覧表を作成する。


(２) 売上データファイルによって得意先別売掛金マスタファィルを更新し、当日、売上の発生


した得意先別売上一覧表を作成する。
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次の記述中の の入れる正しい答えを解答群から選べ。設問１


(１) 流れ図のキーは ａ と ｂ である。


(２) 流れ図のマスタファイルは ｃ と ｄ である。


ａ、ｂに関する解答群


ア 日付 イ 伝票番号 ウ 商品コード エ 得意先コード オ 数量


ｃ、ｄに風する解答群


ア 商品名 イ 商品 ウ 得意先別売上


エ 得意先別売掛金 オ 得意先名


次の記述中の の入れる正しい答えを解答群から選べ。設問２


設問１の販売管理業務を商品管理業務にしぼって考えた場合、次のサブシステムに分割する


ことができる。


・商品マスタファイル更新サブシステム(日次処理)


・月間商品別管理表出力(月次処理)……各商品の月間の入出庫数量計や月末在庫数量の表


示を行う


・期間商品別管理表出力(期末処理)……各商品の年間の入出庫数量計や期末在庫数量の表


示を行う


・オンラインによる在庫照会(臨時処理)


これらのサブシステムの運用は、次のように行う。


(１) 月次処理は月末の日次処理が終了してから行う


(２) 期末処理は期末の月次処理が終了してから行う


、これらの処理を行うための次に示す在庫マスタファイルのレコード形式のうち ｅ


f はどれか。ただし、 ｆ は売上総利益を計算するために必要な項目である。


また、この会社の会計年度は１月～12月である。
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ｅ、ｆに国する解答群


ア 年初から当月末までの イ 年初から前月末までの


ウ 当月の エ 前月末の在庫量


オ 年初の在庫量


設問２の仕様のうち、期末処理で商品別の(期間)売上総利益を一覧表に表示するとい設問３


う変更が要求された。ただし、仕入数量は入庫数量、販売数量は出庫数量とみなすことに


する。商品別の売上総利益を計算する次の式の ｇ ～ ｊ をア～カで埋めよ。


売上総利益＝ ｇ ×(販売単価)－( ｈ ＋ ｉ － ｊ )×(仕入単価)
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問020020問題
学生の成績一覧表の作成に関する次の記述を読んで、設問１～３に答えよ。


ある学校のある学年は１５クラスあり、各クラスには約５０名の学生がいる。９６年度の学生


の成績データ（点数）を蓄積した磁気テープ１巻の成績ファイルがあり、そのレコード様式は次


の通りである。


氏 名 氏 名 クラス 国語の 社会の 数学の 理科の 外国語


コード コード 成 績 成 績 成 績 成 績 の成績


（１レコード：５０バイト）


この成績ファイルから図１の成績一覧表を作成する。表に出力する順序は、氏名コードの昇順


である。順位は各教科（国語、社会、数学、理科、外国語）について、全学生を成績の降順に並


べ、大きい方から１、２、３、…と順番をふったものである。同一成績をもつ学生が複数人存在


する場合は、同一順位を割り当てる。


この作業の処理手順は図２の通りである。なお、分類は並べ替えだけを行う独立した１つの処


理とし、その中ではレコードの並べ替えの機能だけを用いることとする。処理５では成績一覧表


の編集と出力を行い、順位付けに関する処理は行わない。


クラス 数学 理科 外国語氏 名 氏名 国語 社会


成 順 成 順 成 順 成 順 成 順コード コード


績 位 績 位 績 位 績 位 績 位


図１ 成績一覧表


図２のＦ１～Ｆ４は同一レコード形式である。ａ、ｂ、ｃの項目名を答えよ。設問１


なお、このａ、ｂ、ｃは、設問２と共通である。


氏名コード 氏 名 クラス ａ ｂ ｃ


コード


ａ、ｂ、ｃに関する解答群


ア 得点 イ 得点合計 ウ 順位 エ 科目コード
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処理１～処理４の内容を答えよ。設問２


(１) 処理１ 成績ファイルの各レコードを、 ｂ に対応する ａ を付けて５分割して


Ｆ１に出力する。ただし、 ｃ は空白のままとする。ただし、このａ、ｂ、ｃは設問１


と同じ内容である。


(２) 処理２ Ｆ１を、第１キー ｄ （ ｆ 、第２キー ｅ （ ｇ ）で整列）


し、Ｆ２へ出力する。


(３) 処理３ Ｆ２を入力し、 ｈ 別に ｃ を計算してＦ３へ出力する。ただし、同得


点同順位とする。また、 ｃ は、設問１と同じ内容とする。


(４) 処理４ Ｆ３を入力し、第１キー ｉ （ ｋ 、第２キー ｊ （ ｌ ））


で整列し、Ｆ４へ出力する。


ｄ、ｅ、ｈ、ｉ、ｊに関する解答群


ア クラスコード イ 氏名コード ウ 科目コード エ 得点


ｆ、ｇ、ｋ、ｌに関する解答群


ア 昇順 イ 降順


開始


成績フ


ァイル


処理１


Ｆ１


処理２


処理３


Ｆ２


１


Ｆ３


Ｆ４


処理４


処理５


成績一覧表


終了


１ 図２ 処理手順
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順位を学年内ではなく、各クラス内に変更するためには、設問３


処理２の整列キーを、第１キー ｍ （ ｐ 、第２キー ｎ （ ｐ 、） ）


第３キー ｏ （ ｒ ）のように変更すればよい。


ｍ、ｎ、ｏに関する解答群


ア クラスコード イ 氏名コード ウ 科目コード エ 得点


ｐ、ｑ、ｒに関する解答群


ア 昇順 イ 降順


図１の成績一覧表の右側に、次の項目を追加したい。設問４


科目合計


得点合計 順位


このため、処理１のレコード分割のとき、新しい科目コード（ただし、どの科目コード


より大きな値）と ｓ の代わりに、 ｔ をもつもう一つのレコードを作ってＦ１


に出力すればよい。


ｓ、ｔに関する解答群


ウ 得点 エ 得点合計 オ 氏名コード








- 1 -


問020021問題
関係データベースに関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。


ある酒屋では，次に示すファイル様式で管理していた会員への販売データをデータベース化す


ることにした。


伝票番号は，１回の支払いに対して一つ割り振られる。


管理すべき情報を精査し，情報を追加するとともに正規化を実施して，次に示す四つの表から


なるデータベースを設計した。網掛けした項目は主キーである。
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データベース設計における第１正規化の考えに基づいて実施した操作を，解答群の中設問１


から選べ。


解答群


ア 会員表を作成し，データの重複をなくした。


イ 商品表を作成し，情報の独立性を高めた。


ウ 販売明細表を作成し，販売情報から繰返し要素を排除した。


データベース設計における正規化による直接の効果として適切なものを，解答群の中設問２


から選べ。


解答群


ア 会員情報の集約によって，セキュリティが強化できる。


イ 表間の独立性が高まり，会員情報や商品情報を更新する際の影響を局所化できる。


ウ 将来，ＯＳやＤＢＭＳなどを変更する際，移行が容易になる。


エ 会員の購入歴など，複数の表を連結してデータを検索する際，処理性能が向上する。


作成したデータベースを利用して，販売促進のためのデータを抽出する。１回の支払設問３


いが１万円以上の買物をした会員の氏名と住所を抽出したい。次のＳＱＬ文の


に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


SELECT DISTINCT 会員表.氏名,会員表.住所 FROM 会員表，販売表 WHERE


解答群


ア MAX(販売表.販売額) >= １００００


イ SUM(販売表.販売額) >= １００００


ウ 販売表.販売額 >= １００００


エ 会員表.会員ID = 販売表.会員ID AND 販売表.販売額 >= １００００


オ 会員表.会員ID = 販売表.会員ID AND MAX(販売表.販売額) >= １００００


カ 会員表.会員ID = 販売表.会員ID AND SUM(販売表.販売額) >= １００００
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過去にワインの購入歴がある会員の氏名と住所を抽出したい。設問４


次のＳＱＬ文の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


SELECT DISTINCT 会員表.氏名,会員表.住所


FROM 会員表,販売表,販売明細表,商品表 WHERE


解答群


ア 会員表.会員ID IN (SELECT 販売表.会員 ID FROM 販売表,商品表


WHERE 商品表.分類 = 'ワイン')


イ 会員表.会員ID = (SELECT 販売表.会員ID FROM 販売表,商品表


WHERE 商品表.分類 = 'ワイン')


ウ 会員表.会員ID = 販売表.会員ID


AND 販売明細表.商品コード = 商品表.商品コード


AND 商品表.分類 = 'ワイン'


エ 会員表.会員ID = 販売表.会員ID


AND 販売表.伝票番号 = 販売明細表.伝票番号


AND 販売明細表.商品コード = 商品表.商品コード


AND 商品表.分類 = 'ワイン'
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問020022問題
関係データベースに関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。


ある情報システム開発会社は，顧客であるＡ社の組織情報を関係データベースにすることにな


り，まず，部門と所属についての設計を行った。


Ａ社の部門は，英字２文字からなる部門コードで一意に識別できる。Ａ社の社員は，４けたの


数字からなる社員番号で一意に識別でき，必ず一つの部門に所属しているものとする。


図１にＡ社の部門と所属の情報を示す。括弧内は，部門コード又は社員番号である。


次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


情報システム開発会社の初級技術者Ｂ君は，案１と案２の二つの関係データベースの構造


を考えた。しかし，上級技術者から，案１と案２の両方で，Ａ社の組織を表すには不都合な


ａ という現象が起こり，案１では，更に ｂ という不都合な現象も起こるこ


とが指摘された。


そこでＢ君は，指摘に基づき，案３を考えた。


案１～３を，図２に示す。下線は，その項目が主キーであることを表す。


解答群


ア 転属した社員の所属部門を，変更することができない


イ 新入社員を，登録することができない


ウ 退職した社員を，削除することができない


エ 同姓同名の社員を，登録することができない


オ 配属者未定の新設部門を，登録することができない
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


Ａ社の制度が変更され，社員が本務として所属する部門に加え，その他の１部門までの兼


務ができることになった。


このたび，新設部門として宣伝(ＳＤ)が設置され，本務が営業(ＥＧ)である綾瀬恵と本務


が庶務(ＳＭ)である上戸満夫が，兼務として宣伝(ＳＤ)に配属されることになった。


Ｂ君は，これらに対応し，どの項目の内容も空にならない案４を考えた。


案４のデータベース構造において，今回の制度の変更，部門の新設及び配属の後，兼務の


登録件数(行数)は， ｃ となる。


案４を図３に示す。下線は，その項目が主キーであることを表す。


ｃに関する解答群


ア １ イ ２ ウ ３ エ ８ オ ９


ｄ，ｅに関する解答群


ア 氏名 イ 社員番号 ウ 部門コード
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問020023問題
関係データベースに関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。


運送事業を営むⅩ社は，集配場所として，ある地域を網羅するように配置された支店と，それ


らの支店を管理する集配センタをもつ。支店が配達を受けもつ地域(以下，管轄地区という)は，


重複せずに割り振られている。支店では，顧客から届け先に配達する品物(以下，配達品という)


を受け付け，預り番号というⅩ社全体で一意の番号を付与する。


， ， ，支店は 配達品の届け先がその支店の受けもつ管轄地区にあれば配達を行い そうでなければ


その支店を管理する集配センタに配達品を移送する。支店から支店への配達品の移送は必ず集配


センタを経由する。集配センタでは，支店から移送された配達品を受け入れ，配達品の届け先を


受けもつ支店がその集配センタの管理する支店であればその支店に，そうでなければ届け先を受


けもつ支店を管理している集配センタに配達品を移送する。図１に配達品移送時の支店と集配セ


ンタの関係を示す。


Ⅹ社では，図２に示す構造の関係データベースを用いて，配達品の状態を把握している。図中


の下線はキー項目を表す。
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配達地域表：管轄地区ごとに，配達を受けもつ支店コード(Ｓで始まる３けた)をもつ。


支店表：支店コードごとに，支店を管理する集配センタコード(Ａで始まる３けた)をもつ。


配達品表：預り番号ごとに，配達品の依頼元や届け先などの情報を保持する。


移送履歴表：配達品が集配場所(支店や集配センタ)を出入りするごとに，その日時と出入りし


た履歴を保持する。入出区分には配達品が集配場所に入るときには．'Ｉ'を，出


るときには'Ｏ'を格納する。


集配センタＡＯ１が管理している支店の数を求めるＳＱＬ文として正しい答えを，解設問１


答群の中から選べ。


解答群


ア SELECT COUNT(支店コード) FROM 支店表 WHERE 集配センタコード NOT IN ('A01')


イ SELECT COUNT(支店コード) FROM 支店表 WHERE 集配センタコード = 'A01'


ウ SELECT COUNT(支店コード) FROM 支店表 WHERE 支店コード = 'A01'


エ SELECT 支店コード FROM 支店表 WHERE 集配センタコード = 'A01'


オ SELECT 集配センタコード FROM 支店表


WHERE 支店コード = 'A01' ORDER BY 集配センタコード


次のＳＱＬ文は，支店Ｓ１１でこれまでに受け付けた配達品のうち，その支店が直接設問２


配達を受けもった届け先の一覧を作成するものである。ＳＱＬ文中の に入れる


正しい答えを，解答群の中から選べ。


SELECT 届け先管轄地区,届け先住所,届け先氏名 FROM ａ


WHERE 受付支店コード = 'S11' ｂ


届け先管轄地区 ｃ (SELECT 管轄地区 FROM 配達地域表


WHERE 支店コード = 'S11')


解答群


ア 移送履歴表 イ 支店表 ウ 配達地域表


エ 配達品表 オ AND カ IN


キ NOT IN ク OR
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移送履歴表に対して次のＳＱＬ文による問合せを行った。この問合せの結果として判設問３


明することを，解答群の中から選べ。


SELECT 通過日時,通過店コード,入出区分 FROM 移送履歴表


WHERE 預り番号 = '0000004' AND


通過日時 = (SELECT MAX(通過日時) FROM 移送履歴表


WHERE 預り番号 = '0000004')


解答群


ア 預り番号が0000004である配達品が最も長い期間保管されていた支店


イ 預り番号が0000004である配達品の依頼元


ウ 預り番号が0000004である配達品のすべての移送履歴


エ 預り番号が0000004である配達品の最新の集配場所と日時


オ 預り番号が0000004である配達品を受け付けてから配達するまでに経過した日数と時間
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問020024問題
関係データベースに関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ 、。


Ｂ社では，社員に関連する関係データベースを構築し，各部署からの問合せに対応している。


Ｂ社の関係データベースの構造の一部を図に示す。


〔各表の概要〕


（１）社員表は，社員(退職者を含む)の情報を管理する。在職中の社員の退職年月日はNULLとす


る。


（２）部署表は，Ｂ社の部署名を管理する。


（３）役職表は，Ｂ社の役職名を管理する。


（４）研修実施表は，年度ごとにＢ社が実施した研修名と研修期間を管理する。


（５）受講表は，各社員が受講した研修とその日数（受講日数）を管理する。社員は，本人が必


要と思う研修だけに申し込み，受講する。受講予定の社員が受講しなかった場合，その研修


の受講日数の値は０となる。


（６）Ｂ社で規定する年度は，その年の４月１日から翌年の３月３１日までである。２００７年


度は，２００７年４月１日から２００８年３月３１日までとなる。


入社２年目の社員が，入社以来１日でも受講した研修にどのようなものがあるかを知設問１


りたい。


， 。 ，次のＳＱＬ文中の に入れる正しい答えを 解答群の中から三つ選べ ここで


入社２年日の社員とは，入社した年度が２００７年度で，かつ在職中の社員とする。


SELECT DISTINCT 研修名 FROM 受講表,研修実施表,社員表


WHERE 受講表.社員コード = 社員表.社員コード AND


AND


AND


AND


退職年月日 IS NULL AND


入社年月日 BETWEEN '2007-04-01' AND '2008-03-31'
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解答群


ア 研修実施表.研修コード = 受講表.研修コード


イ 研修実施表.年度 = '2007'


ウ 研修実施表.年度 = 受講表.年度


エ 研修日数 > 0


オ 受講日数 > 0


カ 受講表.年度 = '2007'


Ｂ社では，研修を受講した社員に対して，本人の受講実績だけが照会できるＳＱＬ文設問２


が提供されている。しかし，役職名の中に“部長”という文字列がある社員(“部長 “”，


副部長 “部長代理”など)は，自分の受講実績だけでなく，同じ所属部署にいるすべて”，


の社員の受講実績を照会できるようにしたい。この照会ができる社員を選択するＳＱＬ文


の説明として に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


役職表の役職名に“部長”という文字列を含むすべての役職は ａ として検索する。


同じ所属部署の社員を抽出するには，次のとおりにする。


受講表には ｂ という項目があるが，これだけではその社員が同じ所属部署であるか


どうか分からない。同じ所属部署であるかどうかを知るためには ｃ という項目が必要


になる。したがって，受講表の項目 ｂ を用いて ｄ を結合し， ｃ の値


を取り出せばよい。


ａに関する解答群


ア SELECT 役職コード FROM 役職表 WHERE 役職名 = '部長'


イ SELECT 役職コード FROM 役職表


WHERE 役職名 = '部長' OR 役職名 = '副部長' OR 役職名 = '部長代理'


ウ SELECT 役職コード FROM 役職表


WHERE 役職名 IN('部長','副部長','部長代理'）


エ SELECT 役織コード FROM 役職表 WHERE 役職名 LIKE '%部長%'


オ SELECT 役職コード FROM 役職表 WHERE 役職名 LIKE '部長%'


ｂ～ｄに関する解答群


ア 研修コード イ 研修実施表


ウ 社員コード エ 社員表


オ 部署コード カ 部署表


キ 役職コード ク 役職表
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問020025問題
関係データベースの設計と操作に関する次の記述を読んで、設問１～４に答えよ。


あるスーパーマーケットでは、野菜、魚、肉の各売場に、来店客が食材名を入力するとその食


材を使った料理名と４人分のレシピを表示し、印刷して持ち帰ることもできる端末を設置するこ


とにした。このシステムは、料理名、使用する食材、レシピなどを関係データベースで管理し、


要件に応じて適切な情報を抽出する。


このシステムで使用する表は図１のとおりである。網掛けした項目は主キーを表す。


データベースを設計するに当たって、エンティティの関係を表すＥ-Ｒ図を作成した。設問１


図１の構成におけるＥ-Ｒ図を、解答群の中から選べ。
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図１の表は、料理ごとに作り方、使用する商品(食材)とその分量を記入して作成した設問２


レシピの表を正規化して得られたものである。データベース設計における第１正規化に基


づいて実施した処置を、解答群の中から選べ。


解答群


ア 実行性能の向上を図り、料理表と分量表に分けた。


イ 主キーを一意にするため、料理名に料理ＩＤを割り振った。


ウ 商品とその分量という繰返しの要素を排除した。


エ 情報の独立性を高めるため、商品名に商品ＩＤを割り振った。


野菜売場の端末で来店客が好みの野菜を一つ選択したときに、その野菜を使用する料設問３


理名をすべて抽出して表示したい。来店客が“じゃがいも”を選択した場合、次のＳＱＬ


文の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。


SELECT 料理表.料理名 FROM 料理表,分量表,商品表


WHERE


設問３のＳＱＬ文では、当日に在庫がない商品を材料に使用する料理名まで表示して設問４


しまう。このため、図２に示すとおり、開店時に在庫がある場合は１、ない場合は０を設


定する項目“在庫”を追加し、使用する食材すべてについて在庫がある料理名だけを表示


できるように商品表を変更する。また、同時にＳＱＬ文の可読性を向上させるため，表の


結合にはJOIN句を用いる。次のＳＱＬ文の に入れる正しい答えを、解答群の中


から選べ。
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問020026問題
倉庫内の保管棚を用いた書類管理に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。


Ａ社では，書類の保管管理(以下，書類管理という)を関係データベースを用いて行っている。


書類管理の概要と書類管理データベースの概要は，次のとおりである。


〔書類管理の概要〕


（１）書類は，倉庫に配置された保管棚の中の箱に入れて保管される。書類には，全社を通じて


一意となる書類番号が付与されている。


（２）倉庫は１棟だけであり，３階建てで，各階は四つの区画に分けられている。各区画には複


数の保管棚が配置されている。


（３）保管棚には，倉庫内でその保管棚を一意に識別できるように，棚番号が付与されている。


， 。 ， ， 。保管棚は 倉庫内のどの区画に配置してもよい また 一つの保管棚には 複数の箱がある


（４）箱には，一つの保管棚の中で一意に識別できるように保管棚の段と列を組み合わせた箱番


号が付与されている。例えば，３段目４列の箱番号は３－４となる。一つの箱には，複数の


書類を保管できる。


（５）書類管理の担当者は，社内の部署から預かった書類を，保管棚のいずれかの箱に入れて保


管する。保管の際，全社を通じて一意となる預託番号を付与する。


（６）預かった書類は返却依頼を受けて返却する。


（７）倉庫，保管棚及び箱の構成を図１に示す。


〔書類管理データベースの概要〕


（１）階数表は，倉庫の階番号と階名称を管理する。


（２）区画表は，倉庫の各階における区画名称を管理する。


（３）棚表は，保管棚の配置された日付，位置（階番号と区画番号）及び棚名称を管理する。


（４）箱表は，箱名称を管理する。


（５）書類預託表は，部署から預かった書類の保管状況（預託日と返却日）を管理する。預託日


には，書類を預かった日付が設定される。返却日には，書類を預かったときにNULLが設定さ


れ，書類を返却したときにその日付が設定される。
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（６）書類表は，書類の預け元の部署番号と書類名称を管理する。


（７）部署表は，部署名称を管理する。


（８）Ａ社の書類管理データベースのＥ-Ｒ図を図２に，構造の一部を図３に示す。


書類を保管していない保管棚が各階に幾つあるかを検索する。次のＳＱＬ文中の設問１


に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


SELECT 棚表.階番号,COUNT(棚表.棚番号) FROM 棚表


WHERE 棚表.棚番号 ａ (SELECT 書類預託表.棚番号 FROM 書類預託表


WHERE 書類預託表.返却日 IS NULL) ｂ 棚表.階番号


解答群


ア EXISTS イ GROUP BY ウ IN


エ LIKE オ NOT IN カ ORDER BY
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預かってから１年を超え，未返却である書類を検索する。設問２


検索日を２００９年１０月１８日とする場合，次のＳＱち文中の に入れる正しい


答えを，解答群の中から選べ。


SELECT 書類預託表.書類番号，書類表.書類名称，書類預託表.預託日，棚表.階番号，棚


表.区画番号，書類預託表.棚番号，書類預託表.箱番号


FROM 棚表，書類預託表，書類表


WHERE ｃ AND ｄ AND 書類預託表.返却日 IS NULL


AND 書類預託表.預託日 <= '20081018'


解答群


ア 書類預託表.書類番号 = 書類表.書類番号


イ 書類預託表.書類番号 <> 書類表.書類番号


ウ 書類預託表.預託日 <= 書類預託表.返却日


エ 棚表.棚配置日 = 書類預託表.預託日


オ 棚表.棚配置日 <= 書類預託表.預託日


カ 棚表.棚番号 = 書類預託表.棚番号


キ 棚表.棚番号 <> 書類預託表.棚番号


Ａ社では倉庫内の利便性を高めるため，保管棚の配置を変更したり，ある箱に入って設問３


いる書類を別の箱に移し替えたりしている。Ａ社の書類管理データベースの説明として，


正しい答えを解答群の中から選べ。


解答群


ア ある箱に入っている書類を，同一の保管棚の別の箱に移す場合，箱表と書類預託表のそ


れぞれを更新すればよい。


イ ある箱に入っている書類を，別の保管棚の別の箱に移す場合，書類預託表の棚番号だけ


を更新すればよい。


， 。ウ 保管している書類の保管棚とその位置を検索する場合 書類番号だけでは検索できない


エ 保管棚の配置されている区画名称を変更する場合，区画表は更新しなくてよい。


オ 保管棚の配置を変更する場合，書類預託表は更新しなくてよい。








- 1 -


問020027問題
関係データベースに関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。


ある中学校では，これまで表計算ソフトを使用して管理していた試験の成績をデータベース化


することになった。この中学校に在籍している，又は過去に在籍したことがある生徒及び教員の


情報を管理するデータベースは既に運用中であり，これらと連携させて運用する。


現在運用中のデータベースの構造は図１のとおりである。下線付きの項目は主キーを表す。


この中学校は，１年度が３期に分かれており，それぞれの期中に中間試験と期末試験を実施し


ている。試験科目は，国語，数学，英語，理科，社会の５科目である。また，試験は学年別，科


目別に統一した問題で行われている。


成績を管理するデータベースの構造について，案Ａ及び案Ｂが提案された。次の記述設問１


中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


データベースを設計する上で，拡張性の考慮は重要である。その点，案Ｂは案Ａと比較して


ａ に対して柔軟に対応することができる。その反面，表の増加に伴い，データを検索


する際のＳＱＬ文が複雑になりやすく，また，１人の生徒の１年間の成績を格納するために必


要な成績表のレコード件数は，案Ａでは ｂ 件で済むが，案Ｂでは ｃ となる。


扱うデータの総量にもよるが，長期の運用を考えた場合，これらの点はデータ操作時の性能に


も影響を与えるおそれがある。


データベースの設計においては，運用時の利用形態を想定した上で，操作性，拡張性，実行


性能などを多角的に評価する必要がある。この中学校では操作性を重視して案Ａを採用した。


ａに関する解答群


ア 学期の増減 イ 試験回数の増減


ウ 試験科目の増減 エ 生徒の増減







- 2 -


ｂ，ｃに関する解答群


ア ２ イ ４ ウ ６ エ １２


オ ２４ カ ３０ キ ４８ ク ６０


案Ａ 生徒番号，年度，試験ＩＤを主キーとして管理する。


案Ｂ 生徒番号，年度，試験ＩＤ，科目ＩＤを主キーとして管理する。


２００９年度１学年の２学期中間試験を対象に，生徒ごとの全科目合計点を求め，降設問２


順に整列して表示する。次のＳＱＬ文の に入れる正しい答えを，解答群の中から


選べ。


SELECT 生徒表.氏名，クラス，国語 + 数学 + 英語 + 理科 + 社会


FROM 生徒表，履歴表，成績表，試験表


WHERE 生徒表.生徒番号 = 履歴表.生徒番号


AND 履歴表.生徒番号 = 成績表.生徒番号


AND 成績表.試験ID = 試験表.試験ID


AND


ORDER BY 国語 + 数学 + 英語 + 理科 + 社会 DESC
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解答群


ア 履歴表.年度 = 2009 AND 履歴表.学年 = 1 AND 試験表.試験名 = '2学期中間'


イ 履歴表.年度 = 2009 AND 履歴表.学年 = 1 AND 試験表.試験名 = '2学期中間'


AND 成績表.年度 = 2009


ウ 履歴表.年度 = 2009 AND 履歴表.学年 = 1 AND 試験表.試験ID = (SELECT 試験ID


FROM 試験表 WHERE 試験表.試験名 = '2学期中間')


エ 履歴表.年度 = 2009 AND 履歴表.学年 ＝ 1 AND 試験表.試験ID = ANY(SELECT 試験ID


FROM 試験表 WHERE 試験表.試験名 = '2学期中間')


2008年度１学年を対象に，１年間に実施したすべての試験の各科目の平均点をクラス設問３


ごとに求め，担任教員の氏名とともに表示する。次のＳＱＬ文の に入れる正しい


答えを，解答群の中から選べ。


SELECT クラス 教員表.氏名 AVG(国語) AVG(数学) AVG(英語) AVG(理科) AVG(社会)， ， ， ， ， ，


FROM 履歴表，成績表，教員表 WHERE


ORDER BY クラス


解答群


ア 履歴表.生徒番号 = 成績表.生徒番号 AND 履歴表.教員番号 = 教員表.教員番号


AND 履歴表.年度 = 2008 AND 履歴表.学年 = 1 GROUP BY クラス，教員表.氏名


イ 履歴表.生徒番号 = 成績表.生徒番号 AND 履歴表.教員番号 = 教員表.教員番号


AND 履歴表.年度 = 2008 AND 履歴表.学年 = 1 AND 成績表.年度 = 2008


GROUP BY クラス，教員表.氏名


ウ 履歴表.生徒番号 = 成績表.生徒番号 AND 履歴表.年度 = 2008 AND 履歴表.学年 = 1


AND 成績表.試験ID = ANY(SELECT 試験ID FROM 試験表)


GROUP BY クラス，教員表.氏名


エ 履歴表.生徒番号 = 成績表.生徒番号 AND 履歴表.年度 = 2008 AND 履歴表.学年 = 1


AND 履歴表.教員番号 = ANY(SELECT 教員番号 FROM 教員表)


GROUP BY クラス，教員表.氏名


生徒“情報太郎”の成績を，試験IDの昇順に表示する。次のＳＱＬ文の に入設問４


れる正しい答えを，解答群の中から選べ。なお，生徒“情報太郎"が複数人いた場合は，


過去に在籍したことがある生徒も含めて生徒番号の昇順に表示する。


SELECT 生徒表.生徒番号，成績表.年度，試験名，国語，数学，英語，理科，社会


FROM 生徒表，成績表，試験表 WHERE


ORDER BY 生徒表.生徒番号，成績表.年度，試験表.試験ID
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解答群


ア 生徒表.生徒番号 = 成績表.生徒番号 AND 成績表.試験ID = 試験表.試験ID


AND 生徒表.氏名 = '情報太郎'


イ 生徒表.生徒番号 = 成績表.生徒番号 AND 成績表.試験ID = 試験表.試験ID


AND 生徒表.氏名 = '情報太郎'


AND 生徒表.生徒番号 = (SELECT 生徒番号 FROM 生徒表)


ウ 成績表.生徒番号 = (SELECT 生徒番号 FROM 生徒表 WHERE 氏名 = '情報太郎')


GROUP BY 試験表.試験ID


エ 成績表.生徒番号 = (SELECT 生徒番号 FROM 生徒表 WHERE 氏名 = '情報太郎')


GROUP BY 成績表.年度
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問020028問題
コールセンターの対応記録管理に関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。


Ｆ社では，新しいソフトウェア製品の発売と同時に，そのソフトウェア製品に関する質問を受


けるコールセンターを開設することにした。コールセンターでの対応内容は，すべてデータベー


スに記録する。


〔コールセンターの業務〕


（１）製品を購入した利用者には，一意な利用者ＩＤが発行されている。質問を受ける際は，こ


の利用者ＩＤを通知してもらう。


（２）対応内容をデータベースに記録する際，その質問の原因を特定する種別を設定する。種別


とは “マニュアル不備 “使用法誤解”などの情報である。それぞれの種別に対して一意， ”，


に種別ＩＤを割り当てる。


（３）データベースを検索し，過去に同じ種別ＩＤをもつ類似の質問があった場合は，その受付


番号を類似受付番号として記録しておく。


図１は，これらの業務を基に，データベースを構成するデータ項目を抽出したものである。下


線付きの項目は主キーを表す。


図１に示したデータ項目を正規化して図２に示す表を設計し，運用を始めた。実施した設問１


正規化に関する説明文の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。
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図１に示した状態は非正規形と呼ばれ，１事実１か所の関係が成立していないので，重


複更新，事前登録，関係喪失などの問題がある。このため，第１正規化から順に第３正規


化までを行うことにした。


， ， 。 ， ， 。まず 第１正規化の作業では ａ 次に 第２正規化の作業では ｂ


そして，第３正規化の作業では， ｃ 。


解答群


ア 受付番号と類似受付番号の組合せを主キーとし，繰返し要素を排除した


イ 既に当該正規形に準じていたので，適用は不要だった


ウ データ参照時の処理性能を考慮し，質問と回答を一つの表で管理するようにした


エ 利用者表，サポート員表及び種別表を作成し，主キー以外の項目における関数従属性を排


除した


オ 類似表を作成し，主キーの一部における関数従属性を排除した


ある利用者から“オプションの指定方法”に関する質問を受けた。過去に類似の質問が設問２


あったかどうかを確認するため “オプション”というキーワードを含む質問をすべて抽出，


する。次のＳＱＬ文の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


SELECT 対応表.受付番号，利用者表.利用者名，対応表.質問


FROM対応表，利用者表 WHERE 対応表.利用者ID = 利用者表.利用者ID


AND


解答群


ア 質問 ANY ('%オプション%') イ 質問 ANY ('_オプション_')


ウ 質問 IN ('%オプション%'） エ 賃間 IN ('_オプション_')


オ 質問 LIKE '%オプション%' カ 質問 LIKE '_オプション_'


製品のバージョンアップに当たり，コールセンターの対応記録を参考にして機能改善を設問３


検討することにした。種別が“使用法誤解”であった質問を抽出し，類似件数の多い順に


表示する。次のＳＱＬ文の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


SELECT 類似受付番号， COUNT(＊) FROM 対応表，種別表，類似表


WHERE ORDER BY COUNT(＊) DESC
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解答群


ア 対応表.種別ID = (SELECT 種別ID FROM 種別表 WHERE 種別 = '使用法誤解')


GROUP BY 類似表.類似受付番号


イ 対応表.種別ID = (SELECT 種別ID FROM 種別表 WHERE 種別 = '使用法誤解')


AND 対応表.受付番号 = 類似表.受付番号 GROUP BY 類似表.受付番号


ウ 対応表.種別ID = 種別表.種別ID AND 対応表.受付番号 = 類似表.受付番号


AND 種別表.種別 = '使用法誤解' GROUP BY 類似表.受付番号


エ 対応表.種別ID = 種別表.種別ID AND 対応表.受付番号 = 類似表.受付番号


AND 種別表.種別 = '使用法誤解' GROUP BY 類似表.類似受付番号


新たに提供する製品に関する質問を記録するために，現在の表に製品型番の列を追加し設問４


て製品を識別できるようにする。表の拡張と同時に，これまで蓄積した情報の製品型番の


列にはすべて“A001”を設定する。正しいＳＱＬ文を，解答群の中から選べ。


解答群


ア ALTER TABLE 対応表 ADD 製品型番 CHAR(4) DEFAULT 'AO01' NOT NULL


イ ALTER TABLE 対応表 MODIFY 製品型番 CHAR(4) DEFAULT 'AOOl' NOT NULL


ウ CREATE TABLE 対応表 (製品型番 CHAR(4) DEFAULT 'AO01')


エ INSERT INTO 対応表 製品型番 VALUES 'A001'
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問020029問題
データベースのトランザクション管理に関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。


個人向けに，画材をインターネット販売する会社が運営するＷｅｂサイトがある。


このＷｅｂサイトが在庫管理に利用しているデータベースでは，絵の具の在庫数は色別に個々


のデータとして管理されており，処理に応じて次の３種類のトランザクションが生成される。


① １回の商品注文に対して，一つの出荷トランザクションが生成される。


② １回の商品入荷に対して，一つの入荷トランザクションが生成される。


③ １回の在庫照会に対して，一つの照会トランザクションが生成される。


なお，一つのトランザクションで，複数の色の絵の具を処理することができる。


ＡＣＩＤ特性に関する次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選設問１


べ。


ＡＣＩＤ特性とは，データベースの一貫性を保証するために必要な特性で，原子性，一貫性，


独立性，耐久性の四つがある。このうち，一貫性や独立性を保証するためにトランザクション管


理では排他制御が必要となる。例えば，白絵の具の在庫数が５０だった場合，表１に示すトラン


ザクションＴｌとＴ２が同時に実行されたとき，排他制御を行わないと実行後の在庫数は５５と


ならず，在庫数が ａ 又は ｂ となってしまう可能性がある。


なお，各トランザクションは，図１の①～③の順で在庫数データを処理する。


解答群


ア４０ イ ４５ ウ ５０ エ ６０ オ ６５
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入荷トランザクション及び出荷トランザクションを処理する場合は対象データを占有ロ設問２


ックし，照会トランザクションを処理する場合は共有ロックする。


なお，このデータベースを管理するＤＢＭＳでは，あるトランザクションが共有ロック


しているデータを，ほかのトランザクションからロックする場合，共有ロックの要求は成


功するが，占有ロックの要求は共有ロックが解除されるまで待ち状態となる。


表２に示すトランザクションＴ３～Ｔ６を，図２に示すとおりに実行し，ロックを要求


した場合，それぞれのトランザクションの状態について正しい説明を，解答群の中から選


べ。


解答群


ア Ｔ４，Ｔ５，Ｔ６とも待ち状態となる。


イ Ｔ４，Ｔ５，Ｔ６とも待ち状態とならない。


ウ Ｔ４，Ｔ５は待ち状態となるが，Ｔ６は待ち状態とならない。


エ Ｔ４は待ち状態となるが，Ｔ５，Ｔ６は待ち状態とならない。


オ Ｔ６は待ち状態となるが，Ｔ４，Ｔ５は待ち状態とならない。
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出荷トランザクションＴ７の処理内容を表３に示す。次の記述中の に入れる正設問３


しい答えを，解答群の中から選べ。


なお，トランザクションＴ７は，図３の①～⑧の順で在庫数データを処理する。


，“ 。データをロックしている時間を最も短くするためには 赤絵の具の在庫数データをロックする


”を挿入すべき適切な位置は ｃ で “白絵の具の在庫数データのロックを解除する ”を， 。


挿入すべき適切な位置は ｄ である。


なお，ほかのトランザクションとのデッドロックの発生に対する考慮は不要とする。


解答群


ア α イ β ウ γ エ ∂ オ ε
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表４に示すトランザクションＴ８～Ｔｌｌのうち，解答群の組合せの中から，同時に処設問４


理された場合にデッドロックが発生する可能性のある組合せを選べ。


なお，トランザクションＴ８～Ｔｌｌでは，各絵の具の在庫数データをどのような順番


で処理するかは，分からないものとする。


解答群


ア Ｔ８，Ｔ９ イ Ｔ８，Ｔ９，Ｔ１０


ウ Ｔ９，Ｔ１０，Ｔ１１ エ Ｔ１０，Ｔ１１
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問020030問題
社員食堂の利用記録データベースの設計と運用に関する次の記述を読んで，設問１～４に答え


よ。


Ａ社では，社員証のＩＣカード化に伴い，社員証を用いた社員食堂の精算システムを構築する


ことにした。トレーに載せた料理を精算機の前に置くと，料理皿に埋め込まれたＩＣチップのデ


ータから料金が計算され，合計金額が表示される。合計金額を確認した後に社員証をかざすと，


精算ができる。精算データはデータベースに記録され，１か月分の精算額が，まとめて翌月の給


料から引き落とされる。


Ａ社のシステム部門では，精算データを記録するデータベースとして，当初，図１に示す表を


設計した。


精算システムの機能に関して関係者にヒアリングした結果，給料からの引落し額の算出以外に


も次に示す四つの要望が挙がった。


要望１：ある社員の，ある日の精算の明細を表示できること


要望２：ある日の売上合計額(精算額の合計)を算出できること


要望３：料理の一覧を表示できること


要望４：ある日の，ある料理の販売皿数を算出できること
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そこで，四つの要望に対応できるように図２のとおり，１回の精算に対して一つの精算コード


を割り当てた三つの表で構成するように設計を変更した。下線付きの項目は主キーを表す。


図１に示した表構成のままでも対応できる要望として正しい答えを，解答群の中から選設問１


べ。


解答群


ア 要望１ イ 要望２ ウ 要望３ エ 要望４


料理名が"肉じゃが"の単価に誤りがあることが判明したので，購入者に差額を返金する設問２


ことになった。"肉じゃが"購入者の社員番号と購入皿数を求める。次のＳＱＬ文の


に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


SELECT 精算表.社員番号，SUM(明細表.皿数) AS 購入皿数


FROM 料理表，精算表，明細表 WHERE


解答群


ア 精算表.精算コード = 明細表.精算コード AND


明細表.料理コード = (SELECT 料理表.料理コード FROM 料理表


WHERE 料理表.料理名 = '肉じゃが')


イ 精算表.精算コード = 明細表.精算コード AND


明細表.料理コード = 料理表.料理コード


GROUP BY 精算表.社員番号 HAVING 料理表.料理名 = '肉じゃが'


ウ 精算表.精算コード = 明細表.精算コード AND


明細表.料理コード = 料理表.料理コード AND 料理表.料理名 = '肉じゃが'


エ 精算表.精算コード = 明細表.精算コード AND


明細表.料理コード = 料理表.料理コード AND 料理表.料理名 = '肉じゃが'


GROUP BY 精算表.社員番号


次の記述中の に入れる適切な答えを，解答群の中から選べ。設問３


Ａ社の健康管理部門から，精算時に料理の合計カロリーを表示する機能と，ある社員の，あ


。 ，る期間における１回の精算当たりの平均カロリーを求める機能の追加を要望された このため


料理表にカロリーの列を追加することにした。


しかし，平均カロリーを求めるには ａ を結合しなければならないので，多くの検索


と計算の処理が必要となることが予想できた。精算時に合計カロリーを計算するので，その情
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報を記録しておけば，検索及び計算量は少なくなる。そこで， ｂ に，精算単位の合計


カロリーの列を追加することにした。これによって，前述の平均カロリーを求める場合は，


ｂ だけを参照すればよいので，処理の高速化が期待できる。


解答群


ア 精算表 イ 精算表と明細表 ウ 精算表と料理表


エ 精算表と明細表と料理表 オ 明細表 カ 料理表


キ 料理表と明細表


設問３のカロリーに関する機能を追加した後，食堂利用者にカロリーを意識して料理を設問４


選んでもらうために，人気料理とそのカロリーを掲示することにした。販売皿数の多い順


に，料理名，カロリー及び販売皿数を求める。正しいＳＱＬ文を，解答群の中から選べ。


解答群


ア SELECT 料理表.料理名，料理表.カロリー，COUNT(明細表.皿数) AS 販売皿数


FROM 料理表，明細表 WHERE 料理表.料理コード = 明細表.料理コード


GROUP BY 料理表.料理名，料理表.カロリー ORDER BY 販売皿数 DESC


イ SELECT 料理表.料理名，料理表.カロリー，COUNT(明細表.皿数) AS 販売皿数


FROM 料理表，明細表 WHERE 料理表.料理コード IN(SELECT 明細表.料理コード


FROM 明細表 WHERE 明細表.皿数 IS NOT NULL)


GROUP BY 料理表.料理名，料理表.カロリー ORDER BY 販売皿数 DESC


ウ SELECT 料理表.料理名，料理表.カロリー，SUM(明細表.皿数) AS 販売皿数


FROM 料理表，明細表 WHERE 料理表.料理コード = 明細表.料理コード


GROUP BY 料理表.料理名，料理表.カロリー


ORDER BY 販売皿数 DESC


エ SELECT 料理表.料理名，料理表.カロリー，SUM(明細表.皿数) AS 販売皿数


FROM 料理表，明細表 WHERE 料理表.料理コード IN(SELECT 明細表.料理コード


FROM 明細表 WHERE 明細表.皿数 IS NOT NULL)


GROUP BY 料理表.料理名，料理表.カロリー


ORDER BY 販売皿数 DESC
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問020031問題
購買情報を管理する関係データベースの設計及び運用に関する次の記述を読んで，設問１～４


に答えよ。


Ｂ社では，購買業務の効率化を目的に，社内組織を変更して，これまでⅩ事業部とＹ事業部に


個別に存在していた購買部門を統合した。


これに伴い，それぞれの事業部が関係データベースで個別に管理していた購買データも統合し


た。統合後の表構成は図１のとおりであり，統合前からⅩ事業部とＹ事業部ともに同じ表構成で


管理していた。下線付きの項目は主キーを表す。


データを統合したときに実施した"名寄せ"と呼ばれる作業に関する次の記述設問１


に入れる適切な答えを，解答群の中から選べ。


同じ情報が，表現が異なるデータとして社内に複数存在する場合がある。それぞれが，関連


性のないデータベースで個別に管理されているのであれば，データの重複といった問題は発生


しない。しかし，データベースの統合が必要になった場合，単純にデータを寄せ集めると，同
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じ情報を表すデータであるにもかかわらず別のデータとして格納されてしまい， ａ ，


ｂ といった問題が発生する。


このような場合，同じ情報を表すデータを一つのデータにまとめる"名寄せ"と呼ばれる作業


が必要となる。


Ｂ社では，名寄せを次の手順で実施した。


(１) 統合対象の表のデータを見比べて，表現は異なっていても同じ情報を表しているデータ


かどうかを識別するのに最も適した項目を特定する。


， 。(２) (１)で特定した項目で突合せを行い 同じ情報を表すデータを一つのデータにまとめる


それぞれの事業部の取引先表から(１)の作業のために抽出した，名寄せが必要となる典型的


なデータを，図２及び図３に示す。これらのデータから，突合せを行う項目は ｃ が適


切と判断できる。


ａ，ｂに関する解答群


ア 更新すべきデータが更新されない イ 削除すべきデータが残る


ウ 情報が漏えいする エ 挿入したはずのデータが消える


オ トランザクションが遅延する


ｃに関する解答群


ア 社名 イ 所在地


ウ 電話番号 エ 取引先コード
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統合された購買部門で分析したところ，同じ商品であっても，取引先によって購入単価設問２


。 ， ，が異なることが分かった 商品名"エコ鉛筆黒"について 取引先コードと平均購入単価を


金額が安い順に表示する。次のＳＱＬ文の に入れる正しい答えを，解答群の中


から選べ。ここで，商品名は一意に管理できているものとする。


SELECT 発注表.取引先コード,SUM(明細表.購入額) / SUM(明細表.数量) AS 平均購入単価


FROM 発注表,商品表,明細表


WHERE ｄ


GROUP BY 発注表.取引先コード ORDER BY 平均購入単価


解答群


ア 発注表.発注コード = 明細表.発注コード AND


商品表.商品コード = 明細表.商品コード AND


商品表.商品名 = 'エコ鉛筆黒'


イ 発注表.発注コード = 明細表.発注コード AND


明細表.購入額 = (SELECT AVG(商品表.定価) FROM 商品表


WHERE 商品表.商品名 = 'エコ鉛筆黒')


ウ 発注表.発注コード = 明細表.発注コード AND


明細表.購入額 (SELECT SUM(商品表.定価) FROM 商品表


WHERE 商品表.商品名 = 'エコ鉛筆黒')


エ 発注表.発注コード = 明細表.発注コード AND


明細表.商品コード (SELECT COUNT(*) FROM 商品表


WHERE 商品表.商品名 = 'エコ鉛筆黒')


より安く商品を購入するために，購買部門の発注担当者は，商品の発注時に割引率を確設問３


認してから発注先を選定することにした。発注先選定時の検索処理に関する次の記述中の


に入れる適切な答えを，解答群の中から選べ。


， 。 ，商品コードごとの平均割引率は ｅ と ｆ を結合すると求められる 加えて


取引先コードごとに集計したり，"以前は高かったが，最近は安くなった"といった傾向を把握


したりしたい場合は，更に ｇ を結合することで求められる。


解答群


ア 商品表 イ 取引先表 ウ 発注表


エ 品目表 オ 部表 カ 明細表
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複数の取引先から文具を購入していたが，品ぞろえは同じだったので，１社に一括発注設問４


することによって割引率を上げてもらうよう交渉することにした。文具について１０回以


， 。上の発注実績がある取引先を対象に 購入金額が多い順に取引先コードと金額を表示する


次のＳＱＬ文の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


SELECT 発注表.取引先コード,SUM(明細表.購入額) AS 合計購入金額


FROM 発注表，明細表，商品表，品目表


WHERE 発注表.発注コード = 明細表.発注コード AND


明細表.商品コード = 商品表.商品コード AND


商品表.品目コード = 品目表.品目コード AND


品目表.品目名 = '文具'


GROUP BY 発注表.取引先コード


ｈ


ORDER BY 合計購入金額 DESC


解答群


ア HAVING COUNT(*) >= 10


イ HAVING COUNT(DISTINCT 発注表.発注コード) >= 10


ウ HAVING COUNT(発注表.発注コード) >= 10


エ HAVING MAX(明細表.購入額) >= 10


オ HAVING MAX(明細表.数量) >= 10


カ HAVING SUM(明細表.購入額) >= 10


キ HAVING SUM(明細表.数量) >= 10
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問020032問題
会員情報を管理する関係データベースの設計と運用に関する次の記述を読んで，設問１～４に


答えよ。


ある地域で５店舗のヘアサロンを経営しているＺ社では，会員登録した顧客に対して紙製の会


員証を発行し，氏名や住所などの会員情報は表計算ソフトを利用して管理していた。今回，顧客


サービスの向上を目的に，会員情報を管理するシステム(以下，管理システムという)を導入し，


会員証のＩＣカード化を行うとともに会員情報と来店記録のデータベース化を実施した。


管理していた会員情報の例とその形式は，図１のとおりである。


まず，会員情報と来店記録を管理するために図２に示すデータベースを設計した。下線付きの


項目は主キーを表す。
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会員特典として，ポイント制度を導入することにした。ポイント情報の管理に関する次設問１


の記述中の に入れる適切な答えを，解答群の中から選べ。


会員が料金を支払う際に会員証を提示すると，会計金額に応じて，千円につき１ポイントが


付与される。会計時に付与されたポイント(以下，付与ポイントという)と，会員が現在保有し


ているポイント(以下，保有ポイントという)は，レシートに印字される。


会計の際，会員が希望すれば，保有ポイントと引き換えに表１に示す割引サービスを受けら


れる。このとき保有ポイントから引かれるポイントを利用ポイントという。付与ポイントは，


割引後の料金から算出する。


管理システムで会員の保有ポイントを参照する機会が多いので，参照の都度，保有ポイント


の集計処理を実行することは避けたい。保有ポイントを管理するのに適した表は， ａ


である。また，会員がポイントをどのように活用しているかの傾向を分析できるよう，ポイン


トの付与と利用の履歴を管理したい。付与ポイント及び利用ポイントを管理するのに適した表


は， ｂ である。


解答群


ア 会員表 イ 会計表 ウ 店舗表


エ 明細表 オ メニュー表


２０１２年９月にデータベース及び管理システムの開発が完了し，１０月から運用を開設問２


始した。２０１２年１２月について，店舗ごとの売上金額，延べ来客数，会計コード単位


の平均会計額を表示したい。次のＳＱＬ文中の に入れる正しい答えを，解答群


の中から選べ。ここで，売上金額は会計金額の合計とする。ポイントによる割引サービス


を利用した場合は，会計表の会計金額には割引後の金額が設定されている。


SELECT 店舗表.店舗コード，店舗表.店舗名， ｃ


FROM 店舗表，会計表


WHERE 店舗表.店舗コード = 会計表.店舗コード AND


会計表.来店日 BETWEEN '20121201' AND '20121231'


GROUP BY 店舗表.店舗コード，店舗表.店舗名
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解答群


ア SUM(ALL 会計表.会計金額) AS 売上金額，


MAX(会計表.会員番号) AS 延べ来客数，


AVG(売上金額 / 延べ来客数) AS 平均会計額


イ SUM(ALL会計表.会計金額) AS 売上金額，


MAX(会計表.会計コード) AS 延べ来客数，


AVG(会計表.会計金額) AS 平均会計額


ウ SUM(会計表.会計金額) AS 売上金額，


COUNT(DISTINCT 会計表.会計コード) AS 延べ来客数，


AVG(売上金額 / 延べ来客数) AS 平均会計額


エ SUM(会計表.会計金額) AS 売上金額，


COUNT(会計表.会計コード) AS 延べ来客数，


AVG(会計表.会計金額) AS 平均会計額


会員の来店を促す目的で，次のＳＱＬ文によって表示される会員に対して，割引券を送設問３


付することにした。表示される会員の説明として適切な答えを，解答群の中から選べ。こ


こで，会員は，１度は来店したことがあるものとする。


SELECT 会員表.会員番号，会員表.氏名


FROM 会員表，会計表


WHERE 会員表.会員番号 = 会計表.会員番号


GROUP BY 会員表.会員番号，会員表.氏名


HAVING MAX(会計表.来店日) < '20130101'


解答群


ア ２０１３年になってから，１回以上，来店した会員


イ ２０１３年になってから，１回も来店してない会員


ウ ２０１３年より前に，１回以上，来店した会員


エ ２０１３年より前に，１回も来店してない会員


顧客サービスを向上させるために，"指名美容師"と"過去の来店時に担当した美容師"を設問４


確認できるよう，会員表と会計表に担当美容師の項目を追加した。担当美容師は，図３に


。 ，示す従業員表の従業員コードを外部キーとして参照する 指名美容師がいない会員の場合


会員表の担当美容師としてNULLを設定する。
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情報の追加後，従業員コード"2008005"の美容師が所属する店舗が変わるので，会員表の


担当美容師に登録している会員と，当該美容師が過去に担当したことがある会員に，所属


店舗移動の案内を送付することにした。該当する会員の会員番号を表示する次のＳＱＬ文


中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


SELECT DISTINCT 会員表.会員番号，会員表.氏名，会員表.住所


FROM 会員表，会計表


WHERE ｄ


解答群


ア 会員表.会員番号 = 会計表.会員番号 AND


(会員表.担当美容師 = '2008005' 0R 会計表.担当美容師 = '2008005')


イ 会員表.会員番号 = 会計表.会員番号 AND 会員表.担当美容師 = '2008005'


AND 会計表.担当美容師 = '2008005'


AND 会計表.店舗コード = (SELECT 店舗コード FROM 従業員表


WHERE 従業員コード = '2008005')


ウ 会員表.会員番号 = 会計表.会員番号


AND 会計表.店舗コード = (SELECT 店舗コード FROM 従業員表


WHERE 従業員コ－ド = '2008005')


エ 会員表.会員番号 = 会計表.会員番号


AND 会計表.店舗コード = ANY (SELECT 店舗コード FROM 従業員表


WHERE 従業員コ－ド = '2008005')
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問020033問題
書籍を管理する関係データペースの設計及び運用に関する次の記述を読んで，設問１～４に答


えよ。


ある会社の資料室では，社員(以下，利用者という)と窓口担当者の利便性を向上する目的で，


所蔵する書籍を管理するデータベースを再構築することにした。この会社の資料室では，業務に


関連する書籍を管理しており，利用者への貸出しも実施している。


従来のデータベースは，図１に示すとおり，所蔵する書籍と現在の貸出状況を管理する書籍表


で構成されている。下線付きの項目は，主キーを表す。


〔書籍表に関する説明〕


(１) 利用者に貸出中の書籍には，貸出日と返却予定日が格納されている。これらの項目がnull


の書籍は，貸し出されていないことを表す。


(２) 社員番号には，その書籍を貸し出している利用者の社員番号が格納されている。人事系の


システムで管理している社員表と結合することで，氏名と連絡先が検索できる。


(３) 返却されたら，貸出日，返却予定日及び社員番号にはnullを設定する。


データペースの再構築に当たり，利用者と窓口担当者から要望を提出してもらった。解設問１


答群に示した要望のうち，従来の書籍表(図１)及び社員表からは検索できない情報を二つ


選べ。


解答群


ア 現在，貸出中でない書籍の一覧


イ 現在，貸出中の書籍の一覧


ウ 現在，書籍を貸出中の利用者の連絡先


エ 書籍ごとの累積貸出回数


オ 返却予定日を過ぎても貸出中の書籍の一覧


カ 利用者ごとの貸出履歴


利用者と窓口担当者からの要望を踏まえ，データベースを図２に示す表構成で再構築し設問２


て，運用を始めた。運用開始後に延滞したことがある利用者の社員番号と，延滞した書籍
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名を，社員番号の昇順に表示したい。次のＳＱＬ文の に入れる正しい答えを，


解答群の中から選ぺ。ここで, ＳＱＬ文中のCURRENT_DATE値関数は，現在の日付をDATE型


で返却する。


〔貸出表に関する説明〕


(１) １冊の貸出しに対して一意の貸出番号を付与し，貸出表に情報を記録する。


(２) 返却日には，返却された日付を格納する。返却日がnullの書籍は，貸出中であることを表


す。


(３) 書籍が返却された後も，貸出表に記録された情報は残す。


(４) 貸出日，返却予定日及び返却日はDATE型である。


SELECT 貸出表.社員番号、書籍表.書籍名 FROM 書籍表、貸出表


WHERE ａ ORDER BY 貸出表.社員番号
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貸出回数が多い順に書籍番号，書籍名及び貸出回数を表示したい。次のＳＱＬ文の設問３


に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア COUNT(*) イ MAX(書籍表.書籍番号)


ウ SUM(貸出表.貸出番号) エ 貸出表.貸出番号


オ 書籍表.書籍番号


資料室に設置されている端末からだけでなく，利用者が自席のＰＣからも書籍を検索で設問４


きるようにしたところ，貸出実績の増加と利用者からのアクセスの急増に伴い，書籍名を


入力して貸出中か否かを表示する処理で，レスポンスの低下が顕在化した．レコード件数


を確認したところ，書籍表が８６５件，貸出表が１０,３８２件だった．


そこで，インデックスを設定して検索性能の向上を図ることにした．インデックスの設


定によって最も効果が期待できる項目として適切なものを，解答群の中から選べ．


解答群


ア 書籍表.書籍名 イ 貸出表.書籍番号


ウ 貸出表.社員番号 エ 貸出表.貸出日


オ 貸出表.返却日
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問020034問題
自治会員の情報を管理する関係データベースの設計及び運用に関する次の記述を読んで，設問


１～４に答えよ。


Ｘ地区の自治会では，世帯数の増加と，個人情報管理の厳格化を背景に，手書きの帳票で管理


していた自治会員の情報を電子化することにした。この自治会には, ２３６世帯, ６６７人が登


録されていて，各世帯は１～８班のいずれかに所属している。


従来は図１に示すとおり，世帯ごとに，世帯主氏名，住所，電話番号，登録日，所属する班，


同居者氏名，続柄，性別，生年月日などの情報を管理していた。
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， 。 ，図１の帳票を基に 図２に示す表構成をもつ関係データベースを作成した 下線付きの項目は


主キーを表す。


〔表の説明〕


（１）世帯表の世帯番号には，各世帯に一意に割り当てた番号が格納されている。


（２）世帯表の世帯主番号には，世帯主の会員番号が格納されている。


（３）会員表の会員番号には，各会員に一意に割り当てた番号が格納されている。


（４）会員表の世帯番号には，会員が属する世帯の世帯番号が格納されている。


図２の表構成を完成するまでの設計について，次の記述中の に入れる適切な設問１


答えを，解答群の中から選べ。


図１の帳票は非正規形なので，まず， ａ 世帯情報を取り出して会員表を作成した。次


， 。 ， ，に ｂ 続柄表と性別表を作成した 続柄表と性別表のレコード件数は少ないが 例えば


帳票の記載で“男”と“男性”のように同じ意味を表すデータに対する定義の一意性を保証でき


る効果がある。


解答群


ア 障害回復のために イ 第１正規化に基づいて


ウ 第２正規化に基づいて エ 第３正規化に基づいて


オ 排他制御のために


地区の福祉委員会から, １９４０年よりも前に生まれた会員が含まれる世帯の世帯番号設問２


について，情報提供を求められた．該当する世帯番号を抽出する正しいＳＱＬ文を解答群


の中から選べ。なお，同じ世帯番号は一つだけ抽出する．


解答群


ア SELECT DISTINCT 世帯番号 FROM 会員表 WHERE 会員表.生年月日 >= 19400101


イ SELECT 世帯番号 FROM 会員表 WHERE 会員表.生年月日 >= 19391231


ウ SELECT 世帯番号 FROM 会員表 WHERE 会員表.生年月日 < 19400101 GROUP BY 世帯番号


エ SELECT 世帯番号 FROM 会員表 WHERE 会員表.生年月日 <= 19391231


GROUP BY 世帯番号，会員番号
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班ごとの会員数に偏りがあるとの意見が挙がったので，班の再編を検討することになっ設問３


た。現在の状況を確認するために，班ごとの世帯数と会員数を集計する。次のＳＱＬ文


に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


SELECT 世帯表.班, ｃ


FROM 世帯表，会員表


WHERE 世帯表.世帯番号 = 会員表.世帯番号


GROUP BY 世帯表.班


解答群


ア COUNT(*), COUNT(会員表.会員番号)


イ COUNT(*), MAX(会員表.会員番号)


ウ COUNT(DISTINCT 世帯表.世帯番号)，COUNT(*)


エ COUNT(世帯表.世帯番号)，MAX(会員表.会員番号)


地区の子供会役員から，子供会に所属する子供の情報を照会できるようにしてほしいと設問４


の要望が挙がったので，図３に示すビューを作成することにした。子供会には，生年月日


。 ，が20030402～20090401の会員が所属する 次のＳＱＬ文の に入れる正しい答えを


解答群の中から選べ。


CREATE VIEW 子供会表 AS


SELECT 会員表.会員番号，会員表.世帯番号，


世帯表.電話番号，会員表.氏名，会員表.生年月日


FROM 世帯表，会員表


WHERE ｄ
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解答群


ア 会員表.会員番号 = ANY(SELECT 会員表.会員番号 FROM 会員表


WHERE 会員表.生年月日 IN(20030402,20090401))


イ 会員表.会員番号 = 世帯表.世帯主番号 AND


会員表.生年月日 BETWEEN 20030402 AND 20090401


ウ 会員表.世帯番号 = ANY (SELECT 会員表.世帯番号 FROM 会員表


WHERE 会員表.生年月日 IN(20030402,20090401))


エ 会員表.世帯番号 = 世帯表.世帯番号 AND


会員表.生年月日 BETWEEN 20030402 AND 20090401
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問020035問題
従業員データベースの設計と運用に関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。Ｃ社は，


２０１１年４月１日の組織編成の変更に伴い，従業員データベースの再構築を行った。組織編成


の変更前は図１に示すとおり，部だけで編成されていたが，事業の拡大及び従業員数の増加に合


わせて，図２に示すとおり，部と課からなる組織編成となった。


設問１ 組織編成の変更を反映するために，図３に示す表中の部に関する情報の変更について，


Ａ案とＢ案を考えて比較検討した。図４に示すＡ案では，部名と課名の組合せに対して一


意の部署コードを割り当てた。図５に示すＢ案では，部名と課名のそれぞれにコードを割


り当て，従業員表の部コードを課コードに変更した。次の記述中の に入れる適


切な答えを，解答群の中から選べ。


最初は，部名と課名の組合せに対して一意の部署コードを割り当てた，Ａ案によって管


理しようとした。しかし，これでは， ａ を変更する必要が生じた場合に複数行を


修正する必要があるので，正規化における ｂ の観点から好ましくない。また，例


えば ｃ を表示する際にＬＩＫＥ述語を使用したデータ依存の検索が必要になるな
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ど，柔軟性が低いことが分かった。このため，Ｂ案の構成でデータベースを再構築した。


ａに関する解答群


ア 課名 イ 氏名 ウ 表名 エ 部名


ｂに関する解答群


ア 関係喪失 イ 検索性能 ウ 事前登録 エ 重複更新


ｃに関する解答群


ア ある課に属する従業員の氏名の一覧


イ ある部に属する従業員の氏名の一覧


ウ 従業員の氏名の一覧


エ 部署名の一覧
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設問２ Ｂ案の構成でデータベースを再構築した後に，課ごとの平均年齢を算出し，表示する。


次のＳＱＬ文の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


SELECT 課表.課コード，課表.課名，AVG(従業員表．年齢)


FROM 課表，従業員表


WHERE


解答群


ア 課表.課コード = 従業員表.課コード


GROUP BY 課表.課コード，課表.課名


イ 課表.課コード = 従業員表.課コード


GROUP BY 課表.部コード，課表.課名


ウ 従業員表.年齢 = ANY (SELECT COUNT(従業員表.年齢) FROM 従業員表)


エ 従業員表.年齢 = ANY


(SELECT COUNT(従業員表.年齢) FROM 従業員表 GROUP BY 課表.課コード）


設問３ 従業員表は，受発注情報を管理する表などから，従業員番号を外部キーとして参照され


る。このため，従来は特に利用を制限せずに社内公開していたが，個人情報保護の観点か


ら，必要最小限の情報だけを公開するビューを作成することにした。ビューで公開する項


目は，従業員番号，氏名，課コード，内線とする。次のＳＱＬ文の に入れる正


しい答えを，解答群の中から選べ。


CREATE VIEW 従業員公開表 AS


解答群


ア ALTER TABLE 従業員表


ADD (従業員番号，氏名，課コード，内線)


イ ALTER TABLE 従業員表


DROP 入社年月日，住所，自宅電話，年齢


ウ SELECT * FROM 従業員表 WHERE 従業員番号 IS NOT NULL


エ SELECT 従業員番号，氏名，課コード，内線 FROM 従業員表


設問４ 設問３で作成したビューと図６に示す受注表を使用して，営業部海外課に在籍する従業


員が，２０１１年７月１日から２０１１年９月３０日の期間中に受注した案件の受注総額


を算出する。営業部海外課の課コードは“S1O1”で，２０１１年７月１日以降の従業員の


異動はない。次のＳＱＬ文の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。
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SELECT SUM (受注表．受注額)


FROM 受注表，従業員公開表


WHERE 従業員公開表．課コード = 'SIO1' AND


解答群


ア 受注表.従業員番号 = 従業員公開表.従業員番号 AND


受注表.受注日 BETWEEN '20110701' AND '20110930'


イ 受注表.受注日 BETWEEN '20110701' AND '20110930'


ウ 受注表.受注日 IN (SELECT COUNT(*) FROM 受注表


WHERE 受注表.受注日 BETWEEN '20110701' AND '20110930')


エ 受注表.受注日 IN (SELECT SUM(受注表.受注額) FROM 受注表


WHERE 受注表.受注日 BETWEEN '20110701' AND '20110930')
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問020036問題
選手情報を管理する関係データベースの設計及び運用に関する次の記述を読んで，設問１～４


に答えよ。


ある少年野球リーグの事務局では，登録選手の氏名や成績などの個人情報を管理するために，


関係データベースを構築することにした。このリーグには，近隣の８チームが参加している。


まず，リーグに所属するチームと登録選手の情報を管理するために，図１に示すチーム表と選


手表を設計した。下線付きの項目は，主キーを表す。


設問１ チ―ムの対戦成績を管理する表を設計する。次の記述中の に入れる適切な答


えを，解答群の中から選べ。


このリ―グでは，毎年４月から翌年の３月までを１シ―ズンとし，試合は各チ―ムが他のチ


―ムの全てと１回だけ対戦する総当たり方式で行う。


このデ―タベ―スでは，各チ―ムの対戦成績や，勝利投手，敗戦投手などの情報を管理する。


チーム成績は勝点によって順位付けする。勝点は，勝利チ―ムに３点，敗戦チ―ムに０点，引


分けの場合は両チ―ムに１点ずつを付与する。


最初，図１に示すチ―ム表に，必要な項目を追加することを考えたが，総当たりで対戦する


ことから，表に繰返し項目が発生することになる。これを改善するために， ａ した。


また，管理する情報の性質上，チ―ム表や選手表は更新しながら継続的に使用するが，対戦成


績はシ―ズンごとに表を作成して管理したい。さらに，勝利投手や敗戦投手といった，個々の


試合に関する情報を管理するには，別の表にした方が扱いやすいと判断して，図２に示す日程


表と結果表を作成することにした。ここで，１シーズンで作成される結果表のレコード件数は，


ｂ 件になる。
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ａに関する解答群


ア インデックスを設定 イ 第１正規化


ウ 第2正規化 エ 第3正規化


オ セキュリティを強化


ｂに関する解答群


ア ４８ イ ５６ ウ ６４


エ ９８ オ １１２ カ １２８


設問２ 勝点が多いチームから降順にチーム番号，チーム名，勝点，総得点を表示する。このと


き，勝点が等しい場合は，総得点の降順に表示する。次のＳＱＬ文の に入れる


正しい答えを，解答群の中から選べ。


SELECT チーム表.チーム番号，チーム表.チーム名，


SUM(結果表.勝点）AS 勝点,SUM(結果表.得点）AS 総得点


FROM チーム表，結果表


WHERE チーム表.チーム番号 = 結果表.チーム番号


ｃ
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解答群


ア GROUP BY チーム表.チーム番号，チーム表.チーム名


ORDER BY 勝点 ASC,総得点 ASC


イ GROUP BY チーム表.チーム番号，チーム表.チーム名


ORDER BY勝点DESC,総得点DESC


ウ ORDER BY 勝点，総得点 ASC


エ ORDER BY 勝点，総得点 DESC


設問３ 選手個人の打撃成績を管理するために，図３に示す打席表と打撃表を作成した。ホーム


ランを打った数（以下，ホームラン数という）が多い選手から降順に選手番号，選手名，


ホームラン数を表示する。次のＳＱＬ文の に入れる正しい答えを，解答群の中


から選べ。ただし，ｄ１とｄ２に入れる答えは，ｄに関する解答群の中から組合せとして


正しいものを選ぶものとする。


SELECT 打席表.打者，選手表.氏名， ｄ１ AS 集計数


FROM 打席表，選手表


WHERE 打席表.打者 = 選手表.選手番号 AND 打席表.打撃結果


=（SELECT 打撃表.打撃結果 FROM 打撃表 WHERE 打撃表.名称 = ’ホームラン’）


GROUP BY 打席表.打者，選手表.氏名 ORDER BY 集計数 ｄ２
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設問４ このリーグでは，チーム表や選手表は更新しながら継続的に使用する。対戦成績と打撃


成績はシーズンごとに表を作成するが，過去の情報も参照できるように，シーズン終了後


も蓄積しておく。


リーグに所属する選手情報の管理について，次の記述中の に入れる適切な答


えを，解答群の中から選べ。


新しい選手の情報は，選手表に追加すればよい。リーグを離れる選手の情報は，蓄積されて


いる情報の参照を考慮して，削除せずに残しておいた方がよい。


ある選手がシーズン途中に別のチームへ移籍する場合，選手表のチーム番号を更新すると，


例えば, ＳＱＬ文を用いて当該シーズンにおける ｅ の集計はできなくなる。移籍前の


情報は，抹消日を格納した上でそのまま残して，当該選手に新しい選手番号を割り振って登録


する方法もあるが，その場合は, ＳＱＬ文を用いて ｆ の集計ができなくなる。そこで，


このリーグでは，選手の移籍にも柔軟に対処できるように，選手の情報を図４に示すとおり所







- 5 -


属選手表と選手表で管理するように変更した。ただし，移籍して元のチームに戻ることはない


ものとする。


解答群


ア 選手ごとのホームラン数 イ チームごとの勝点


ウ チームごとの総得点 エ チームごとのホームラン数


オ リーグの総得点 カ リーグのホームラン数
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問020001解説
◆解答


設問１ ウ


設問２ ウ


設問３ ウ


◆解説


マスターファイルとトランザクションファイルから、新しいファイルを作成するシステムに


関する問題である。


従業員マスタファイル、賃金マスタファイル、作業実績ファイルを使用して、支払賃金ファ


イルを作成する。


分析に使用する資料


① 従業員マスタファイル、賃金マスタファイルのレコード様式


② 作業実績ファイルのレコード様式


③ 支払賃金ファイルのレコード様式


④ ファイル作成システムの流れ図


非正規形レコードから正規形レコードの生成


賃金マスタファイルが非正規形のレコード様式であり、支払賃金ファイル作成システムで、


正規化されたレコード様式として使用する新しいレコードの統合ファイルを生成する。


主キー、参照キー、複合キーおよび賃金マスタの使用法


従業員マスターファイル、作業実績ファイル、支払賃金ファイルの主キーは、従業員番号で


あり、賃金マスターファイルの主キーは職能区分である。従業員マスタファイルの職能区分が


外部キーとして利用される。


賃金マスターファイルを正規化する場合、基本賃金、時間加算賃金は交差データであり、職


能区分と経験年数の複合キーによって定まる値である。しかし、実際に職能区分のデータを利


用する場合には、外部参照キーとしての職能区分と現在の日付と職能区分変更日付から計算す


る経験年数を使用して、基本賃金、時間加算賃金を求める。


非正規形


職能区分 経験年数 基本賃金 時間加算賃金 第１正規形


正規化


複合キー
経験年数＝現在時刻－職能区分変更日付
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個人の賃金の計算に関係する項目


① 各個人の職能区分


② 各個人の経験年数


③ 職能区分、経験年数によって決まる基本賃金


④ 職能区分、経験年数によって決まる時間加算賃金


⑤ 当月の作業時間


、 、 、 、 。各個人に賃金を支払う際には 従業員番号 従業員氏名 支払賃金 振込口座が必要になる


支払賃金ファイル作成システムの作業手順


① 従業員マスタファイルと賃金マスタファイルを統合し、統合ファイルを作成する。


② 従業員マスタファイルの主キーは従業員番号で、１従業員のレコードが参照される。


③ 外部参照キーの職能区分と職能区分変更日付および現在の時刻から経験年数を求め、賃


金マスタファイルを利用して、基本賃金、時間加算賃金を求める。


④ 従業員番号、従業員氏名、基本賃金、時間加算賃金、振込口座の項目からなる統合ファ


イルを作成する。


⑤ 統合ファイルと作業実績ファイルを使用して、時間加算賃金に当月作業時間を乗じて、


基本賃金を加算して、当月支払賃金を求める。次の式が用いられる。


当月支払賃金＝基本賃金＋時間加算賃金×当月作業時間


●職能区分を参照キー


として賃金マスタを


参照する。


●従業員番号をきーと


して作業実績ファイ


ルを参照する。


●従業員番号、従業員氏名、基本


賃金、時間加算賃金、振込口座


の項目からなるファイル


職能区分 経験年数 基本賃金 時間加算賃金


複合キー
経験年数＝現在時刻－職能区分変更日付


従業員番号 従業員氏名 職能区分 職能区分変更日付 振込口座


外部参照
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⑥ 従業員番号、従業員氏名、当月支払賃金、振込口座の項目からなる支払賃金ファイルを


作成する。


は、キーを利用してファイル内の該当するレコードの所在地を求め直接編成ファイル


ることができる編成法である。この場合のキーとして、主キーが利用される。


設問１


従業員マスタと賃金マスタを統合する場合、従業員マスタの職能区分、職能区分変更日付


が用いられる。従業員マスターの職能区分を外部キーとして、賃金マスタファイルの主キー


である職能区分から関連するレコードを抽出して、現在の日付と職能区分変更日付から計算


によって経験年数を求めて、基本賃金、時間加算賃金のデータを得ることができる。


従って、賃金マスタは直接編成ファイルであり、該当する職能区分を抽出するために主キ


ーである職能区分を用いることになる。求める答えはウとなる。


設問２


統合ファイルのレコード様式は、従業員マスタおよび賃金マスタのレコード様式を参照し


て、従業員番号、従業員名、基本賃金、時間加算賃金、振込口座となる。


の答えはキーとなる従業員番号がない。ア、カ


、時間加算賃金が不足し、職能区分変更日付だけでは時間加算賃金を求めることがイは


できない。


、当月支払賃金を作業実績から計算できない。エ、オは


求める答えはウとなる。


設問３


振込口座は表番号３を使用し、支払賃金計算のための従業員ファイルは表番号４、賃金マ


スタファイルは表番号９を使用する。


、表番号１に従業員番号の主キーがないため、表６からの関連づけではユニーク性アは


が確保できない。経験年数を考慮した基本賃金や時間加算賃金を求めることができない。


、表番号２に従業員番号の主キーがないため７と２の関連づけが不可能になり使用イは


できない。


、正規化されていない。エ、カ、クの表番号10は


、振込口座がわからない。オは


、職能区分がわからない。キは


求める答えはウとなる。
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問020002解説
◆解答


設問１ ア、カ、ク


設問２ オ


設問３ ａ エ ｂ オ


◆解説


関係データベースの正規化とＳＱＬ文に関する問題である。


部門コード、部門名、社員番号、氏名の項目からなる組織情報の関係データベースを作成す


ることになり、担当のＡ君が３つの案を作成し、提案し、上司の評価を受けている内容を検討


する問題である。


主キーの特徴


① 同じ値を複数個持ってはならない。これを という。一意制約


② 主キーは空白であってはならない。これを という。非ナル制約


③ 主キーを使用して、レコードを操作する。


は、データの冗長性を少なくして関連性の強いデータ項目群にまとめ、一データの正規化


事実一カ所になるようにすることである。


正規化の目的


① データ項目の意味を正確に定義する。


② データ項目同士の関係を正確に定義する。


③ データの冗長性を取り除く。


④ データの重複を最小限にする。


⑤ データに関係する要件を標準化する。


⑥ データの更新、追加、削除作業の効率化を図る。


⑦ データの整合性を保つ。


⑧ データの属性間の関係を最も少なくなるようにする。


には、第一正規形、第二正規形、第三正規形がある。正規形


は、表においてどの属性値を取っても繰り返しなどの集合値や複合値を持たな第一正規形


い表である。


Ａ君の３案の内容


① 案１


◇非正規形で、主キーは部門コードである。


◇部門コードを利用して、部門名と部門に属しているメンバの情報を得ることができる。
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② 案２


◇第一正規形で、部門コードが主キーである。


◇複数のレコードに同一の主キーが使用されており、主キーのユニーク性がなくなってい


るため一意に識別することができない。


③ 案３


◇第一正規形で、氏名が主キーになっている。


◇同姓同名の場合のレコードの識別が問題である。


ＳＱＬ言語は関係データベースにおいて、表の定義や各種操作などを行う機能を有した言語


である。副照会はある表の照会結果を利用して、別の表を照会する指示形式である。


ＳＱＬ文のデータ検索に関する基本形式


SELECT 属性名、属性名、… FROM 表名 WHERE 検索条件


□SELECT句には、出力する属性(列)の属性名(列名)をカンマで区切って並べる。


□FROM句には、データを取り出す表名を指定する。


副照会の形式


副照会は、ある表を照会した結果を用いて別の表を照会する形式である。


SELECT文の中にSELECT文を記述し、一方のSELECT文の出力をもう一方のSELECT文の入力とし


て処理する機能である。照会の中に埋め込まれた照会を副照会、最初の照会を主照会という。


副照会の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名


WHERE 列名 = (SELECT 列名 FROM 表名 WHERE 検索条件)


最初のWHERE 句の条件として、もう一つの照会を利用している。WHERE句の列名と副照会で


抽出された列名が一致すると主照会のWHERE 句の条件が真となる。


設問１


、メンバーの項目が第１正規形でない。案１は


、主キーが一意識別になっていない。案２は


、主キーが氏名になっているため同姓同名の社員の登録ができない。案３は


求める答えは、ア、カ、クになる。


設問２


案４は、社員番号を主キーとして、データの登録、削除、変更を行うものであり、部門名


の「宣伝」を単独で利用してレコードを登録することができない。


、山内京子の社員番号が既知であり、主キーを利用してレコードを検索し、部門コアは


ード、部門名の変更が可能である。


、社員番号を用いてレコードを検索し、氏名を変更することができる。イは
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、社員番号でユニーク性がチェックでき、追加登録が可能である。ウは


、社員番号を利用してレコードを検索でき、削除可能である。エは


、主キーである社員番号がなく、非ナル制約から登録することができない。求めるオは


答えはオとなる。


設問３


ＩＮ述語は、副照会の検索結果、求められた複数の項目のいずれか一つでも合致すると真


となる条件である。問題のSELECT文では、副照会の社員表から氏名が池尻順平である部門コ


ードＫ１が抽出され、その部門コードＫ１に対応する部門名称経理を抽出することになる。


副照会で抽出された項目は主照会の条件項目と一致する必要がある。この問題では部門コ


、 。 、ードであり 部門コードＫ１となる部門名を部門表から抽出することになる の答えはａ


部門であり、求める答えはエとなる。


、 。ｂは ＩＮ句の前の部門コードと比較される社員表の項目であるから部門コードである


の求める答えはオになる。ｂ


SELECT 部門名 FROM 部門 WHERE 部門コード
IN (SELECT 部門コード FROM 社員 WHERE 氏名 = N'池尻順平')


主照会文


副照会文
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問020003解説
◆解答


設問 ａ カ ｂ ケ ｃ エ ｄ オ ｅ ク


◆解説


非正規形の受注伝票から第三正規形のレコード様式を求める正規化の問題である。


受注伝票の正規化の手順


には、固定部分と繰返し部分がある。受注伝票の場合の固定部分、繰非正規形のデータ


り返し部分は次のようになる。


固定部分 ：伝票番号、顧客名、年月日、合計金額


繰返し部分：明細番号、商品名、個数、単価、金額


では、データの固定部分と繰返し部分に分け、固定部分を繰返し部分に重複さ第一正規化


せてレコードを作る 。この場合のキー項目は伝票番号と明細番号である。。


第一正規形の は次のようになる。受注レコードの属性項目


伝票番号 顧客名 年月日 合計金額 明細番号 商品名 個数 単価 金額


は次の要領で行う。第二正規化


① 第一正規形のレコードからキー項目を見つける。


□受注レコードのキー項目は伝票番号と明細番号になる。


② 第一正規形のレコードから交差データを求め、交差データを特定する連結キーを設定す


る。


□交差データは個数、金額である。


□個数や金額は、伝票番号や明細番号のどちらか一方だけを指定しても意味のあるデータ


にはならない。個数や金額は、複数のデータ項目(伝票番号、明細番号)を合わせた連結


キーを設定して、初めて意味のあるデータとなる。


③ 連結キーと交差データを組み合わせて、新しいレコードを設定する。


□伝票番号と明細番号を結合して連結キーを作り、個数、金額と組み合わせて、受注明細


レコードを設定する。


④ 連結キーを構成するそれぞれの属性を主キーとするレコードを設定する。


□伝票番号を主キーとするレコードは、伝票番号、顧客名、年月日、合計金額の属性で構


成される。このレコードを受注レコードという。


□明細番号を主キーとするレコードは、明細番号、商品名、単価の属性で構成される。伝


、 、票内の明細欄に商品名が重複しない場合は 明細番号と商品名は１対１に対応するため


商品名を主キーとするレコードに置き換えることができる。通常は、キーには商品名で


はなく商品番号を使用するため、商品番号、商品名、単価の商品レコードとなる。
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受注レコードの第二正規形


□受注明細レコード：伝票番号、明細番号、個数、金額


□受注レコード ：伝票番号、顧客名、年月日


□商品レコード ：商品名、単価


受注レコード 受注明細レコード 商品レコード


伝票番号 顧客名 年月日 伝票番号 明細番号 個数 金額 商品名 単価


は、第二正規形からキー項目以外のデータ項目に属しているデータ項目を分離第三正規形


する。この場合にはキー項目以外のデータ項目に属しているデータ項目がないため、第二正規


形は第三正規形にもなっている。


受注伝票の正規化の手順


① 与えられた表のデータ項目の中から交差データを見つける。


② 交差データの主キーである複合キーを決める。


③ 複合キーと交差データで１つのレコードをつくる。


④ 複合キーの各データ項目に関係する項目を選び、それぞれのデータ項目を主キーと


するレコードをつくる。


⑤ ④で作成したレコード中に、主キー以外のデータ項目に関係する項目群があれば、


その項目群を集めて１つのレコードを作成する。


交差データの考え方


我々が日常取り扱うデータには複数個のキーワードを利用しないと意味不明のものが多い。


例えば買い物時に手にするレシートの数量は、レシート番号と商品コードを組み合わせて初め


て理解できる数値になる。レシートの数量３個はレシート番号１０１１０の商品コード１１０


０の商品の購入数量を表すことで意味のある内容になる。


受注番号と商品番号のように２つのキーワードを用いて初めて識別できるデータである受注


数量のようなデータを交差データという。交差データでは連結キーまたは複合キーを用いて、


商品番号


受
注
番
号


数量


データ数量は商品番号


と受注番号を指定して


はじめて意味のあるデ


ータとなる。
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初めて意味のあるデータとして関係づけることができる。例えば、受注番号と商品番号を組み


合わせて連結キーとして、受注数量と対応づける。この受注数量は、１枚のレシートの中にあ


る特定の商品番号の購入数量になる。


交差データは表にまとめられた１セルの数値を表している。行方向に受注番号、列方向に商


品番号を記載し、行方向の特定の受注番号と列方向の特定の商品番号の交点のセルは１枚のレ


シートの中にある特定の商品番号の購入数量を表している。


この問題の特徴


① 伝票番号は営業所単位につけられているため、社内での伝票の識別には営業所名と伝票


番号の連結キーが必要である。


② 商品の価額は、定価と受注ごとに決まる値引率によって算出される単価を利用する。


③ 商品は一つのカテゴリに属している。


④ 商品名は重複がないためキーとして利用できる。


示されたスキーマには、４つのレコード様式が示されているが、このうち３レコードの主キ


ーはすべて複合キーになっている。レコードに複合キーが用いられている場合、それに対応す


る交差データが存在する。その交差データの項目が明確になると、関係する主キーの内容も定


まることになる。


３レコードの検討


① 主キーが営業所名とａの場合


◇交差データは合計である。


◇合計は、営業所名と伝票番号によって決まるデータである。


◇ａは伝票番号である。


② 営業所名、伝票番号、ｂが主キーの場合


◇交差データは個数である。


◇個数は、営業所名、伝票番号、明細番号で決まるデータである。


◇ｂは明細番号である。


◇金額は個数と単価から計算される。


◇ｃは単価である。


③ 営業所名、伝票番号、商品名が主キーの場合


◇交差データがｃである。


◇営業所名、伝票番号は受注であり、商品名は同一受注には重複がない。販売取引に関す


る条件の説明からこれに該当する交差データは値引率になる。


◇ｅは値引率になる。


設問


販売取引に関係する受注ＲＤＢに関する問題で、正規化を行うと４個のファイルに分離す


ることができる。４個のレコードのデータ項目を検討すると答えを求めることができる。
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、営業所名と伝票番号の複合キーからなる受注レコードの、一方の主キーである伝ａは


票番号である。求める答えはカである。


、伝票の中の明細行に関するレコードで、受注伝票の明細行の内容から、営業所、ｂは


伝票番号、明細番号の複合キーを表している。求める答えはケである。


、明細行の中の項目で個数と金額があるから残りは単価である。求める答えはエでｃは


ある。通常、単価は商品レコードの属性であるが、この問題では、単価は取引ごとに、定価


×値引率で決まるため明細レコードのデータ項目になる。


、 、 、ｄは 月毎の販売実績一覧表を作成するための情報として 商品カテゴリが必要であり


求める答えはオである。


、 、 、ｅは 値引き実績表を作成するための商品別の値引率が必要であり 値引率は伝票単位


商品単位に発生するため、営業所名、伝票番号、商品名の複合キーのレコードとなる。求め


る答えはクとなる。
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問020004解説
◆解答


設問１ ａ イ ｂ ア


設問２ ｃ キ ｄ カ


◆解説


タイムスタンプ法を用いた同時実行制御に関する問題である。


は、複数の利用者が同時に同じ情報を更新する場合、適切な制御を行わない同時実行制御


とデータベース内の情報が矛盾する場合が生じる。このような矛盾の発生をなくするために、


同時に同じデータを更新する場合、細かな制御が必要になる。このような制御機能を同時実行


制御という。


、 、すべての処理が直列になるようにスケジューリングすれば データベースの一貫性が保たれ


論理矛盾が発生しないが、処理の効率が低下する。これらの制御を円滑に行うために、ＤＢＭ


ＳやＯＬＴＰではスケジューラ機構を用いる。


スケジューラの役目は各トランザクションの操作を利用者から発せられた順序で、最終的に


得られるスケジュールが直列可能であるように順序づけすることである。


トランザクションスケジューリングの働き


① ファイル、ページ、レコード単位でデータベースを同時に処理するトランザクションを


検知する。


② 検知結果、競合していることがわかると、一方のトランザクションを待機させ、他方の


トランザクションを実行する。


③ 実行中のトランザクションの処理が完了すると、待機中のトランザクションの処理を実


行する。


あるトランザクションが更新しているデータを、同時に実行しているトランザクションから


はアクセスできないように制御する方法が である。同時実行制御に排他制御(ロック方式)


は、通常、ロック方式による排他制御を用いるが、この問題の内容のようにタイムスタンプ法


を用いる場合もある。


は、すべてのトランザクションが発生時点に他のトランザクションとタイムスタップ法


識別できるタイムをもち、そのタイムに従って順序よく処理される仕組みである。もし順序が


変わる現象が発生すると、そのトランザクションのそれまでに実行したすべての処理をロール


バックし、新たな時刻をもって再スタートさせる。


トランザクションＡがトランザクションＢよりも前に実行を開始しているならば、トランザ


クションＡはトランザクションＢの開始前に全ての処理を実行し終えるように扱う考え方がタ


イムスタンプ法の同時実行制御である。


この考え方では、先に開始したトランザクションＡは、後から開始したトランザクションＢ


が更新したものを参照できないし、トランザクションＢが参照しているものを更新することも
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できない。従って、トランザクションは常にそのトランザクションが開始した時刻を携帯しな


がら、更新や参照する場合に、その直前に更新、参照したトランザクションの時刻と比較し、


処理が可能かどうかを検討する。


トランザクションの所持する時刻が、その直前に要求レコードを更新、参照したトランザク


ションの時刻よりも前の場合(古い場合)、それまでに処理したすべての内容をキャンセルして


最初から再スタートする。


タイムスタンプ法の制御手順


① トランザクションの開始時に時刻印がトランザクションに与えられる。


② データベースのレコード要求時に要求したトランザクションの時刻印と、そのレコード


を最後に参照または更新したトランザクションのレコードに印字された時刻印とを比較す


る。


③ レコードの時刻印が、そのレコードを要求するトランザクションの時刻印より後であれ


ば、そのトランザクションがそれまでに処理した全ての内容をキャンセルして再スタート


する。


④ トランザクションの時刻印の方がレコードの時刻印よりも後であれば、そのレコードを


アクセスする。


⑤ 要求レコードに対する処理が完了すると、トランザクションの時刻印を、レコードを最


後に参照または更新したトランザクションの時刻印として要求レコードに設定する。


設問１


ロック方式の排他制御に関する設問である。


データベースが論理矛盾を発生しないような制御が必要である。特定の人がＤＢの更新を


行っているときは、その処理が完了するまで他の人のアクセスを待たせる方法がロック方式


である。ａは、読み出したレコードで、ｂは書き込むが答えになる。


の求める答えはイ、 の求める答えはアとなる。ａ ｂ


設問２


タイムスタンプ方式の設問である。


データベースＤＢＭＳ


直前に処理した


トランザクション


現在処理要求中の


トランザクション


時刻印の比較結果


●赤の時刻印＞青の時刻印ならばアクセス許可


●赤の時刻印＜青の時刻印ならばアクセス不許可


これまでの処理をキャンセルし再スタートする
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レコードｘの読出し時刻印、書込時刻印、トランザクションの開始時刻印が問題になる。


トランザクションの開始時刻印がレコードｘの読出し時刻印又は書込時刻印よりも小さい


場合は、今までのすべての処理を破棄して、トランザクションは新たな時刻印を取得し、最


初の状態から再実行される。


トランザクションの時刻印が最も新しい場合のみ、そのトランザクションは、レコードｘ


を読出したり、書き込んだりの処理が可能になる。


、他のトランザクションがレコードｘに対して、読出しまたは書込みを行っているｃは


場合であるから、Ｔ＜Ｔr(x)又はＴ＜Ｔw(x)となる。 の求める答えはキとなる。ｃ


、このトランザクションが最も新しい場合であるから、このトランザクションの時ｄは


刻がレコードｘに読出し時に書き込まれている時刻に等しいか大きい場合であり、かつ、こ


のトランザクションの時刻が書込み時に書き込まれた時刻よりも等しいか大きい場合とな


る。従って、Ｔ≧Ｔr(x)かつＴ≧Ｔw(x)となり、 の求める答えはカとなる。ｄ
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問020005解説
◆解答


設問１ ａ ア ｂ カ


設問２ ｃ ウ ｄ ア


◆解説


関係データベースの正規化とＳＱＬ文に関する問題である。


顧客からの要求は、伝票単位に部品セット番号、部品セット数で行われ、部品セット関係表


のレコード様式を用いる。出荷管理は、構成部品番号、構成部品名、出荷個数の情報を使用す


る。顧客要求から出荷管理に至る情報がどのように変化していくかがこの問題のポイントであ


る。


情報の整理に利用する表


① 構成関係表


部品セットを構成する構成部品数を部品セット番号をキーにして求めることができる。


データ項目は部品セット番号、構成部品番号、構成数になる。


② 部品関係表


構成部品番号から構成部品名を求めることができる。


●部品セットＡは構成部品


アを１個、構成部品イを


３個、構成部品ウを２個


…で構成される。
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顧客要求の部品セット関係表から、出荷実績表に至る処理手順


① 顧客要求から、必要な部品セット番号と部品セット数を知る。


、 、 。② 部品セット番号をキーとして 構成関係表を使用して 構成部品番号と構成数を求める


③ 構成部品番号別に次の計算式を使用して、出荷個数を求める。


出荷個数＝構成数×部品セット数


④ 部品関係表を使用して、構成部品番号に対応する構成部品名を求める。


⑤ 出荷実績表を作成する。


ＳＱＬのSELECT文の基本形


構文①


SELECT データ項目名 FROM 関係表名 WHERE 条件式


② データ項目名には、必要な関係表のデータ項目名がカンマで区切られて複数並ぶ。


③ 関係表名には、複数の関係表をカンマで区切って並べることができる。


④ 条件式には、AND ORなどの論理演算子を使用して複数の条件を記述することができる。


⑤ 複数の表がある場合の表中のデータ項目の表し方


表名.データ項目名


⑥ AS演算子を使用して、部品セット数×構成数で出荷個数を計算し、その計算結果を出荷


個数というデータ項目に格納することができる。


設問１


、関係表のレコード様式で、部品セット番号を構成する構成部品番号とその構成数ａは


。 、 、 、 。を示す内容になる 従って 部品セット番号 構成部品番号 構成数のレコード様式となる


ａは構成数となり、求める答えはアとなる。


、顧客要求の部品セット関係表の内容である。１伝票は部品セット番号と部品セッｂは


ト数を１組だけ記載しているため、答えは部品セット数となり、求める答えはカとなる。


設問２


出荷実績表は、伝票番号、構成部品番号、構成部品名、出荷個数の項目からなる。


構成部品番号は、部品セット関係表で、伝票番号を指定し、部品セット番号を得て、構成


関係表の構成部品番号を経由して、 、 を求める部品関係表の構成部品番号 構成部品名


ことができる。


は、部品セット関係表の部品セット数と構成関係表の構成数を掛けることによ出荷個数


って求めることができる。


、伝票番号、部品関係表の構成部品番号、構成部品名、部品セｃのSELECT文の項目は


ット数＊構成数が出荷個数になる。従って、求める答えはウである。


ｃの各項目は、構成関係表、部品関係表、部品セット関係表の３つの表を利用して求める


ことができる。構成関係表と部品セット関係表は部品セット番号で関係付け、構成関係表と


部品関係表は構成部品番号によって関係付けされる。これらの関係が同時に成り立つことに


よって出荷実績表の各項目を抽出することが可能になる。 の求める答えはアとなる。ｄ
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、構成関係表の構成部品番号と部品関係表の構成部品番号が一致しても、部品セッイは


ト数が不明なため出荷数が求められない。


、構成部品番号と部品セット番号が一致することは意味がない。ウ、エは


、同一の部品セット関係表から部品セット番号を抽出しても意味がない。オは
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問020006解説
◆解答


設問１ ａ イ ｂ エ ｃ カ


設問２ ウ


設問３ イ


◆解説


ＳＱＬ言語のSELECT文に関する問題である。


ＳＱＬの基本形式、副照会に関するＩＮ句の問題、表の結合の問題、グループ集計処理、整


列に関する問題が取り上げられている。


ＳＱＬ文のデータ検索に関する基本構文


□構文


SELECT 属性名、属性名、… FROM 表名 WHERE 検索条件


□ には、出力する属性(列)の属性名(列名)をカンマで区切って並べる。SELECT句


□ には、データを取り出す表名を指定する。FROM句


□ には、検索条件を指定する。WHERE句


２つの表の結合の構文


は、一つの表のある列ともう一つの表のある列を結びつけるSELECT文で２つの表の結合


求めることができる。


□構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y WHERE X.列名 = Y.列名


、 、 、商品表と売上表をコードと商品コードで結合すると 新しく結合された表は 営業所コード


商品コード、商品名、単価、売上数量のデータ項目を有する表になる。従って、営業所コード


を満足させる商品名と単価＊売上数量のデータ項目のレコードが抽出可能になる。


日付順に受注情報を表示する場合のSELECT文


□構文


SELECT * FROM 受注表 ORDER BY 受注日


□「どの表から 「結果を昇順で出力する」」、


□ 、分類順序を表す。文節にASCを指示すると昇順、DESCを指示するとORDER BY文節は


降順を表し、省略するとASCとなる。


□ORDER BY 列名で分類の特定列を指定する。この場合は受注日を用いて昇順に整列する


ことになる。


□特定の複数列で分類することも可能である。


□受注表は、(伝票番号、顧客番号、受注日)のレコード様式である。
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３つの表の結合


３つの表、顧客表、受注明細表、商品表から、大阪商会から注文を受けた商品名と数量を


求め、数量順に表示する場合の例を示すと、次のようになる。


□構文


SELECT 商品名，数量 FROM 顧客表 X,受注明細表 Y,商品表 Z


WHERE 顧客名 = N'大阪商会' AND X.顧客番号 = Y.顧客番号


AND Y.商品番号 = Z.商品番号 ORDER BY 2


□X､Y､Z を という。相関名


□ の「２」はSELECT文節の２番目の項目の数量を意味する。ORDER BY 2


副照会の指示形式


副照会は、ある表を照会した結果を用いて別の表を照会する。


□副照会の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名


WHERE 列名 = (SELECT 列名 FROM 表名 WHERE 検索条件)


□SELECT文の中にSELECT文を記述し、一方のSELECT文の出力をもう一方のSELECT文の入力


として処理する機能である。照会の中に埋め込まれた照会を副照会、最初の照会を主照


会という。


□最初のWHERE 句の条件として、もう一つの照会を利用している。


□WHERE句の列名と副照会で抽出された列名が一致すると主照会のWHERE 句の条件が真と


なる。


受注表


伝票番号 顧客番号 受注日
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設問１


、所属が大阪支社である営業所名であるから、Ｅ０４の大阪営業所とＥ０５の福岡ａは


営業所となり、 の求める答えはイとなる。ａ


、商品コード＝Ｇ０１、売上数量１００を超え、コード＝営業コードとなる営業所ｂは


。 、 、 、 、 、名をもとめる 従って 営業所コードがＥ０２ Ｅ０３ Ｅ０４の３営業所で 仙台営業所


東京営業所、大阪営業所となり、 の求める答えはエとなる。ｂ


、商品コードがＧ０２となる営業所名であるから、札幌営業所、東京営業所、大阪ｃは


営業所、福岡営業所となり、 の求める答えはカとなる。ｃ


設問２


商品表のコードと売上表の商品コードで商品表と売上表を結合し、結合した表を利用して


営業所コードがＥ０３となるレコードの商品名、単価＊売上数量を求める。


のＳＱＬ文が正しい表現である。求める答えはウとなる。ウ


、売上表のみでは、商品コードとコードの一致を求めることができない。アは


、商品表のみでは、商品コードとコードの一致を求めることができない。イは


、営業所コードとＥ０３１のみでは、商品表と売上表を結びつけることがエの条件句は


できない。


設問３


表５から売上数量の合計を降順に並べる内容である。


売上数量の合計に列名がついていないので番号２で指定する。この番号はSELECT句の２番


目の項目を意味する。この場合には、SUM(売上数量)が該当する項目となり、売上数量の合


計を降順に並べることになる。


降順に整列する場合、ORDER BY 2 DESC を使用する。求める答えはイとなる。
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問020007解説
◆解答


設問１ エ


設問２ ウ


設問３ エ


◆解説


非正規形の受注伝票から第三正規形のレコード様式を求める問題である。


になっている。受注伝票は非正規形


この伝票を第一正規化、第二正規化、第三正規化を行うことによって、論理矛盾が発生しな


い、冗長性の少ないレコードの集まりである第三正規形を作ることができる。この操作が正規


化である。


ファイル設計目標と正規化の関係


①の項目は同じレコードが表の中に存在しない条件であり、第一正規形であり、受注番号、


商品番号を複合キーとする主キーで一意性制約が保たれていることを特徴付けている。


②の重複更新の問題は、参照制約の問題であり、③の情報削除の問題は存在制約に関係する


内容であり、すべての問題は第三正規化を行うことによって解決することができる。


正規化の手順


① 第一正規化


商品番号をキーとする明細レコードにヘッダ部分の情報を付加して、受注伝票の１レコ


ードを明細行の複数のレコードに分割する。


② 第二正規化


交差データの数量に着目する。


明細行の数量は、受注番号、商品番号の２つのキーを指定して、はじめて定まる数であ


る。そこで、受注番号、商品番号、数量をデータ項目とするレコードを作る。このような


レコードを という。受注明細表


受注番号 顧客番号 顧客名 住所 日付 受注総額 商品番号 商品名 単価 数量 金額


受注番号 商品番号 数量


受注番号 顧客番号 顧客名 住所 日付 受注総額


商品番号 商品名 単価


受注明細表


受注表


商品表







- 2 -


受注明細表の一方のキーである受注番号を主キーとするレコードを考える。


関係するデータ項目は、日付、顧客番号、顧客名、顧客住所、受注総額である。この６


項目で を作成する。受注表のレコード


受注明細表のもう一方のキーである商品番号を主キーとするレコードを考える。


関係するデータ項目は、商品名、単価である。この３項目で を作商品表のレコード


成する。


③ 第三正規化


受注表の内容を見ると、主キー以外のデータ項目で、主キーとして外部にレコードを作


成することのできる項目群がある。即ち、顧客番号を主キーとすると、関係するデータ項


目は、顧客名、顧客住所となる。この３項目で を作成する。顧客表


、 、 、 、 、 、 、受注表を 受注番号 顧客番号 日付 受注総額からなる受注表と 顧客番号 顧客名


顧客住所からなる顧客表に分けることができる。


この問題の場合、商品表の単価は商品別に決まるのではなく、顧客別に決めているので商品


表から単価を除いたレコードとなる。


交差データ


交差データの判定は、対応する主キーとなるデータ項目の対応関係が多対多の関係にあるか


どうかによって決まる。もし、多対多の関係が存在すると、関係するデータ項目の中に複合キ


ーを利用しないと、的確なデータを表すことができない項目が存在する。そのデータ項目と関


係する主キーとなるデータ項目を組み合わせて、交差データを作成する。


設問１


商品レコードの内容は、通常は、商品コードをキー項目として、商品名、商品単価となる


が、この場合には、商品単価は顧客別に異なるため不要となる。求める答えはエとなる。


設問２


商品番号は、受注明細の内容であり、受注レコードとしては不要である。数量、受注金額


受注番号 商品番号 数量


受注番号 顧客番号 日付 受注総額


商品番号 商品名 単価


受注明細表


受注表


商品表


顧客番号 顧客名 住所 顧客表
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も受注明細の内容である。従って、受注レコードは、顧客番号、受注番号、日付となる。な


お、受注総額は受注明細から計算によって求めることができるため含めない。この場合のキ


ー項目は、受注番号である。求める答えはウとなる。


設問３


受注金額は、単価と数量で決まるため不要である。単価は顧客番号と商品番号で決まるの


で必要。商品名は商品番号があれば商品レコードから求められるので不要である。受注明細


レコードは、受注番号と商品番号の複合キーで成り立つ。受注番号、商品番号、単価、数量


となり、求める答えはエとなる。
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問020008解説
◆解答


設問１ ａ イ ｂ キ


設問２ ｃ ウ


設問３ ｄ ウ


◆解説


関係データベースの各表のレコード様式およびＳＱＬに関する問題である。


生徒名簿表、クラス表、模擬試験結果表からなる関係データベースがある。


関係する表の内容


① 生徒名簿表


●主キーは生徒番号


●データ項目は生徒番号、生徒氏名、その他


●生徒番号を使用して生徒氏名を求める。


② クラス表


●主キーは生徒番号


●データ項目はクラス番号、生徒番号


●生徒番号からその生徒番号の所属するクラスを求めたり、クラス別に整列して各クラス


に所属する生徒番号を求めることができる。


③ 模擬試験結果表


●主キーは、試験番号、生徒番号の複合キーになる。


●データ項目は試験番号、生徒番号、英語の成績、数学の成績、国語の成績


●各生徒の試験ごとの英語、数学、国語のそれぞれの成績を求めることができる。


●各生徒個人の３科目の総合成績や試験別の順位を求めることができる。


ＳＱＬ文で①～③の各表を結合して、グループ集計による科目別平均点を算出することがで


きる。２つの表の結合は、一つの表のある列ともう一つの表のある列を結びつけるSELECT文で


求めることができる。


① ２つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y


WHERE X.列名 = Y.列名


(同じドメインの表Ｘの列名と表Ｙの列名を使用して結合する)


② ３つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y,表名３ Z


WHERE X.列名１ = Y.列名１ AND X.列名２ = Z.列名２


(２つの表の同じドメイン同士の列名を使用して結合する)
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結合の具体例


① 受注表と顧客表から、顧客番号、顧客名、伝票番号、受注年月日を求める。


□構文


SELECT 顧客表．顧客番号，顧客名，伝票番号，受注日


FROM 顧客表 X,受注表 Y


WHERE X.顧客番号 = Y.顧客番号


□顧客表(顧客番号、顧客名)の顧客番号と受注表(伝票番号、顧客番号、受注年月日)の顧


、 、 、 、 、客番号を利用して 顧客表と受注表を一つの表にまとめ 顧客番号 顧客名 伝票番号


受注年月日の項目からなる表をつくる。


② 商品表と受注明細表から、顧客番号D010の受注情報として伝票番号，商品番号，受注高


を求める。


□構文


SELECT 伝票番号，受注明細表．商品番号，数量＊単価


FROM 受注明細表 X，商品表 Y


WHERE X.商品番号 = Y.商品番号 AND 顧客番号 = 'D010'


□受注明細表(伝票番号、商品番号、数量)の商品番号と商品表(商品番号、商品名、単価)


の商品番号を利用して、受注明細表と商品表を一つの表にまとめる。伝票番号、商品番


号、商品名、単価、数量のデータ項目からなる表がまとまる。まとめた表から、顧客番


号がD010のレコードの所定の項目を抽出することができる。


□数量＊単価は結合した表の各項目を使用して計算する。計算結果を金額という項目を設


定して、そこに格納する場合にはAS演算子を使用する。


③ 顧客表、受注明細表、商品表の３つの表から、大阪商会から注文を受けた商品名と数量


を求め、数量順に表示する。


□構文


SELECT 商品名，数量


FROM 顧客表 X,受注明細表 Y,商品表 Z


WHERE 顧客名 = N'大阪商会' AND X.顧客番号 = Y.顧客番号


AND Y.商品番号 = Z.商品番号 ORDER BY 2


□X､Y､Z を相関名という。


□ORDER BY 2の「２」はSELECT文節の２番目の項目の数量を意味する。


グループ集計の求め方


商品番号毎の受注数量の合計を求め表示する。


□構文


SELECT 商品番号，SUM(数量) FROM 受注明細表 GROUP BY 商品番号


□「どの表から 「グループ化して 「式の結果を取り出す」」、 」、


□ に指定できるのは列名で、SELECT文節に表れているものである。この場合はGROUP BY
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商品番号別に受注数量を集計する。


□集計には関数SUM を用いる。


□受注明細表は、(伝票番号、商品番号、顧客番号、数量)のレコード様式である。


設問１


設問１は各表の関係項目の不足項目を補う問題である。


各生徒が属するクラスはクラス番号で識別する。クラス表はクラス番号、生徒番号の項目


からなる。 の答えはクラス番号で、求める答えはイとなる。ａ


模擬試験結果表は試験番号と生徒番号が定まって、各科目の成績が特定できる。従って、


模擬試験結果表は試験番号と生徒番号の複合キーが必要となり、複合キーの一方の項目が生


徒番号になる。 の求める答えはキとなる。ｂ


設問２


試験番号別、クラス別の英語、数学、国語の３科目の平均点を求めるＳＱＬ文に関する問


題であり、与えられたＳＱＬ文は、クラス表、模擬試験結果表を利用して各科目の平均点を


求める条件句に関するものである。


クラス表と模擬試験結果表の生徒番号を使用して クラス表と模擬試験結果表をクラス表.、


生徒番号＝模擬試験結果表.生徒番号で２つの表を結合する。試験番号、クラス番号をキー


として表を整列し、各科目の成績点をクラス別にグループ集計して、各科目の平均点を求め


る。従って、WHERE 句は次のようになる。


WHERE クラス表.生徒番号 = 模擬試験結果表.生徒番号


GROUP BY 試験番号,クラス番号


の求める答えはウとなる。ｃ


設問３


与えられた試験結果表から、生徒別の３科目の合計の最高点を求めるＳＱＬ文に関する問


題である。


与えられた表は、試験番号、生徒番号、英語の成績、数学の成績、国語の成績のデータ項


目になっている。


試験結果の内容から、生徒番号が３４１、５４３、１２３、７６５、８７３の５名に関す


る最高点が問題になっている。抽出する項目は生徒番号と生徒番号別の３科目合計の最高点


である。


生徒番号３４１は１試験結果で最高点は２１５、生徒番号５４３は２試験結果で、それぞ


れの３科目の合計は、２１０、２２０となり、最高点は２２０となる。同様にして生徒番号


１２３の最高点は２２５、生徒番号７６５の最高点は１８５、生徒番号８７３の最高点は、


２５０となり、 の求める答えはウとなる。ｄ
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問020009解説
◆解答


設問 ａ ア ｂ ウ ｃ オ


◆解説


分散データベースの２相コミットメント制御に関する問題である。


コミットメント制御


トランザクション処理では、更新による状態の変化はすべてのファイルが更新前の状態にあ


るか、または更新後の状態にあるかのいずれかの場合であり、その途中状態、即ち一つのファ


イルが更新されて、別のファイルが更新されないような状態は存在しないという特性がある。


従って、すべてのファイルが更新されるコミットの状態が実現されないならば、すべてのファ


イルはロールバックされて、更新前の状態に戻される。


２相コミットメント制御


２相コミットメント制御は、データベースの更新を第一相と第二相の２回のコミュニケーシ


ョンで行う方法で、データの整合性を確保する。


●正常な処理の場合


□第一相で同期要求元の主サイトがサイト１、サイト２に対して、データベース更新の保


証処理を依頼する。これをPREPARE という。


“ ” 、 、□第二相で要求元の主サイトがすべてのデータベースの ＯＫ を受け取って サイト１


サイト２に実際の更新を依頼する。これをCOMMITという。


●異常処理の場合


□第一相で同期の要求元の主サイトが、データベース更新の保証処理を依頼した結果、ど


れか一カ所のサイトから“ＮＯ”の返事を受け取る。


□同期の要求元の主サイトは、サイト１、サイト２に対して、データベースを更新前の状


態に戻す依頼をする。これをROLLBACKという。


すべてのデータベースを更新するか更新前の状態に戻すことによって、データベースの整合


性を確保する。


主サイト サイト１ サイト２


第２フェーズ


更新


セキュア指示


第１フェーズ


コミット指示


実更新


更新
更新


セキュア
セキュア


コミット
コミット


実更新
実更新


指示 ＡＣＫ
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、コミットメント制御が機能しないために論理矛盾を発生する現象を示して問題の図２は


いる。サイトＡは、データベースｓの内容をｍからｍ’に更新する。一方、サイトＢはデータ


’ 、 、ベースｔの内容をｎからｎ に更新する予定が途中で障害が発生したために ｎのままになり


サイトＡとサイトＢで矛盾することになる。


、２相コミットメント制御が正常に機能する場合の状態変化を示している。問題の図３は


サイトＡ、Ｂでの実行内容


① サイトＡでは、最初のデータベースの値２００を、ｓ＋２００→ｓの計算で、４００を


求めて更新する。


② サイトＢは、最初の値ｃを、ｔ＋２００→ｔの計算を使用して、ｔ１を求め、ｃをｔ１


で更新する。


③ ①、②の更新処理は正常に行われてコミットする。


④ サイトＡは、データ４００を、ｓ－１００→ｓの計算式を使用して、３００を求め、更


新する。


⑤ サイトＢは、データｔ１を、ｔ＋１００→ｔの計算式を使用して、ｔ２を求め、更新す


るときに障害が発生し、更新前の状態になる。その値が８００である。即ち、ｔ１の値は


８００である。


⑥ サイトＡは、更新後のデータ３００を更新前のデータに戻して４００とする。


設問


、コミットメント制御が機能しない場合であり、サイトＡはコミットし、サａの図２は


ｂの値は更新前の４００


にロールバックされる


ｂｋ更新前の値


ｔ＝８００は更新前の


値ｔ１である


ｔ１＝８００


ｃの値はｔ１－２００の


計算で求まる


８００－２００＝６００
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イトＢは障害が発生してロールバックする現象を示している。サイトＢはロールバックする


ためデータは更新前のｎとなる。求める答えはアとなる。


、サイトＡのデータ４００が４００－１００＝３００の値で更新処理されるプロセｂは


スで障害が発生し、ロールバックされるため元の４００となる。求める答えはウとなる。


、１回目の更新処理でｔ＋２００の演算が行われて、この場合はコミットする。２ｃは


回目の更新処理では、１回目の結果に対して、ｔ＋１００の更新処理が行われるが、障害が


発生してロールバックされた結果が８００である。従って、１回目の更新処理結果が８００


、 。 。になり １回目の更新前のデータは８００－２００＝６００となる 求める答えはオとなる
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問020010解説
◆解答


設問１ エ


設問２ ａ キ ｂ エ ｃ ア


◆解説


関係データベースのＳＱＬに関する問題である。


第三正規形の関係データベースの表から、ＳＱＬ文を利用して、グループ集計や複数表の副


照会または結合により、条件に一致する特定の項目を抽出する問題である。


正規化された４表の関係を次に示す。


受注明細表の主キーは受注番号と商品番号の複合キーとなる。複合キーの一つの商品番号が


主キーとなって商品表を形成し、もう一つの受注番号が主キーとなって注文表を形成する。注


文表の顧客コードの項目が主キーとなって顧客表を形成し、注文表から外部参照されることに


なる。


GROUP BYを使用したグループ集計のSELECT文


商品番号毎の受注数量の合計を表示する。


●構文


SELECT 商品番号，SUM(数量) FROM 受注明細表 GROUP BY 商品番号


SELECT 商品番号，SUM(数量) FROM 受注明細表 GROUP BY 商品番号


グループ化を伴う操作。｢どの表から｣、｢グループ化して｣、｢式の結果を取り出す」


GROUP BYに指定できるのは、列名でSELECT文節に表れているものである。


GROUP BYを指定すると、SELECT文節で指定でるものは、GROUP BYで指定した属性名また


はその属性名による集計関数しか記述することができない。


受注明細表は、(伝票番号、商品番号、顧客番号、数量)のレコード様式である。


受注番号 商品番号 注文数量


商品番号 商品名 品種 単価


受注番号 顧客コード 受注日


顧客コード 顧客名 住所


外部参照


商品表


受注明細表


注文表


顧客表


第三正規形の４表


受注明細表と商品表を商品番号


で結合して、注文数量と単価を


用いて受注金額を計算する


受注明細表と注文表を受注番号で


結合して、顧客コードで顧客表を


外部参照すれば顧客名が求まる


結合


結合
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４表の活用の方法


① 順次、表を活用して品種を求める方法


② 表を結合して求める方法


③ 副照会を使用して、商品番号を求め、主照会で品種を求める方法


◇表の結合


表の結合は、一方の表の列の値と、もう一方の表の対応する列の値の等しい行をつなぎ合


わせることによって表を結びつけ、新しい一つの表を作成する。２つの表には、定義内容の


等しい列が存在することになる。


◇結合の構文


２つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y


WHERE X.列名 = Y.列名


３つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y,表名３ Z


WHERE X.列名１ = Y.列名１ AND X.列名２ = Z.列名２


副照会で行う 主照会で行う
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① 受注表と顧客表から、顧客番号、顧客名、伝票番号、受注年月日を求める。


SELECT 顧客表．顧客番号，顧客名，伝票番号，受注日


FROM 顧客表 X,受注表 Y


WHERE X.顧客番号 = Y.顧客番号


顧客表の顧客番号と受注表の顧客番号を利用して、顧客表と受注表を一つの表にまとめ


る。


② 顧客表、受注明細表、商品表の３つの表から、大阪商会から注文を受けた商品名と数量


を求め、数量順に表示する。


SELECT 商品名，数量


FROM 顧客表 X,受注明細表 Y,商品表 Z


WHERE 顧客名 = N'大阪商会' AND X.顧客番号 = Y.顧客番号


AND Y.商品番号 = Z.商品番号 ORDER BY 2


X､Y､Z を相関名という。ORDER BY 2の「２」はSELECT文節の２番目の項目の数量を意味


する。


◇副照会と指示形式


副照会はある表を照会した結果を用いて同じ表または別の表を照会する。


SELECT文の中にSELECT文を記述し、一方のSELECT文の出力をもう一方のSELECT文の入力と


して処理する機能である。照会の中に埋め込まれた照会を副照会、最初の照会を主照会とい


う。副照会の構文は次のようになる。


SELECT 列名、列名、… FROM 表名


WHERE 列名 = (SELECT 列名 FROM 表名 WHERE 検索条件)


最初のWHERE 句の条件として、もう一つの照会を利用している。WHERE句の列名と副照会


で抽出された列名が一致すると主照会のWHERE 句の条件が真となる。


◇副照会の具体例


① 商品表から、どのプリンタの単価よりも高い商品名と単価を求める。


SELECT 商品名，単価 FROM 商品表


WHERE 単価 > ALL(SELECT 単価 FROM 商品表 WHERE 商品名 LIKE N'プリンタ%')


ALLは、副問い合わせした結果の各値すべてに対して関係演算子による比較条件が真と


なれば、WHERE句の条件が真となる。ただし、値が設定されない場合も真となる。この場


合は、商品表(商品番号、商品名、単価)という同一の表に対して主照会と副照会を行う。


また、副照会の結果が複数返ってくる場合である。最初に商品表から、｢プリンタ～｣とい


う商品名のすべての商品の単価を調べ(ここまでが副照会になる)、抽出されたすべての単


価と同じ商品表の中の全商品の単価と比較して、抽出されたすべての単価よりも高い単価


の商品名と単価を抽出する(主照会)。


設問１


受注明細書の同一受注番号の受注金額の合計を求める問題である。
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通常、受注明細書には複数の商品が含まれている。受注明細書には、商品番号と注文数量


が記載されているため、商品表を利用して、各商品番号の単価を調べ、注文数量＊単価で各


商品番号の金額を計算する。更に、同じ受注番号の複数の商品番号の金額の合計を求めると


受注金額が求まる。同じ受注番号内の複数の商品番号の金額の合計は、ＳＵＭ関数とGROUP


BYを組み合わせて用いる。SELECT文節の属性名が、受注明細表.受注番号,顧客名,SUM(注文


数量*単価)であるから、GROUP BY 受注明細表.受注番号,顧客番号となり、求める答えはエ


となる。


設問２


商品番号を抽出するＳＱＬ文は、注文表の中の顧客コードがＡ１５６のレコードの受注番


号を求め、その受注番号を用いて受注明細表から該当する商品番号を求めると、１０個の商


品番号の一覧表の表１が求まる。


ＳＱＬ文①の品種の抽出は、注文表で顧客コードＡ１５６のレコードの受注番号を求め、


その受注番号と受注明細表上の受注番号が一致するとそのレコードの商品番号を求める。次


、 、 。に その商品番号を利用して 商品表からその商品番号に一致するレコードの品種を求める


受注明細表上には該当するレコードが１０個あり、その１０個のレコードに対応する品種が


求められる。従って、出力は１０個になる。 の求める答えはキとなる。ａ


ＳＱＬ文②の品種の出力は、副照会では、注文表の顧客コードＡ１５６に相当し、注文表


の受注番号と受注明細表の受注番号が一致する受注明細表のレコードを抽出すると、表１の


。 、 、 、 、１０のレコードが抽出される 次に 主照会で 商品表の商品番号を 先頭から順次調べて


対象のレコードの商品番号と副照会で抽出された商品番号を照合し、一致するとその商品番


号の品種を出力する。この場合、商品表に対応する商品番号の品種を出力するため、同じ商


品番号は１回しか出力されない。出力される個数は７個となる。 の求める答えはエとなｂ


る。


ＳＱＬ文②のαの位置にDISTINCTを挿入すると、同じ内容の品種は重複されないため、品


種の出力の個数は４個となる。 の求める答えはアとなる。ｃ


カ
ー
ソ
ル
を
動
か
す
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問020011解説
◆解答


設問１ ａ エ ｂ ア ｃ オ


設問２ ｄ ア ｅ ウ


◆解説


関係データベースのＳＱＬ文を用いた表、ビューの定義に関する問題である。


実表の定義


新しい実表を定義する場合、定義言語CREATE TABLEを使用する。定義された段階では、表


中にデータは存在せず枠組みだけが作成される。


●構文


CREATE TABLE 表名


属性定義、属性定義、…


PRIMARY KEY 列名


FOREIGN KEY 列名 REFERENCES 表名


表名は、新しく作成する実表に対して付けた名前で、同一のスキーマ中のどの表とも異


なる一意性をもった名前である。


表名の次は、属性定義を記述する。１つの表に対して１つ以上の属性定義がなければな


らない。属性名、データ型、…、などを指定する。


属性名は、表中の属性を識別するための一意性をもった名前である。同じ表の中のどの


属性名とも異なっていなければならない。表が異なると同じ名前を用いてもよい。


データ型は属性がもつデータのタイプや桁数を指定する。DEFAULT 句は既定値を与える


もので、NOT NULLは非ナル値制約を定義する。


PRIMARY KEY 列名によって主キーを一意性制約で定義し、FOREIGN KEY 列名で外部キー


を指定し、REFERENCE 表名によって、参照する表を参照制約で定義する。


発注表の定義


●構文


CREATE TABLE 発注表


(発注番号 NUMERIC(4) NOT NULL,


発注日 DATE NOT NULL,


商品コード CHAR(5) NOT NULL,


数量 NUMERIC(5) NOT NULL,


PRIMARY KEY (発注番号),


FOREIGN KEY (商品コード) REFERENCES 商品表)


発注書には４つの列名が定義されている。発注番号、発注日、商品コード、数量の４項


目である。


各列名にはデータ型が定義される。
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各列名ともNOT NULL(空白の挿入ができない)の整合性制約が設定されている。


、 、 。PRIMARY KEY は発注番号であり FOREIGN KEY は商品コードで 商品表を参照している


ビュー表の定義


新しいビュー表を定義する場合、定義言語CREATE VIEWを使用する。ビュー表は記憶媒体


上に実在しない仮想の表であり、実表から導出する。ビュー表を用いると、データの機密保


護や表の別の見方が提示できる。


●構文


CREATE VIEW ビュー表名


属性名、属性名、…、


AS SELECT 属性名、属性名、…、


FROM 表名


WHERE 導出条件


ビュー表名は、新たに作成するビューに対してつけた名前である。同一スキーマの中の


実表名、ビュー表名は一意性をもった名前である。


属性名は、ビュー表に対する属性定義を記述する。属性名を省略すると、SELECT文で指


定した属性名とデータ型を用いる。属性名を指定する場合、ビュー表を構成するすべての


属性に対して指定する。ビュー表で指定した属性名に対して実表の属性のデータ型が継承


される。


属性名は、実表の属性名と同一でもよいし、異なった名前にしてもよい。属性名はビュ


ー表中の属性を識別するための一意性をもった名前とする。


FROM句の表名は、実表名、ビュー表名のどちらでも指定できる。


発注伝票ビューの定義


●構文


CREATE VIEW 発注伝票


AS SELECT T.問屋名,H.発注日,S.商品名,H.数量,S.単価 * H.数量 AS 金額


FROM 発注表 H,商品表 S,問屋表 T


WHERE H.商品コード = S.商品コード AND S.問屋コード = T.問屋コード


ビューの各項目は、既存表の発注表、商品表、問屋表を使用して、各表から関係する項


目が抽出される。


発注表の数量と商品表の単価を使用して金額を計算している。


AS演算子を使用して、数量×単価の計算結果を格納する別名金額の項目を設定する。


設問１


PRIMARY KEY として発注番号が、FOREIGN KEY として商品コードが設定され、REFERENCES


によって、商品表が参照される。


従って、ａの求める答えはエ、ｂの求める答えはア、ｃの求める答えはオとなる。
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設問２


ビュー表を作成するために、発注表の商品コードと商品表の商品コード、および商品表の


問屋コードと問屋表の問屋コードを使用して、問屋表、商品表、発注表の３表を結合する。


ｄの求める答えはア、ｅの求める答えはウとなる。
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問020012解説
◆解答


設問１ ａ キ ｂ ウ


設問２ エ


設問３ ア


◆解説


ＳＱＬ言語に関する問題である。


副照会の存在検査の構文


●構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名 表名ラベル


WHERE EXISTS (SELECT * FROM 表名 表名ラベル WHERE 検索条件)


SELECT 列名、列名、… FROM 表名 表名ラベル


WHERE NOT EXISTS (SELECT * FROM 表名 表名ラベル WHERE 検索条件)


●具体例


商品番号Ｓ００を受注していない顧客名を抽出する。


SELECT 顧客名 FROM 顧客 K


WHERE NOT EXISTS(SELECT * FROM 受注明細 J


WHERE J.顧客番号 = K.顧客番号 AND 商品番号 = 'S00')


存在検査は、副問合せSELECT文による検索結果の組が存在するかどうかを検査する機能


をもつ。EXISTSは、条件に合致するものが存在することを意味し、NOT EXISTSは、条件に


合致するものが存在しないことを意味する。


主照会の対象となる表は顧客表(顧客番号、顧客名、住所)であり、副照会の対象となる


表は受注明細表(伝票番号、顧客番号、商品番号、数量)である。


存在検査では、EXISTSの場合、副照会で受注明細表の顧客番号と顧客表の顧客番号を照


合して、一致する受注明細表のレコードの商品番号がS00のレコードならば抽出する。


NOT EXISTSの場合、抽出されるレコードがない場合に主照会の検索条件が真になる。


SELECT文の列名には、＊を用いる。主照会のWHERE文節、副照会のSELECT文節には列名


を指示する必要がない。K.顧客番号 = J.顧客番号が重要な働きをする。


◇カーソル処理の機能


ＳＱＬ命令は複数の行に対して集合演算を実行する。データベースのように複数の行から


なるデータの集合の中から、１行ずつデータを取り出す機能がカーソルの処理である。アプ


リケーションプログラムでデータベースを利用する場合、まず、カーソルを作成し、そのカ


ーソルを利用することによって、特定のデータを効率よく使用することができる。


複数の表を使用する場合、それぞれの表にカーソルを設定する。
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◇カーソルの利用手順


① カーソルを作成する。


カーソルを作成する構文は次の通りである。


DECLARE カーソル名 CURSOR FOR SELECT文


② カーソルを開く。


カーソルを使用するにはカーソルを開く必要がある。構文は次の通りである。


OPEN カーソル名


③ データベースの最後のレコードに達するまで１レコードずつ取り出す。


データベースの中から１レコードを取り出す構文は次のようになる。


FETCH カーソル名 INTO 変数リスト


④ 作業が終了したら、カーソルを閉じる。


カーソルを閉じた後も、そのカーソルはデータベースの中に存続する。再利用する場合


にはもう一度開く必要がある。閉じるための構文は次のようになる。


CLOSE カーソル名


⑤ カーソルの割当を解除し、カーソルを破棄する。


カーソルの割当を解除し、カーソルを破棄すると、カーソルに割り当てられていたメモ


リ領域が解除される。カーソルを破棄する構文は次のようになる。


DEALLOCATE カーソル名


◇社員スキル表の主・副照会の実行


上記のSELECT文では、主照会においてスキル表から１社員のレコードを選び、副照会を実


行する。副照会では社員スキル表を検索して、スキルコードがＦＥのものがあれば、真にな


主照会で最初のレコード


にカーソルを設定する


副照会で社員スキル表


を検査して、スキルコ


ードがＦＥの社員が存


在すると副照会の結果


が真になる


副照会が真になるとカー


ソルの対象レコードを抽


出する


カーソルを順次移動する


SELECT 社員番号 FROM 社員スキル表


WHERE EXISTS (SELECT * FROM 社員スキル表 WHERE スキルコ-ド = 'FE’)


スキルコードＦＥの人が存在する


とWHERE句は真になる


WHERE句が真になると社員番号を抽出する
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るため、主照会で選ばれた社員コードは抽出されることになる。この操作がスキル表の６レ


コードに対して繰り返される。


この場合、社員スキル表には副照会のためのカーソルと主照会のためのカーソルが設定さ


れる。主照会のカーソルが設定されているレコードに対して、副照会のカーソルの実行は６


レコードに対して行われ、真偽が判定される。この場合、主照会のすべてのレコードのカー


ソル位置に対して、副照会の結果は真となる。


◇社員表で主照会、社員スキル表で副照会の実行


上記のSELECT文では、主照会において、社員表の１レコードを選び、副照会を実行する。副


照会では社員スキル表を検索して、スキルコードがＦＥであり、社員表の選ばれた社員コード


と一致する社員コードがあれば、副照会は真となり、主照会のカーソルのレコードは抽出され


ることになる。


この場合、主照会のカーソルは社員表に設定され、副照会のカーソルは社員スキル表に設定


される。主照会のカーソルが設定されているレコードに対して、副照会のカーソルは６レコー


ドに対して実行し、社員表の社員番号と社員スキル表の社員番号が一致する処理のみが真とな


り、主照会の結果の社員名が抽出される。


設問１


、社員スキル表の６レコードに対して、副照会を実行するとすべてのレコードに対ａは


して真となり、６レコードとも抽出される。求める答えはキとなる。


、社員表の６レコードに対して、副照会を実行する。社員表の社員番号０００１とｂは


社員表の１レコー


ドにカーソルを設


定する


社員スキル表を副照


会して、スキルコー


ドがＦＥ、社員コー


ドがカーソルの社員


コードと一致すると


真となる


副照会が真になる


とそのレコードを


抽出し、カーソル


を次に移動する


SELECT 社員名 FROM 社員表 A


WHERE EXISTS (SELECT * FROM 社員スキル表 B


WHERE スキルコード = 'FE' AND A.社員番号 = B.社員番号)


副照会で、スキールコードがＦＥで、かつ社


員表の社員番号と社員スキル表の社員番号が


一致するものがあれば結果が真になる


副照会が真になれば、社員表から


社員名を抽出する
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０００２の場合は、副照会は真になるが、その他の場合はすべて偽となるため、抽出される


レコードは２レコードとなる。求める答えはウとなる。


副照会において、０００１、０００２はスキルコードもＦＥであり、社員コードも一致す


る。社員コード０００５は社員コードは一致するがスキルコードがＦＥにならないため、副


照会は偽となる。


設問２


社員スキル表が２種類あって、そのスキル表に同じ社員番号のスキルが両者に存在して、


そのスキルの内容が異なる場合に副照会が真になるケースである。


社員スキル表１にカーソルを設定し、社員スキル表２を使用して副照会を実行する。スキ


ル表１のレコードの社員番号が社員スキル表２に存在して、そのスキルコードがカーソルの


レコードのスキルコードと異なる場合に副照会は真となり、そのカーソルのレコードの社員


番号が抽出される。１社員番号がスキルを複数もつ場合である。求める答えはエとなる。


設問３


設問２で抽出したレコードから、社員表を利用して社員名を抽出すればよいことになる。


社員表と社員スキル表からそれぞれ１レコードを抽出し、各表にカーゾルを設定する。


社員スキル表１と社員スキル表２を使用して、両者に同じ社員番号が存在し、そのスキル


コードが異なり、かつカーソルの設定した社員表と社員スキル表の社員番号が一致した場合


に、社員表の社員番号と社員名を抽出する。


実際には、社員表と社員スキル表１の社員番号を一致させて、その後、社員スキル表２の


副照会を実行すればよいことになる。加える条件句は次のようになる。


AND A.社員番号 = B1.社員番号


求める答えはアとなる。


SELECT DISTINCT 社員番号 FROM 社員スキル表 B1


WHERE EXISTS（SELECT * FROM 社員スキル表 B2


WHERE B1.社員番号 = B2.社員番号 AND B1.スキルコード <> B2.スキルコード）


２つのスキル表に同じ社員番号のスキルコードがあっ


て、そのスキルコードが等しくない場合に真となる


２つ以上のスキルコードをもっている社員となる


副照会が真の時、スキル表２から


重複なしで社員番号を抽出する
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問020013解説
◆解答


設問１ ａ イ ｂ エ


設問２ ｃ エ ｄ ウ ｅ ク


◆解説


ＳＱＬ言語に関する問題である。


には、固定部分と繰返し部分がある。受注伝票の場合の固受注伝票の非正規形のデータ


定部分、繰り返し部分は次のようになる。


固定部分 ：受注番号、顧客番号、顧客名、日付


繰返し部分：品番、品名、単価、数量


は、データの固定部分と繰返し部分に分け、固定部分を繰返し部分に重複さ第一正規化で


せる。この場合のキー項目は受注番号と品番である。第一正規形の受注レコードの属性項目は


次のようになる。


受注番号 顧客番号 顧客名 日付 品番 品名 単価 数量


第二正規化の要領


① 第一正規形のレコードからキー項目を見つける。


受注レコードのキー項目は受注番号と品番になる。


② 第一正規形のレコードから交差データを求め、交差データを特定する連結キーを設定す


る。


交差データは数量である。数量は、受注番号や品番のどちらか一方だけを指定しても意


味のあるデータとしての属性値を決めることができない。


数量は、複数のデータ項目(受注番号、品番)を合わせた連結キーを設定して、初めて意


味のあるデータを求めることができる。


③ 連結キーと交差データを組み合わせて、新しいレコードを設定する。


受注番号と品番を連結して連結キーを作り、数量と組み合わせて、受注明細レコードを


設定する。


④ 連結キーを構成するそれぞれの属性を主キーとするレコードを設定する。


伝票番号を主キーとするレコードは、受注番号、顧客番号、日付の属性で構成される。


このレコードを受注レコードという。


商品番号を主キーとするレコードは、商品番号、品名、単価の属性で構成される。この


レコードを商品レコードという。
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受注レコードの第二正規形


受注明細表：受注番号、品番、数量


受注表 ：受注番号、顧客番号、顧客名、日付


商品表 ：品番、商品名、単価


受注表 受注明細表


受注番号 顧客番号 顧客名 日付 受注番号 品番 数量


商品表


品番 品名 単価


、第二正規形からキー項目以外のデータ項目に属しているデータ項目を分離第三正規形は


する。受注レコードのキー項目は受注番号であり、キー項目である受注番号以外のデータ項目


である顧客番号が決まれば顧客名が決まる関係にある。顧客名は顧客番号に属している。


受注レコードの第三正規化の手順


① 顧客番号が決まれば一意的に決まる顧客名を分離し、顧客レコードを設定する。


② 受注レコードを受注番号、顧客番号、日付の属性で設定する。


③ 顧客番号で、受注レコードと顧客レコードを関係づける。この場合の顧客番号を外部キ


ーまたは参照キーという。


第三正規化の結果、受注レコード、顧客レコード、受注明細レコード、商品レコードの４レ


コードに分離できたことになる。この４レコードの構成は第三正規形である。


受注表 受注明細表


受注番号 顧客番号 日付 受注番号 品番 数量


顧客表 商品表


顧客番号 顧客名 品番 品名 単価


GROUP BY 列名 HAVING グルーピングの条件の構文と具体例


受注表から２件以上の注文を受けている顧客の最新の受注月日を求める。


●構文


SELECT 顧客番号,MAX(受注日) FROM 受注表


GROUP BY 顧客番号 HAVING COUNT(*) >= 2


最新の受注日を求めるためにMAX関数を利用する。


HAVING文節はグループ化の条件を示す。


COUNT(*)は、行数(レコード数)のカウントである。重複を許す場合である。


COUNT(DISTINCT,列名)の場合は重複を除いた行数である。
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設問２の場合の例


SELECT 顧客番号,AVG(受注額) FROM 受注額表


GROUP BY 顧客番号 HAVING AVG(受注額) > (SELECT AVG(受注額) FROM 受注額表)


顧客番号当たりの受注額の平均 受注額表の受注額の平均


グルーピングの条件を示す場合に、GROUP BY 列名 HAVING 条件 で表現する。顧客番号


当たりの受注額の平均になる。


設問１


受注伝票から第三正規形を求めると、受注表、受注明細表、顧客表、商品表になる。


受注表の項目は、受注番号、顧客番号、日付となり、 の求める答えはイとなる。ａ


受注明細表の項目は、受注番号、品番、数量となり、 の求める答えはエとなる。ｂ


設問２


顧客番号別のグループ集計と受注額の平均額の比較であり、GROUP BY 列名 HAVING の構


ｃ ｄ ｅ文になる。従って、 はSELECTで、求める答えはエ、 はHAVINGで、求める答えはウ、


は副照会で(SELECT AVG(受注額) FROM 受注額表)となり、求める答えはクとなる。
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問020014解説
◆解答


設問１ ａ ア ｂ エ


設問２ ウ


設問３ イ


◆解説


ＳＱＬ言語に関する問題である。


新しいビュー表を定義する場合、定義言語CREATE VIEWを使用する。


ビューの定義


●構文


CREATE VIEW ビュー表名


属性名、属性名、…、


AS SELECT 属性名、属性名、…、


FROM 表名


WHERE 導出条件


ビュー表名は、新たに作成するビューに対してつけた名前である。同一スキーマの中の


実表名、ビュー表名は一意性をもった名前である。


属性名は、ビュー表に対する属性定義を記述する。属性名を省略すると、SELECT文で指


定した属性名とデータ型を用いる。属性名を指定する場合、ビュー表を構成するすべての


属性に対して指定する。ビュー表で指定した属性名に対して実表の属性のデータ型が継承


される。


属性名は、実表の属性名と同一でもよいし、異なった名前にしてもよい。属性名はビュ


ー表中の属性を識別するための一意性をもった名前とする。


FROM句の表名は、実表名、ビュー表名のどちらでも指定できる。


GROUP BYを使用したグループ集計のSELECT文の例


商品番号毎の受注数量の合計を表示する。


スクール名 地区名 受講生数 講師数


スクール番号 スクール名 講師数 地区コード


地区コード 地区名


受講生番号 スクール番号 講座ＩＤ


スクール番号別にCOUNT集計する


外部参照


キー


ビュー表


スクール表


地区表


受講生表
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●構文


SELECT 商品番号，SUM(数量) FROM 受注明細表 GROUP BY 商品番号


SELECT 商品番号，SUM(数量) FROM 受注明細表 GROUP BY 商品番号


グループ化を伴う操作。｢どの表から｣、｢グループ化して｣、｢式の結果を取り出す」


GROUP BYに指定できるのは、列名でSELECT文節に表れているものである。


GROUP BYを指定すると、SELECT文節で指定でるものは、GROUP BYで指定した属性名また


はその属性名による集計関数しか記述することができない。


受注明細表は、(伝票番号、商品番号、顧客番号、数量)のレコード様式である。


設問１


ＳＱＬ文の場合は次のようになる。


CREATE VIEW スクール別受講状況表(スクール名、地区名、受講生数、講師数)


AS SELECT S.スクール名,T.地区名,COUNT(J.受講生番号),S.講師数


FROM 受講生表 J,スクール表 S,地区表 T


WHERE J.スクール番号 = S.スクール番号 AND S.地区コード = T.地区コード


GROUP BY S.スクール名,T.地区名,S.講師数


スクール名(スクール番号)別に受講生の延べ人数をカウントし、ビュー表の受講生数の項


目に表示する。SELECT文節、GROUP BY句に表示する属性名は同じものになるため、COUNT(J.


受講生番号) を除く、S.スクール名,T.地区名,S.講師数となる。


の答えは、S.スクール名,T.地区名,COUNT(J.受講生番号),S.講師数で、求める答えはａ


アとなる。


の答えは、S.スクール名,T.地区名,S.講師数となり、求める答えはエとなる。ｂ


設問２


、 、 、ＳＱＬ文の内容は 講師数５名未満のスクールを対象に 地区別の講師数の合計を求めて


合計が５名を超える地区名と合計の講師数を抽出する。


Ａ地区は ３＋２＝５で該当しない。


Ｂ地区は ３＋３＋３＋３＝１２ 該当する。


Ｃ地区は １で該当しない。


Ｄ地区は ２で該当しない。


講師数の合計は１２となり、求める答えはウとなる。


設問３


地区別の講師１当たりの受講生数３０人未満の検索であるから、地区別の受講生合計を講


師数合計で除した値となる。


グループ化に伴う条件であるから次のようになる。


GROUP BY 地区名 HAVING SUM(受講生数)／SUM(講師数) < 30


求める答えはイとなる。
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問020015解説
◆解答


設問１ ウ


設問２ エ


設問３ ア


設問４ ア


◆解説


データベースの障害回復処理に関する問題である。


再始動方式による回復処理


トランザクション処理途中で障害が発生すると、障害発生の直前のチェックポイントまで


リカバリさせ、トランザクションの処理状態に合わせて、ロールバックやロールフォワード


を利用して、コミットの状態または処理直前の状態に復旧させる。


ロールバックにより処理直前の状態に戻したトランザクションは再始動方式で最初から再


び処理されることになる。


３つのトランザクションＡ、Ｂ、Ｃについて、ロールフォワード、ロールバック、再始動


方式の適用の方法を示すと図のようになる。


トランザクションＡは、障害が発生する前にすべての処理を完了している。トランザクシ


、 。ョンＢは処理を開始後 チェックポイントを経て処理が完了しない前に障害が発生している


トランザクションＣは処理開始後、まもなく障害が発生している。直前のチェックポイント


後に処理を開始したトランザクションである。


トランザクションＡの回復処理手順


① データベースの一貫性を保持している障害発生直前のチェックポイントに戻す。


② チェックポイント後のログ情報からトランザクションＡは障害発生前に処理を完了して


いることを知る。


データベース


トランザクションＡ


障害発生


トランザクションＢ


トランザクションＣ


チェックポイント


ログ：Ａ１、Ｂ１


ログ：Ａ２
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③ ログファイルＡ２を利用して、ロールフォワードにより、チェックポイントから完了ま


での処理をデータベースに反映させる。


トランザクションＢの回復処理手順


① データベースの一貫性を保持している障害発生直前のチェックポイントに戻す。


② チェックポイント後のログ情報からトランザクションＢは障害発生前に処理を完了して


いないことを知る。


③ ログファイルＢ１を利用して、ロールバックにより、データベース上の変更処理の内容


を処理直前の状態に戻す。


④ トランザクションＢを最初の状態から処理を開始する。


トランザクションＣの回復処理手順


① 障害発生後、データベースの一貫性を保持している障害発生直前のチェックポイントに


戻す。


② チェックポイントに戻った時点でトランザクションＣは何も処理されていない最初の状


態になっているため再始動が可能になる。


チェックポイント


トランザクション処理の応答性を確保するために、更新処理を主記憶のバッファに対して


行い、バッファ内のデータ処理の結果を二次記憶に反映させるのはバッファから二次記憶に


データを転送させるときに行う。


トランザクションから見えるデータベースは、二次記憶装置の内容とバッファの内容によ


って構成されている。この状態で障害が発生すると、バッファ内の処理結果のデータが失わ


れる危険性があるので、ログファイルを利用する。


二次記憶装置の内容とバッファの内容を合わせた内容と、二次記憶装置の内容が一致する


時点を設定する。この時点がチェックポイントである。


チェックポイントの設定によって、その時点までのログファイルの処理が不要になり、一


貫性が保たれた正しいデータベースを得ることができる。


適当な間隔でチェックポイントを設定すると、このチェックポイントを起点として、小さ


なログファイルとロールフォワードまたはロールバックの処理を用いることで、短時間にデ


ータベースシステムを正しく復旧することが可能になる。


ロールフォワード


システム障害において、障害発生前に処理が完了しているトランザクションについては、


チェックポイントから処理完了までの処理はログファイルの更新後ログの情報を使用してロ


ールフォワード処理として行われる。


媒体障害の回復処理はバックアップファイルとログファイルの更新後ログを使用してロー


ルフォワード処理で、障害発生直前のデータベースに復旧させる。
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ロールバック


障害発生時に処理が完了していないトランザクションは、障害発生直前のチェックポイン


トに戻り、チェックポイント時のログファイルの更新前ログを使用して、トランザクション


処理の実行前の状態に戻すロールバック処理を行う。


トランザクションの処理開始からチェックポイントまでの間に実行された更新処理を取り


消して、トランザクション処理が開始される前の状態に戻す処理がロールバックである。


ウォームスタートの手順


① 障害発生時に直前のチェックポイントに戻す。


② チェックポイントの情報に基づいて、処理中のものを直前の状態に戻す。


③ 障害発生前に処理の完了していたトランザクションはロールフォワード処理で直前の状


態に戻す。


④ 再処理する。


設問１


障害発生時には、直前のチェックポイントまで戻り、それ以降、障害発生直前の状態に戻


すロールバック、ロールフォワードの処理を行う。障害復旧の対象になるトランザクション


はＴＲ２、ＴＲ３、ＴＲ４となる。


設問２


ロールバックが必要なのは、ＴＲ３の処理であり、データベースの状態はＴＲ１のみが実


行された後の状態である。従って、運用開始時の状態からは、Ａが１０００→１１００にな


った状態で、Ｂ～Ｅには変化がない。求める答えはエとなる。


設問３


ＴＲ３、ＴＲ４がロールフォワードでコミット後の状態になる。Ａは１１００→６００と


なり、Ｄは２０００→２３００、Ｅは５００→４００となる。求める答えはアとなる。


設問４


ＴＲ１は処理する必要なし、ＴＲ３、ＴＲ４はロールバック、ロールフォワード処理、Ｔ


Ｒ２は再処理で実行する。求める答えはアとなる。
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問020016解説
◆解答


設問１ ａ カ ｂ イ


設問２ ｃ ア ｄ エ


◆解説


データベース言語ＳＱＬに関する問題である。


データ検索の基本形式


SELECT 属性名、属性名、… FROM 表名 WHERE 検索条件


SELECT句には、出力する属性(列)の属性名(列名)をカンマで区切って並べる。


FROM句には、データを取り出す表名を指定する。


SELECT * FROM 受注表 ORDER BY 受注日


「どの表から 「結果を昇順で出力する」」、


ORDER BY文節は分類順序を表す。文節にASCを指示すると昇順、DESCを指示すると降順を


表し、省略するとASCとなる。


ORDER BY 列名で分類の特定列を指定する。


特定の複数列で分類することも可能である。


受注表は、(伝票番号、顧客番号、受注日)のレコード様式である。


集計関数


表から取り出したデータを集計する機能を持っている関数で、次の関数がある。


① COUNT関数：クェリーの結果の行数を求める。WHERE句を指定すると、検索条件を満


たす行数を求める。構文は、COUNT(列名)、COUNT(*)となる。


COUNT(DISTINCT,列名)は重複を除いた行数をカウントする


② SUM関数 ：指定された列の合計値を計算する。WHERE句を指定すると、検索条件を


満たす合計値求める。構文はSUM(列名)となる。


③ AVG関数 ：指定された列の平均値を計算する。WHERE句を指定すると、検索条件を


満たす平均値を求める。構文はAVG(列名)となる。


④ MAX関数 ：指定された列の最大値を求める。WHERE句を指定すると、検索条件を満


たす最大値を求める。構文はMAX(列名)となる。


⑤ MIN関数 ：指定された列の最小値を求める。WHERE句を指定すると、検索条件を満


たす最小値を求める。構文はMIN(列名)となる。


副照会とは


ある表を照会した結果を用いて同じ表または別の表を照会する。
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副照会の指示形式


SELECT文の中にSELECT文を記述し、一方のSELECT文の出力をもう一方のSELECT文の入力と


して処理する機能である。


照会の中に埋め込まれた照会を副照会、最初の照会を主照会という。


副照会の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名


WHERE 列名 = (SELECT 列名 FROM 表名 WHERE 検索条件)


最初のWHERE 句の条件として、もう一つの照会を利用している。WHERE句の列名と副照


会で抽出された列名が一致すると主照会のWHERE 句の条件が真となる。


設問１


ａは、家族表の全員の平均年齢を計算し、その年齢を超えている社員ＩＤを抽出する問題


である。


４９０／１４＝３５となり、該当する社員はいない。求める答えはカとなる。


ｂは、家族単位に平均年齢を計算して、自分の家族の平均年齢を超えている社員ＩＤを抽


出する問題である。


。 。 。浅井は３７歳で該当しない 上野は４５歳で該当しない 佐藤は家族がいないので対象外


鈴木は１２歳で該当する。田中は１７歳で該当する。中村は５６歳で該当しない。渡辺は家


族がいないので対象外となる。


従って、答えは、Ｓ０４２、Ｓ０５４となり、求める答えはイとなる。


設問２


ＳＱＬ文④の限定述語ＡＬＬは副問い合わせした結果の各値すべてに対して関係演算子に


よる比較が真になればＷＨＥＲＥ句の検索条件が真になる。副問い合わせの結果、値が設定


されない場合でも検索条件は真となる。


ｃは、ＳＱＬ文④の場合、家族表に社員ＩＤが存在しない佐藤、渡辺の２人もＷＨＥＲＥ


句が真となり、抽出される。答えは家族がいないとなり、求める答えはアとなる。


ｄは、社員ＩＤに一致する家族が存在しない場合に真となるため


NOT EXISTS (SELECT * FROM 家族表 WHERE 家族表.社員ID = 社員表.社員ID)


となり、求める答えはエとなる。








- 1 -


問020017解説
◆解答


設問 ａ エ ｂ ア ｃ イ ｄ カ


◆解説


販売データファイルとマスタファイルを利用して、商品別得意先別の売上高の順位に整列し


た販売日報を作成するプログラムに関する問題である。


順編成の複数ファイルの突き合わせと整列のアルゴリズムが用いられている。


、 、 、 、前提条件の説明 処理ステップの説明 プロセスフロー 入力の販売データのレコード様式


出力の販売日報の様式を利用して検討する問題であり、得意先コード順に並べられた販売デー


タファイルのレコードを読み込み、商品名称、得意先名称を付加して、商品別の販売日報を作


成するプロセスに関する問題である。


問題の特徴的な内容


① 入力レコードは１レコードに複数のデータを含む非正規形であるから、これを正規形の


データに変更する処理が必要である。


② 販売日報は商品コード別に分類し、得意先コード別に順位を付ける。従って、第１キー


は商品コード、第２キーは得意先コードになる。


③ 販売日報は、商品コード、得意先コードを使用しないで、商品名称、得意先名称を使用


している。入力データは商品コード、得意先コードであるため、両者ともマスタファイル


を利用して変換する必要がある。


④ 商品マスタファイル、得意先マスタファイルともに順編成ファイルである。


⑤ 販売日報の単価は、販売金額／販売数量で計算して求める。商品マスタファイルを利用


して求めるものでない。


プロセスの処理内容


① 得意先マスターファイルと照合して、得意先名称をデータ項目として付加する。


② 販売データファイルの１レコードから商品別の複数のレコードを生成する。


③ 商品別、販売金額の降順に整列する。


④ 商品マスターと照合し、商品名称を付加する。


⑤ 同一商品内の得意先別の販売額の順位をつけ、販売金額／販売数量で単価を計算し、販


売日報を作成する。
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処理の流れ


設問


販売データファイルは得意先コードをキーとして整列されているから、Ｍ１マスタファイ


ルを利用して得意先名称を抽出し、販売データファイルに付加して、販売データの１レコー


ドをｎ個のレコードに分割してＦ１ファイルを作成する。Ｍ１マスターファイルは得意先名


を参照するため得意先マスターファイルとなる。従って、 の求める答えはエとなる。ａ


ステップ２では第一キーを商品コードの昇順、第二キーを販売金額の降順に整列する。従


って、 商品コード、販売金額(降順)で、答えはイとなる。ｃは


、 、ステップ３でＭ２マスタファイルを利用して商品名称を抽出し Ｆ２ファイルに付加して


Ｆ３ファイルを作成する。従って、 は商品コード、商品名称で、答えはアとなる。ｂ


ステップ４では、同一商品内の順位付けを行い、販売年月日、数量、単価、販売金額を含


むレコードを出力する。単価は販売金額／販売数量で計算する。


一つの得意先に同一商品が複数ある場合は、ステップ１の次に得意先コード、商品コード


で整列し、集計処理をする。従って、 の答えはカとなる。ｄ
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問020018解説
◆解答


設問１ ａ ア ｂ カ ｃ ア


設問２ ｄ ウ ｅ ア ｆ ア ｇ オ ｈ ア


◆解説


販売実績ファイルを使用して、店舗コード別、商品コード別にグループ集計し、販売金額の


降順に整列して順位付けを行った販売実績表の作成に関する問題である。


入力としての販売実績ファイルのレコード様式、出力としての販売実績表の様式、プロセス


フローを利用して検討する問題であり、販売実績ファイルのレコードを利用して、次の二つの


操作を実行している。


① 全店の販売金額の上位５０品目を決め、その品目に対応する各店舗別のそれぞれの品目


の順位を求め、販売実績表として出力する。


② 各店舗別に販売金額の上位５０品目を決め、その品目に対応する全店のそれぞれの品目


の順位を求め、販売実績表に出力する。


図１のプロセスフローの概要


① 店舗コード別、商品コード別に昇順に整列している販売実績ファイルを商品コード別に


昇順に整列する。


② 商品コード別に販売数量・販売金額の合計を計算し、販売金額の多い順に上位５０商品


をＦ１ファイルに出力する。


③ 店舗コード別、商品コード別に昇順に整列している販売実績ファイルを店舗コード別、


販売金額の降順に整列する。


④ 各店舗ごとに販売金額の多い順に自店舗順位を付けてＦ２ファイルに出力する。


⑤ Ｆ１ファイルは５０レコードをメモリに格納し、Ｆ２ファイルの店舗別データを取り出


して、対象データがメモリ内にあれば、１レコードに編集してＦ３ファイルに出力する。


⑥ Ｆ３ファイルを店舗コード、全店順位をキーとして整列する。


⑦ 店舗別に販売実績表を作成する。


要図２のプロセスフローの概


① 店舗コード別、商品コード別に昇順に整列している販売実績ファイルを商品コード別に


昇順に整列する。


② 商品コード別に販売数量・販売金額の合計を計算し、全データをＦ１ファイルに出力す


る。


③ 店舗コード別、商品コード別に昇順に整列している販売実績ファイルを店舗コード別、


販売金額の降順に整列する。


④ 店舗別に販売金額の多い順に順位を付け、店舗別に上位５０商品をＦ２ファイルに出力


する。
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⑤ Ｆ１ファイルのデータを販売金額の降順に整列し、販売金額の多い順に順位を付ける。


Ｆ１１ファイルに出力する。


⑥ Ｆ１１ファイルのデータを商品コードをキーとして昇順に整列し、Ｆ１２ファイルに出


力する。


⑦ 店舗コード別、販売金額の降順に整列しているＦ２ファイルを商品コードをキーとして


昇順に整列し、Ｆ１３ファイルに出力する。


⑧ Ｆ１２ファイルとＦ１３ファイルを商品コードで照合し、両ファイルの同一商品コード


のデータを編集して、１レコードを作成し、Ｆ３ファイルに出力する。


⑨ Ｆ３ファイルを店舗コード、自店順位をキーとして整列する。


⑩ 店舗別に販売実績表を作成する。


設問１


、販売実績ファイルのレコードを利用して、商品コードごとの販売数量、販売金額ａは


の合計を計算し、販売金額の多い順に順位付けし、その中から上位５０商品を抽出してＦ１


ファイルに出力される。その後の処理でこの５０品目に対応する各店舗の商品コードを抽出


する処理が行われる。また、販売実績表に出力される全店データは商品コード、数量、金額


であるから、Ｆ１ファイルに必要な最低のデータ項目は商品コード、販売数量、販売金額の


３個である。得意先コードはＦ１ファイルでは不要である。商品名称や順位はその後の処理


で付加されるためＦ１ファイルでは必要ない。


、各店舗ごとに販売金額の多い順に自店順位をつけて店舗別の全データをＦ２ファｂは


イルに出力するため、店舗別の平均レコード数の８０００と店舗数４０の積である３２万レ


コードとなる。


、Ｆ１ファイルの５０レコードに対応する各店舗の５０レコードを抽出するため、ｃは


店舗数４０から、Ｆ３ファイルのレコード数は２０００レコードとなる。


設問２


Ｆ１ファイルには商品ごとの販売数量、販売金額を計算し、全件を出力するため最大の１


００００レコードが出力されている。ステップ１１では、Ｆ１ファイルのレコードを販売金


額の降順に整列し、順位をつけてＦ１１ファイルに出力する。ステップ１２ではステップ３


でＦ１２ファイルとＦ１３ファイルを商品別に突き合わせるため商品コードをキーに整列し


て全レコードを出力する。従って、Ｆ１２ファイルのレコード件数は１００００レコードと


なる。


ステップ２では店舗別に販売金額による自店順位をつけて、販売実績表表示に必要な５０


品目を出力することになる。従って、Ｆ１３ファイルのレコード数は４０店舗分で２０００


レコードとなる。


Ｆ３ファイルは、ステップ３でＦ１３ファイルのレコード数２０００レコードに同じ商品


コードの全店データを付加して出力するため、レコード件数は２０００となる。


ステップ１１の整列キーは自店順位をつけるために必要な販売金額(降順)であり、ステッ


プ１２とステップ１３はステップ３での商品コードの対応に必要な商品コードになる。
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問020019解説
◆解答


設問１ ａ エ ｂ ウ ｃ エ ｄ イ


設問２ ｅ ア ｆ オ


設問３ ｇ オ ｈ カ ｉ エ ｊ ア


◆解説


トランザクションファイルを使用してマスタファイルを更新処理する複数ファイル処理に関


する問題である。


、 、売上データファイルのトランザクションファイルを使用して 商品マスタファイルの在庫量


入庫量、出庫量を更新し、会計年度の売上総利益を求め、商品別売上一覧表を作成したり、得


意先別売掛金マスタを更新し、得意先別売上一覧表を作成する問題である。


問題中には処理のための流れ図が与えられており、複数ファイル処理を行うためのレコード


のキーの内容、年度会計処理のためのデータ項目、売上総利益を計算するための計算式が求め


られている。


設問１


、日次処理(２)の場合で売上データファイルと得意先別売掛金マスタファイルａ、ｃは


を利用して得意先別売上一覧表を作成する処理である。売上ファイルを得意先コードで整列


し、得意先別売掛金マスタファイルを更新し、得意先別売上一覧表を出力する。


、日次処理(１)の場合で売上データファイルと商品マスタファイルを利用してｂ、ｄは


商品別売上一覧表を作成する処理である。売上ファイルを商品コードで整列し、商品マスタ


ファイルを更新し、商品別売上一覧表を作成する。


設問２


在庫マスタファイルのレコードの商品別在庫量は、年初の在庫量、当月の入出庫量から年


初から当月末までの入出庫量を求めることができる。


、年初から当月までの入出庫量であり、ｆは年初の在庫量になる。当月の入出庫量ｅは


は日次処理で更新し、月末に締める。年初から当月までの入出庫量は日次処理で更新し、年


初から期末まで継続して更新する。


設問３


売上総利益の計算式は次のようになる。


売上総利益＝年初から当月までの出庫量×販売単価


－(年初在庫量＋年初からの仕入量－在庫量)×仕入単価


＝オ×販売単価－(カ＋エ－ア)×仕入単価
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問020020解説
◆解答


設問１ ａ エ ｂ ア ｃ ウ


設問２ ｄ ウ ｅ エ ｆ ア ｇ イ


ｈ ウ ｉ イ ｊ ウ ｋ ア ｌ ア


設問３ ｍ ア ｎ ウ ｏ エ ｐ ア ｑ ア ｒ イ


設問４ ｓ ウ ｔ エ


◆解説


単一ファイル処理に関する問題である。


成績ファイルから成績一覧表を作成する処理に関する問題である。処理に必要なレコード様


式、処理に必要な整列の要領や整列のためのキーなどが問題になっている。


一連の処理のために必要なレコードの生成が重要である。生成したレコードを使用して、要


求内容に応じて並べ替え、順位付けを実行する。


設問１


ａ、ｂ、ｃの内容は、科目コード、得点、順位である。設問２の(１)の内容から、ａは科


目コード、ｂは得点、ｃは順位になる。


設問２


処理２では、科目コード別順位をつけるために科目コード別に得点を降順に並べＦ２に出


力する。


処理３では、科目コード別に順位を付ける。


処理４では、氏名コード（昇順）を第一キーとし、科目コード（昇順）を第二キーとして


整列する。


設問３


クラス別科目別に順位を付けるには、第一キーをクラスコード（昇順 、第二キーを科目）


コード（昇順 、第三キーを得点（降順）として整列する。）


設問４


、 、科目合計と科目合計の順位を付けるため どこ科目コードより大きな科目コードを付けて


得点の代わりに得点合計をもつレコードを作成する。
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問020021解説
◆解答


設問１ ウ


設問２ イ


設問３ エ


設問４ エ


◆解説


データベースの正規化、ＳＱＬに関する問題である。


第一正規化は、表において、どの属性の値を取っても、繰り返しなどの集合値や複合値を持


たない表を作成することである。


正規化は、第一正規化、第二正規化、第三正規化の順に行われる。


、 、 。第二正規化は 主キーに関係する属性のデータの重複を排除し 論理矛盾の発生を防止する


第三正規化は、主キー以外の属性に関係するデータの重複を排除し、論理矛盾の発生を防止


すると共に情報の独立性を高める。


正規化の目的


① データ項目の意味を正確に定義する。


② データ項目同士の関係を正確に定義する。


③ データの冗長性を取り除く。


④ データの重複を最小限にする。


⑤ データに関係する要件を標準化する。


⑥ データの更新、追加、削除作業の効率化を図る。


⑦ データの整合性を保つ。


⑧ データの属性間の関係を最も少なくなるようにする。


受注伝票の正規化の手順


① 与えられた表のデータ項目の中から交差データを見つける。


② 交差データの主キーである複合キーを決める。


③ 複合キーと交差データで１つのレコードをつくる。


④ 複合キーの各データ項目に関係する項目を選び、それぞれのデータ項目を主キーとする


レコードをつくる。


⑤ ④で作成したレコード中に、主キー以外のデータ項目に関係する項目群があれば、その


項目群を集めて１つのレコードを作成する。


結合の種類


① 交差結合


複数の表からすべての行と列を組み合わせる種類の結合を交差結合(クロス結合)とい
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う。交差結合によって作成される表の列数は、もとの表のそれぞれの列数を合計したもの


になり、行数は、もとの表のそれぞれの行数を掛け合わせたものになる。


② 等結合


一方の表の列の値と、もう一方の表の対応する列の値の等しい行をつなぎ合わせること


によって表を結びつける。等結合する２つの表には、定義内容の等しい列が存在すること


になる。


③ 外部結合


一方の表の該当する列に同一の値をもつ行が存在しなくても、もう一方の表のすべて


の行を出力することができる。左側の表を優先させて、左側の表のすべての行を出力する


場合を左外部結合、その逆を右外部結合という。


等結合の構文


２つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y


WHERE X.列名 = Y.列名


３つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y,表名３ Z


WHERE X.列名１ = Y.列名１ AND X.列名２ = Z.列名２


この問題の結合では、会員表、販売表、販売明細表、商品表の４つの表を結合している。従


って、次の３つの条件が同時に成立する必要がある。


① 会員表.会員ＩＤ＝販売表.会員ＩＤ


② 販売表.伝票番号＝販売明細表.伝票番号


③ 販売明細表.商品コード＝商品表.商品コード


結合する２つの表の中には同じ定義内容の項目が存在しなければならない。


結合の考慮点


① 結合する同士は同じデータ型にする。


② 表間に同じ列名があるときは、相関名で修飾する。


③ 会員表の会員ＩＤと販売表の会員ＩＤを使用して、会員表と販売表を一つの表にまとめ


る。


④ 販売表の伝票番号と販売明細表の伝票番号を使用して表をまとめる。


⑤ 販売明細表の商品コードと商品表の商品コードを使用して表をまとめる。


⑥ 四つの表が一つの表にまとめられる。


設問１


第一正規化の考え方であり、表において、どの属性の値を取っても、繰り返しなどの集合


値や複合値を持たない表を作成することである。当初のファイル様式では１レコードに販売


情報が複数発生し、非正規形になっている。この複数の販売情報を分離して、繰返しのない
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レコードを作成することであり、販売明細に相当するレコード数を含んだ販売明細表を作成


し、販売情報の繰返し要素を排除することになる。求める答えはウとなる。


アは第二正規化であり、イは第三正規化である。


設問２


正規化の効果に関する問題である


、 、 、 、 、正規化は データの冗長性を取り除き データの重複を最小限にし データの更新 追加


削除作業の効率化を図り、データの整合性を保つために行う。その結果、表間の独立性が高


まり、会員情報や商品情報を更新する際の影響を局所化でき、論理矛盾の発生を防止し、意


味のあるレコード群が作成されることになる。求める答えはイとなる。


設問３


２つの表の結合に関する問題である。


会員表と販売表を共通の項目である会員ＩＤで結合する。更に、販売表の販売額が１万円


以上の条件が同時に成立する内容になる。


会員表.会員ID = 販売表.会員ID AND 販売表.販売額 >= 10000


となり、求める答えはエとなる。


ア、イ、ウは表の結合ができない。オは最大値が１万円以上の条件、カは合計が１万円以


上になる。


設問４


４つの表を結合する問題である。


会員表の会員ＩＤと販売表の会員ＩＤを使用して結合し、販売表の伝票番号と販売明細表


の伝票番号を使用して結合し、販売明細表の商品コードと商品表の商品コードを使用して結


合し４つの表を一つにまとめる。更に、商品表の分類がワインである会員表の氏名と住所を


抽出する内容である。


会員表.会員ID = 販売表.会員ID AND 販売表.伝票番号 = 販売明細表.伝票番号


AND 販売明細表.商品コード = 商品表.商品コード AND 商品表.分類 = 'ワイン'


となり、求める答えはエとなる。


ア、イは商品表と販売表の結合ができない。ウは会員表と商品表の結合ができない。
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問020022解説
◆解答


設問１ ａ オ ｂ エ


設問２ ｃ イ ｄ イ ｅ ウ


◆解説


関係データベースに関する問題である。


ドメイン(列)


ドメインは同じ種類のデータの値の集まりである。ドメインにはドメインの内容を表すド


メイン名(列名、属性名)をつける。ドメイン名は１つの表において重複してはならない。


タップル(行)


各ドメインから値を１つずつ取り出し、できあがった組をタップルという。各ドメインか


ら取り出された値は密接な関係を持っており、タップルとして一つの意味をなしている。タ


ップルはレコードとも言う。タップルにはタップルを一意に識別する識別子が存在する。こ


の識別子を主キーという。


リレーション(表)


タップルを行とし、ドメインを列として並べたものが関係モデルで、このモデルのそれぞ


れの行と列に値を入れたものがリレーション(関係表)である。関係表は表名をもち、データ


ベースは複数の関係表から構成される。


一貫性とは


データベースの中のデータがなくなったり、意味が変わったり、矛盾が発生したりしない


ことである。データは、実世界の管理対象を表現するものであって、具体的な対象物であっ


、 、 、 、 。ても 概念的なものであっても 現実に存在し 意味があり 矛盾のないことが必要である


表名：ＣＣＣ


列名Ｘ 列名Ｙ 列名Ｚ


タ
ッ
プ
ル


ドメイン


表名：ＡＡＡ
表名：ＢＢＢ


●各列がドメイン


●ドメインの組がタップル


●ドメインとタップルの組


が関係モデル


●関係モデルに値が入ると


リレーションになる
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候補キー


表には特定のタップルを識別する属性があり、この属性を候補キーという。候補キーは１


つの属性であっても、複数の属性の集まりであってもよい。


主キー


複数個の候補キーの内、どれか１つを主キーとして使用する。どの候補キーを主キーにす


るかは任意である。主キーを使用してタップルを操作するときに不都合が生じなければよい


。 、 。ことになる データベースを活用する組織の方針に従って どれを主キーにするかが決まる


主キーは同じ値を複数個もってはならない。これを一意性制約という。主キーの列には非ナ


ル制約を指定する。主キーを使用してタップルを操作する。


設問１


は、案１の主キーは氏名であり、案２の主キーは社員番号であるため、部門に関するａ


登録をすることができない。オの配属先未定の新設部門を登録することができない。求める


答はオとなる。


は主キーが氏名であり、主キーの一意性制約から同姓同名の社員を登録することがでｂ


きない。求める答はエとなる。


アは社員番号、氏名の主キーを使用して変更可能である。


イの新入社員の登録は、社員番号、氏名のいずれかを使用して登録できる。


ウの退職者の削除は、社員番号、氏名を使用して可能である。


設問２


兼務のレコードをｄを社員番号、ｅを部門コードにすると、どのレコードも項目の内容が


。 、 、 、空にならないレコードになる は社員番号で 求める答はイとなり は部門コードでｄ ｅ


求める答はウとなる。


の兼務の登録件数は、綾瀬恵の社員番号９１２６と部門コードＳＤ、上戸光夫の社員ｃ


番号８５１８と部門コードＳＤの２件である。求める答はイとなる。
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問020023解説
◆解答


設問１ イ


設問２ ａ エ ｂ オ ｃ カ


設問３ エ


◆解説


関係データベースのＳＱＬに関する問題である。


集計関数


表から取り出したデータを集計する機能を持っている関数で、次の関数がある。


① COUNT関数：クェリーの結果の行数を求める。WHERE句を指定すると、検索条件を満たす


行数を求める。構文は、COUNT(列名)、COUNT(*)となる。


COUNT(DISTINCT,列名)は重複を除いた行数をカウントする


② SUM関数 ：指定された列の合計値を計算する。WHERE句を指定すると、検索条件を満た


す合計値求める。構文はSUM(列名)となる。


③ AVG関数 ：指定された列の平均値を計算する。WHERE句を指定すると、検索条件を満た


す平均値を求める。構文はAVG(列名)となる。


④ MAX関数 ：指定された列の最大値を求める。WHERE句を指定すると、検索条件を満たす


最大値を求める。構文はMAX(列名)となる。


⑤ MIN関数 ：指定された列の最小値を求める。WHERE句を指定すると、検索条件を満たす


最小値を求める。構文はMIN(列名)となる。


この問題で取り上げられているのは、COUNT関数である。次にその使用法に関する具体例を


示す。


具体例１


受注表から２件以上の注文を受けている顧客の最新の受注月日を求める。


SELECT 顧客番号,MAX(受注日) FROM 受注表


GROUP BY 顧客番号 HAVING COUNT(*) >= 2


この例では、受注票を使用して顧客番号別に受注件数を調べ、その件数が２件以上の顧客


の最新受注月日を抽出するためグループ集計の条件句に関数COUNTを用いている。HAVING文


節はグループ化の条件を示す。COUNT(*)は、行数(レコード数)のカウントである。重複を許


す場合である。COUNT(DISTINCT,列名)の場合は重複を除いた行数である。


具体例２


受注明細表からＰで始まる商品を受注している顧客数、平均売上数および合計売上数を求


める。


SELECT 商品番号,COUNT(*),AVG(数量),SUM(数量)
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FROM 受注明細表 WHERE 商品番号 LIKE 'P%'GROUP BY 商品番号


この例では、受注明細表(伝票番号、商品番号、顧客番号、数量)を使用して、商品番号が


Ｐで始まる商品のレコード件数を調べるのに関数COUNTを使用している。顧客番号に重複が


なければこの内容で顧客数が求められるが、重複があると顧客数を求めることができない。


その場合にはCOUNT(DISTINCT,顧客番号)を使用する。


副照会について


副照会とはある表を照会した結果を用いて同じ表または別の表を照会する。主照会と副照


会のSELECT文で構成される。


副照会の指示形式


SELECT文の中にSELECT文を記述し、一方のSELECT文の出力をもう一方のSELECT文の入力


として処理する機能である。照会の中に埋め込まれた照会を副照会、最初の照会を主照会


という。


副照会の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名


WHERE 列名 = (SELECT 列名 FROM 表名 WHERE 検索条件)


最初のWHERE 句の条件として、もう一つの照会を利用している。WHERE句の列名と副照会


で抽出された列名が一致すると主照会のWHERE 句の条件が真となる。


副照会のパターン


① 限定述語


。 、副照会のSELECT文による検索結果の値と属性式を比較する機能をもつ 関係演算子には


＝、＜＞、＞、＜、＞＝、＜＝を用いる。


ALL、SOME、ANYを使用する。ALLは、副照会の結果の各値のすべてに対して関係演算子


による比較条件が真となれば、WHERE句の条件が真となる。値が設定されないときも真と


なる。ANY、SOMEは、副照会の結果の値のうちどれか１つに対して関係演算子による比較


条件が真になれば、WHERE句の検索条件が真となる。値が設定されないときは偽となる。


② IN述語


副照会のSELECT文による検索結果のどれかが、属性式に等しいかどうかを判定する機能


をもつ。基本機能はWHERE句のパターンと同じである。


③ 存在検査


副照会のSELECT文による検索結果の組が存在するかどうかを検査する機能をもつ。副照


会のSELECT文はSELECT * を用いる。


具体例３


顧客表と受注明細表を用いて、PR1を受注している顧客名を求める。


SELECT 顧客名 FROM 顧客 K


WHERE 'PR1' IN(SELECT 商品番号 FROM 受注明細 J


WHERE J.顧客番号 = K.顧客番号)
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IN述語は、副問合せによる検索結果のどれかが、属性式に等しいかどうかを判定する機能


をもつ。JやKを表ラベルといい、表名のあとにスペースを置いて記述し、表名の代わりに用


いる。これを相関名という。この場合は、顧客表と受注明細表の２つの表を利用して、副照


会を行っている。副照会において複数のレコードが抽出され、そのレコードのいずれかに合


致すればよいレコードを抽出する場合に、主照会のWHERE文節の条件にIN述語を使用する。


二つの表のSELECT文が相互に副照会の関係になる。まず、副照会で受注明細書の顧客番号と


顧客表の顧客番号が一致するレコードが抽出され、副照会で抽出されたレコードの商品番号


がPR1であるレコードが主照会の抽出の対象になり、対象になったレコードの顧客名が顧客


表から抽出されることになる。J.顧客番号 = K.顧客番号が重要な役割を果たす。このよう


な照会を相関副照会という。相関副照会では、副照会の内部で指定している表の列と副照会


の外部で指定している表の列とが比較される。そのため副照会だけを切り離して実行するこ


とができず、本照会の照会の要素を副照会で使用することになる。


設問１


集配センターＡ０１に所属する支店数を求めるSELECT文である。


SELECT COUNT(支店コード) FROM 支店表 WHERE 集配センターコード = 'A01'


となり、求める答はイとなる。


アはA01でない支店数、ウはA01は集配センターコードで支店コードではない、エは支店コ


ードを抽出し、支店の数ではない。オはA01は集配センターコードてあり、SELECT文は集配


センターコードを調べている。


設問２


は対象となる表名で、届け先管轄地区、届け先住所、届け先氏名の項目を含む表は配ａ


達品表である。求める答はエとなる。


はWHERE句において、受付支店コードと届け先管轄地区の条件が同時に成立する内容でｂ


あるからANDとなり、求める答はオとなる。


は副照会で配達地域表から支店コードがＳ１１に一致する管轄地区を抽出して、そのｃ


管轄地区が配達品表の届け先管轄地区と一致する条件であるから、IN句を使用して


届け先管轄地区 IN (SELECT 管轄地区 FROM 配達地域表 WHERE 支店コード = 's11')


となる。求める答はカとなる。


設問３


アはMAX(通過日時)の解釈が誤りである。最も長い期間の保管ではなく、最新の通過日時


である。


イは求める内容は、通過日時、通過点コードであり、配達品の依頼元ではない。


ウは最新の情報を求めているのであり、配達品のすべての履歴ではない。


エの預かり番号が００００００４である配達品の最新の集配場所と日時の内容は正しい。


求める答はエとなる。


オは配達品の受け付けてから配達するまでの経過日数が誤りである。
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問020024解説
◆解答


設問１ ア、ウ、オ


設問２ ａ エ ｂ ウ ｃ オ ｄ エ


◆解説


関係データベースのＳＱＬ文に関する問題である。


ＳＱＬ文のデータ検索の基本


基本形は一つの表のみを検索の対象とする問い合わせである。問い合わせの機能には関係


演算の選択、射影があり、更に、集計処理や各種演算処理が可能である。


基本形の構文


SELECT 属性名、属性名、… FROM 表名


WHERE 検索条件 GROUP BY 属性名、… HAVING グループ化の条件


SELECT句には、出力する属性(列)の属性名(列名)をカンマで区切って並べる。


FROM句には、データを取り出す表名を指定する。


WHERE句は検索条件を指定する。GROUP BY はグループ化項目を指定し、HAVINGはグループ


化の条件を指定する。


関係演算の選択は検索条件に一致する行を抽出し、射影は特定の列を抽出する。


SELECT文を用いたＳＱＬの基本文


① 顧客表から顧客名と顧客住所の列を取り出す。


基本文


SELECT 顧客名，住所 FROM 顧客表


「 」、「 」 。 、 、 、どの表から 特定の列を取り出す の構文である 顧客表は (顧客番号 顧客名


住所)のレコード様式である。属性を取り出すことは、顧客表からの射影である。


② 顧客表から顧客番号がＤ０１０の行を取り出す。


基本文


SELECT * FROM 顧客表 WHERE 顧客番号 = 'D010'


「どの表から 「特定の条件の行を取り出す」の構文である ‘＊’は、その表のすべ」、 。


ての列を意味する。WHERE文節は顧客番号がＤ０１０に一致する条件を表している。文字


顧客表


顧客番号 顧客名 住所
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の値はデータをアポストロフィ（ ）で囲む。WHERE文節の実行は、顧客表からWHERE句の’


条件を満たす行を選択することである。


③ Ｐで始まる商品の単価を決める。


基本文


SELECT 商品名，単価 FROM 商品表 WHERE 商品番号 LIKE 'P%'


「～で始まる」のように文字列の中の一部分を調べるためにLIKE述語を使用する。実際


（ ） （ ） 。の指示は文字列の前後にパーセント記号 ％ または下線 ＿ をつけたもので指示する


下線は１桁の任意の文字を表す。使用する表は商品表(商品番号、商品名、単価)である。


Ｐを含む商品番号の場合には、商品番号 LIKE '%P%'となる。


表の結合


表の結合は、一方の表の列の値と、もう一方の表の対応する列の値の等しい行をつなぎ合


わせることによって表を結びつける。結合する２つの表には、定義内容の等しい列が存在す


ることになる。


結合の構文


２つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y


WHERE X.列名 = Y.列名


３つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y,表名３ Z


WHERE X.列名１ = Y.列名１ AND X.列名２ = Z.列名２


結合構文の具体例


① 受注表と顧客表から、顧客番号、顧客名、伝票番号、受注年月日を求める。


SELECT 顧客表．顧客番号，顧客名，伝票番号，受注日


FROM 顧客表 X,受注表 Y


WHERE X.顧客番号 = Y.顧客番号


顧客表の顧客番号と受注表の顧客番号を利用して、顧客表と受注表を一つの表にまとめ


る。ＸやＹを表ラベルといい、表名のあとにスペースを置いて記述し、表名の代わりに用


いる。これを相関名という。


② 商品表と受注明細表から、顧客番号D010の受注情報として伝票番号，商品番号，受注高


を求める。


SELECT 伝票番号，受注明細表．商品番号，数量＊単価


FROM 受注明細表 X，商品表 Y


WHERE X.商品番号 = Y.商品番号 AND 顧客番号 = 'D010'


受注明細表の商品番号と商品表の商品番号を利用して、受注明細表と商品表を一つの表


にまとめる。一つにまとめた表から、顧客番号がD010のレコードから所定の項目を抽出す


る。
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③ 顧客表、受注明細表、商品表の３つの表から、大阪商会から注文を受けた商品名と数量


を求め、数量順に表示する。


SELECT 商品名，数量


FROM 顧客表 X,受注明細表 Y,商品表 Z


WHERE 顧客名 = N'大阪商会' AND X.顧客番号 = Y.顧客番号


AND Y.商品番号 = Z.商品番号 ORDER BY 2


Ｘ､Ｙ､Ｚは相関名である。


ORDER BY 2の「２」はSELECT文節の２番目の項目の数量を意味する。


④ 受注月日が８月の顧客番号と受注月日を求める。


SELECT 顧客番号,受注日 FROM 受注表


WHERE 受注日 >= '08/01/1991' AND 受注日 <= '08/31/1991'


同一列に対する条件が２つあり、それらが範囲を表すときはBETWEEN述語を用いること


ができる。


列名 BETWEEN 値 AND 値の形式で指示する。


SELECT 顧客番号,受注日 FROM 受注表


WHERE 受注日 BETWEEN '08/01/1991'AND '08/31/1991'


この問題は、社員表、部署表、役職表、研修実施表、受講表を利用して要求された項目の内


容を求める問題である。


社員コードを使用して条件を満たす研修名を抽出することができる。


。 。① 研修名は研修実施表から抽出できる 抽出するには研修年度と研修コードが必要である


② 社員コードと研修年度、研修コードの関係づけは、受講表で可能となる。


③ 社員コードと入社条件の関係は、社員表で可能となる。


④ 在職中の社員の条件は社員表の退職年月日がNULLの条件を用いる。


検索の手順としては、③、④を用いて条件を満足する社員コードを抽出して、②を用いて、


年度と社員コードを満たす研修コードを抽出し、①を用いて、重複しないように研修名を抽出


すればよいことになる。


従って、社員表、受講表、受講実施表の３表の関連づけが必要になる。３表に属する同じ内


容の項目を利用して表を結合する。社員表と受講表は社員コード、受講表と研修実施表は研修


コードを利用して結合する。


設問１


受講表、受講実施表、社員表を結合し、入社２年目、在職者、受講した人の条件を満たす


内容である。


３表を結合する内容は、研修実施表.研修コード＝受講表.研修コード、受講表.社員コー


ド＝社員表.社員コード、研修実施表.年度＝受講表.年度である。


研修実施表と受講表に関しては、研修コードによる種類と年度による種類があるため、研


、 。修コードのみで結合すると 両者の種類の数だけ掛けた数のレコードが存在することになる
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その中の１レコードを特定するためには、年度を指定するか、両者の年度を利用して結合し


ておく必要がある。


受講した人は、受講日数＞０となる。


入社２年目の社員が対象であり、前年度の４月１日から翌年の３月３１日に実施した講座


が対象になっている。


従って、答えは、研修実施表.研修コード＝受講表.研修コード、研修実施表.年度＝受講


表.年度、受講日数＞０となり、求める答えはア、ウ、オとなる。


設問２


、 、 、 。ａは 役職名に部長を含む部長 副部長 部長代理を表現する形式を求める問題である


形式は属性名とLIKE句を使用する。前後に含むものは部長の前後に％をつけて表現する。従


って、答えは、役職名 LIKE '%部長%'となり、求める答えはエとなる。


ｂ、ｃ、ｄは同じ所属部署の社員を抽出するための手順の問題である。社員の部署を確認


するには社員表を用いて社員コードから部署コードを求めればよい。


受講表の社員コードの人の部署コードは、社員表を用いて、社員コードの人の部署コード


。 、 、 、を求める 従って は社員コードで求める答えはウ は部署コードで求める答えはオｂ ｃ


は社員表で、求める答えはエとなる。ｄ
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問020025解説
◆解答


設問１ イ


設問２ ウ


設問３ イ


設問４ エ


◆解説


関係データベースと操作に関する問題である。


Ｅ-Ｒダイヤグラムの表示のルール


（１）エンティティを長方形で表す。


（２）長方形の中にエンティティ名を記入する。


（３）エンティティ間の関連を直線又は矢印で表す。線のわきに関連名を“ 関連名 ”と（ ）


して記入する。なお，関連名は省略することもある。


（４ “１対１”の関連は，直線で表す “１対多”の関連は “多”側を指す片方向矢印と） 。 ，


する “多対多”の関連は，両方向矢印とする。。


正規形とは


第一正規形は、表において、どの属性の値を取っても、繰り返しなどの集合値や複合値を


持たない表である。問題において、料理表と分量表、商品表の内容が料理ＩＤとしてまとめ


、 、 。られると １つの料理ＩＤに対して 複数の商品とその分量のデータが含まれることになる


この情報は集合値や複合値をもった情報となり、非正規形になる。第一正規化では、各商品


や分量値のデータに料理ＩＤ、料理名、作り方を付加して集合値や複合値のないレコードに


作り替える処理を行う。


データ検索の基本形式


SELECT 属性名、属性名、… FROM 表名 WHERE 検索条件


、 。 、SELECT句には 出力する属性(列)の属性名(列名)をカンマで区切って並べる FROM句には


データを取り出す表名を指定する。WHERE句では検索条件を指定し、検索条件が真になった
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場合にSELECT句の処理を実行する。


等結合とは


一方の表の列の値ともう一方の表の対応する列の値の等しい行をつなぎ合わせることによ


。 、 。って表を結びつける 等結合する２つの表には 定義内容の等しい列が存在することになる


等結合の構文


２つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y


WHERE X.列名 = Y.列名


３つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y,表名３ Z


WHERE X.列名１ = Y.列名１ AND X.列名２ = Z.列名２


結合の考慮点


① 結合する同士は同じデータ型にする。


② 表間に同じ列名があるときは、相関名で修飾する。


、 。③ 料理表の料理ＩＤと分量表の料理ＩＤを利用して 料理表と分量表をひとつにまとめる


④ 更に、分量表の商品ＩＤと商品表の商品ＩＤを使用して表をまとめる。


⑤ 三つの表が一つの表にまとめられる。


、 。表を結合する場合 JOIN演算子とONキーワードを使用して次の構文で結合することができる


SELECT 列名,列名,…


FROM 表Ａ JOIN 表Ｂ ON 表Ａ.列名 = 表Ｂ.列名


WHERE 検索条件


検索条件を指定する場合、WFERE句を個別に指定する。


NOT演算子


NOT演算子は否定を意味する。後ろの式がTRUEの場合、FALSEを返し、FALSEの場合はTRUE


を返す。後ろの条件を反転する役割を果たす。


設問１


料理と商品は分量で関係付けられる。従って、エンティティは料理と商品であり、関連が


分量になる。求める答えはイとなる。


設問２


第一正規化に基づいて実施した処置の内容が問題である。レシピの内容は料理名とそれに


必要な複数の商品名、分量が含まれており、非正規形の構造になっている。第一正規化では


レシピに含まれる情報を単一のレコードに整理するために複数含まれる商品名に対して、料


理名に関係する情報を付加して複数のレコードに分解する。レシピの中の商品の繰返を排除
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する処置である。求める答えはウとなる。


設問３


ア、エの副照会では、商品表の商品名を指定しても、分量表と商品表を結合する条件がな


いために分量表の料理ＩＤを抽出できない。


イは、料理表、分量表、商品表の結合が可能であり、商品ジャガイモを指定することによ


り料理ＩＤが抽出できる。求める答えはイとなる。


ウの場合、WHERE句のORの前では、料理表、分量表、商品表を結合できるが、商品ジャガ


イモの指定がない。ORの後では、商品ジャガイモの指定があるが３表が結合されていないた


め料理ＩＤを抽出できない。


設問４


ジャガイモ以外の関係する商品の在庫も問題になる。


アはジャガイモの在庫があれば料理ＩＤを抽出し、関係する他の商品の在庫の有無が検討


されていない。


イは在庫があればジャガイモに関係なく料理ＩＤが抽出されたり、ジャガイモが含まれて


いると在庫の有無に関係なく料理ＩＤを抽出する。


ウはジャガイモを含んでいる料理で、在庫がない商品を含む料理ＩＤを抽出する。


エはジャガイモを含み、関係する商品の在庫のある料理ＩＤを抽出する。求める答えはエ


となる。
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問020026解説
◆解答


設問１ ａ オ ｂ イ


設問２ ｃ ア ｄ カ (ｃｄ順不同)


設問３ オ


◆解説


ＳＱＬ文に関する問題である。


設問１のＳＱＬ文は、IN述語を使用した副照会の問題である。


IN述語を利用した副照会の構文例


顧客表と受注明細表を用いて、PR1を受注している顧客名を求める。


SELECT 顧客名 FROM 顧客 K


WHERE 'PR1' IN(SELECT 商品番号 FROM 受注明細 J


WHERE J.顧客番号 = K.顧客番号)


IN述語は、副問合せによる検索結果のどれかが、属性式に等しいかどうかを判定する機能


をもつ。JやKを表ラベルといい、表名のあとにスペースを置いて記述し、表名の代わりに用


いる。これを相関名という。


この場合は、顧客表と受注明細表の２つの表を利用して、副照会を行っている。副照会に


おいて複数のレコードが抽出され、そのレコードのいずれかに合致すればよいレコードを抽


出する場合に、主照会のWHERE文節の条件にIN述語を使用する。


二つの表のSELECT文が相互に副照会の関係になる。まず、副照会で受注明細書の顧客番号


と顧客表の顧客番号が一致するレコードが抽出され、副照会で抽出されたレコードの商品番


号がPR1であるレコードが主照会の抽出の対象になり、対象になったレコードの顧客名が顧


客表から抽出されることになる。


J.顧客番号 = K.顧客番号が重要な役割を果たす。このような照会を相関副照会という。


相関副照会では、副照会の内部で指定している表の列と副照会の外部で指定している表の列


とが比較される。そのため副照会だけを切り離して実行することができず、本照会の照会の


要素を副照会で使用することになる。


この問題の例では次のようになる。


SELECT 棚表.階番号,COUNT(棚表.棚番号) FROM 棚表


WHERE 棚表.棚番号 NOT IN (SELECT 書類預託表.棚番号 FROM 書類預託表


WHERE 書類預託表.返却日 IS NULL) GROUP BY 棚表.階番号


SELECT文の内容は、書類預託表の返却日の内容が空欄である書類預託表の中のどの棚番号と


も一致しない棚番号の件数を階番号別に求める操作になる。
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IN述語


IN述語を利用した副照会は、副照会のSELECT文による検索結果のどれかが、属性式に等し


いかどうかを判定する機能をもつ。基本機能はWHERE句のパターンと同じである。


NOTは後の条件を反転させる。従って、NOT INを利用した副照会は、SELECT文による検索


結果のどれにも一致しない場合に真となる。


書類を保管していない保管棚は次の場合である。


① 預託されていない保管棚


② 預託されたが既に返却された保管棚


①、②以外の場合は、預託されたがまだ返却されていない保管棚であり、現在利用されてい


る保管棚になる。従って、NOT IN述語と副照会を組み合わせれば表現できる。


COUNT(棚表.棚番号) ～ GROUP BY 棚表.階番号


棚表の階番号別の棚番号の件数を求める。


書類預託表.返却日 IS NULL は書類預託表の返却日の項目が空白であることを意味する。


設問２のＳＱＬ文は３つの表の結合の問題である。


２つの表の結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y


WHERE X.列名 = Y.列名


３つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y,表名３ Z


WHERE X.列名１ = Y.列名１ AND X.列名２ = Z.列名２


棚表、書類預託表、書類表の３表の結合は、次の図のように、棚表の棚番号と書類預託表の


棚番号、書類預託表の書類番号と書類表の書類番号を使用して可能になる。


棚表 棚番号 階番号 区画番号 棚名称 棚配置日


書類預託表 預託番号 書類番号 箱番号 棚番号 預託日 返却日


書類表 書類番号 部署番号 書類名称
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Ｅ-Ｒ図


データベースの構造図


設問１


書類預託表の返却日がNULLのもの以外の階番号別の棚番号の件数を求める場合であるか


ら、ａはNOT IN、ｂはGROUP BY となり、求める答えは はオ、 はイとなる。ａ ｂ


設問２


棚表、書類預託表、書類表の３表を結合する場合であるから、棚表の棚番号と書類預託表


の棚番号、書類預託表の書類番号と書類表の書類番号を使用する。


ｃ棚表.棚番号＝書類預託表.棚番号、書類預託表.書類番号＝書類表.書類番号となり、


はカ、 はアとなる。ｃ、ｄの記号は反対の場合も成立する。ｄ


設問３


データベースの構造図を利用して検討する。


アは保管棚が同じで別の箱に移動させる場合であるから、書類預託表の箱番号は更新する


が、箱表の箱番号(キー値)、棚番号は変わらない。


イの場合、別の保管棚、別の箱に移動させるため、書類預託表の箱番号、棚番号の更新が


必要である。


ウの場合、書類預託表を使用して、書類番号で検索すると、箱番号、棚番号が分かるため


棚表、区画表を活用すれば位置を検索することができる。


エの場合、区画名称は区画表から知ることができる。区画名称を変更するためには区画表


の区画名称を更新する必要がある。


オの場合、保管棚の配置を変更する場合、棚表の階番号、区画番号、棚配置日を変更すれ


ばよい。従って、書類預託は更新する必要がない。求める答えはオとなる。
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問020027解説
◆解答


設問１ ａ ウ ｂ ウ ｃ カ


設問２ イ


設問３ イ


設問４ ア


◆解説


中学校の成績管理データベースに関するＳＱＬ文の問題である。


２つのデータベースの特徴比較


案Ａの特徴


① 成績表、試験表、生徒表、履歴表、教員表の５表からなる。


② １試験の５科目の成績は１レコードで見ることができる。


③ 試験科目が増加する場合は表の構造の変更が必要である。


案Ｂの特徴


① 成績表、試験表、科目表、生徒表、履歴表、教員表の６表からなる。


② １試験の５科目の成績は５レコードで見ることができる。


③ 試験科目の増加に対して表の構造の変更が不必要である。


複数の表を使用する場合の基本的な考え方


① 関係する表名を明確にする。


② ２つの表を関連づける項目を明確にする。


③ レコードを抽出するための条件を明確にする。


④ 与えられた条件が別の表から決まる場合、または、副照会を利用して決まる場合は、そ


のためのロジックを明確にする。


⑤ ④の結果とその他の条件を利用して目的のレコードが抽出できることを確認する。


結合の種類


① 交差結合


複数の表からすべての行と列を組み合わせる種類の結合を交差結合(クロス結合)とい


う。交差結合によって作成される表の列数は、もとの表のそれぞれの列数を合計したもの


になり、行数は、もとの表のそれぞれの行数を掛け合わせたものになる。


② 等結合


一方の表の列の値と、もう一方の表の対応する列の値の等しい行をつなぎ合わせること


によって表を結びつける。等結合する２つの表には、定義内容の等しい列が存在すること


になる。


③ 外部結合
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一方の表の該当する列に同一の値をもつ行が存在しなくても、もう一方の表のすべて


の行を出力することができる。左側の表を優先させて、左側の表のすべての行を出力する


場合を左外部結合、その逆を右外部結合という。


等結合の構文


① ２つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y WHERE X.列名 = Y.列名


② ３つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y,表名３ Z


WHERE X.列名１ = Y.列名１ AND X.列名２ = Z.列名２


結合の具体例１


受注表と顧客表から、顧客番号、顧客名、伝票番号、受注年月日を求める。


SELECT 顧客表．顧客番号，顧客名，伝票番号，受注日 FROM 顧客表 X,受注表 Y


WHERE X.顧客番号 = Y.顧客番号


顧客表の顧客番号と受注表の顧客番号を利用して、顧客表と受注表を一つの表にまとめる。


結合した表は、顧客表の特定の顧客番号のレコード数１に対して、受注表の同じ顧客番号のレ


コード数は０個以上存在することになる。


結合の具体例２


顧客表、受注明細表、商品表の３つの表から、大阪商会から注文を受けた商品名と数量を


求め、数量順に表示する。


SELECT 商品名，数量 FROM 顧客表 X,受注明細表 Y,商品表 Z


WHERE 顧客名 = N'大阪商会' AND X.顧客番号 = Y.顧客番号


AND Y.商品番号 = Z.商品番号 ORDER BY 2


。 。X､Y､Z を相関名という ORDER BY 2の｢２｣はSELECT文節の２番目の項目の数量を意味する


結合の考慮点


① 結合する同士は同じデータ型にする。


② 表間に同じ列名があるときは、相関名で修飾する。


③ 顧客表の顧客番号と受注明細表の顧客番号を利用して、顧客表と受注明細表をひとつに


まとめる。顧客表の特定の顧客番号と受注明細表の顧客番号とは１対多の関係になる。結


合後のレコード数は１×多になる。


④ 更に、受注明細表の商品番号と商品表の商品番号を使用して表をまとめ、三つの表が一


つの表にまとめられる。


⑤ Ａ、Ｂ２つの表があり、２つの表を結合する項目の特定コードのレコード数がｎ対ｍの
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関係にあるとき、結合後のレコード数はｎ×ｍ個になる。


２００９年度、１学年、２学期中間の生徒別全科目合計点を求める要領


① 抽出する情報は、生徒の氏名、クラス名、試験名、５科目の成績。


② 関係する表は、生徒表、履歴表、成績表、試験表の４表である。


③ 表の関連づけは、生徒表と履歴表は生徒番号、履歴表と成績表は生徒番号、成績表と試


験表は試験ＩＤを用いる。


④ 検索のためのキー項目は、生徒番号(主キー)、年度、試験ＩＤを使用する。


⑤ 生徒氏名は生徒番号を利用して生徒表から抽出する。


⑥ クラス名は生徒番号、年度を利用して履歴表から抽出する。


⑦ 試験名は試験ＩＤを利用して試験表から抽出する。


⑧ 対象生徒の５科目の成績は、年度、学年、試験ＩＤを利用して成績表から抽出する。


⑨ レコードの抽出条件は、年度は２００９年(履歴表)、学年は１年(履歴表)に該当する生


徒番号が履歴表で決まり、試験ＩＤは試験表から２学期中間試験で決まる。


⑩ 生徒番号別の５科目の成績は、⑨の結果の生徒番号、試験ＩＤと年度(成績表)を使用し


て抽出される。


⑪ 成績の合計は生徒番号別に合計する。案Ａの場合、１レコードで集計できる。


⑫ ５科目の合計を降順に整列する。


履歴表.生徒番号＝成績表.生徒番号での表の結合


履歴表の項目 生徒番号 年度 学年 クラス 教員番号


成績表の項目 生徒番号 年度 試験ＩＤ 国語 数学 英語 理科 社会


結合結果の項目


生徒番号 履歴表の年度 学年 クラス 教員番号 成績表の年度 試験ＩＤ


国語 数学 英語 理科 社会


となる。生徒番号１０００の生徒の３年間の履歴表、成績表のデータが次のような場合につ


いて考える


履歴表


生徒番号 年度 学年 クラス 教員番号


１０００ ０９ １ Ａ １００


１０００ １０ ２ Ｂ １０２


１０００ １１ ３ Ａ １０５


成績表


生徒番号 年度 試験ＩＤ 国語 数学 英語 理科 社会


１０００ ０９ １ ７５ ８０ ８５ ７５ ７０


１０００ ０９ ２ 各科目の成績のデータが同様に存在する


１０００ ０９ ３
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１０００ ０９ ４


１０００ ０９ ５


１０００ ０９ ６


１０００ １０ １


１０００ １０ ２


１０００ １０ ３


１０００ １０ ４


１０００ １０ ５


１０００ １０ ６


１０００ １１ １


１０００ １１ ２


１０００ １１ ３


１０００ １１ ４


１０００ １１ ５


１０００ １１ ６


この２つの表を生徒番号で結合すると、レコード数が３×１８＝５４となる。


これを履歴表の年度、履歴表の学年で限定すると、レコード数は１×１８＝１８となる。


更に、試験ＩＤで限定すると、レコード数は１×３＝３となる。


残りは成績表の年度で限定すると、レコード数は１となり、特定のレコードを抽出するこ


とが可能になる。


２００８年度、１学年のクラス別科目別平均点を求める要領


① 抽出する情報は、教員氏名、クラス名、５科目の成績。


② 関係する表は、履歴表、成績表、教員表の３表である。


③ 表の関連づけは、履歴表と教員表は教員番号、履歴表と成績表は生徒番号を用いる。


④ 検索のためのキー項目は、生徒番号(主キー)、年度を使用する。


⑤ 教員氏名は、教員表を利用して、教員表から抽出する。


⑥ クラス名は、履歴表からグループ集計の結果として抽出する。


⑦ 対象生徒の５科目の成績は、生徒番号、年度(成績表)を利用して成績表から抽出する。


⑧ 生徒番号は、履歴表の年度、学年を利用して決める。


⑨ レコードの抽出条件は、年度は２００９年(履歴表)、学年は１年(履歴表)に該当する生


徒番号が履歴表で決まる。


、 、⑩ 生徒番号別の５科目の成績は ⑨の結果の生徒番号と年度(成績表)を使用して抽出され


クラス別学科別に平均点が計算される。


⑪ クラス別に昇順に整列する。


生徒名が情報太郎の生徒の成績を抽出し試験ＩＤの昇順に表示


① 抽出する情報は、生徒表の生徒番号、成績表の年度、試験表の試験名、５科目の成績。
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② 関係する表は、生徒表、成績表、試験表の３表である。


③ 表の関連づけは、生徒表と成績表は生徒番号、成績表と試験表は試験ＩＤを用いる。


④ 検索のためのキー項目は、生徒番号(主キー)を使用する。


⑤ 生徒表の生徒番号は、生徒表の氏名＝情報太郎から求める。


⑥ 試験名は、成績表の試験ＩＤを利用して、試験表から求める。


⑦ 対象生徒の５科目の成績は、生徒番号を利用して成績表から抽出する。


⑧ レコードの抽出条件は、⑤の結果で決まる。


⑨ 生徒番号別年度別試験ＩＤ別に昇順に整列する。


副照会とは


副照会はある表を照会した結果を用いて同じ表または別の表を照会する。SELECT文の中に


SELECT文を記述し、一方のSELECT文の出力をもう一方のSELECT文の入力として処理する機能


である。照会の中に埋め込まれた照会を副照会、最初の照会を主照会という。


限定述語


副照会のSELECT文による検索結果の値と属性式を比較する機能をもつ。関係演算子には、


＝、＜＞、＞、＜、＞＝、＜＝を用いる。ALL、SOME、ANYを使用する。ALLは、副照会の結


果の各値のすべてに対して関係演算子による比較条件が真となれば、WHERE句の条件が真と


なる。値が設定されないときも真となる。ANY、SOMEは、副照会の結果の値のうちどれか１


つに対して関係演算子による比較条件が真になれば、WHERE句の検索条件が真となる。値が


設定されないときは偽となる。


設問１


は、案Ａと案Ｂの比較で、拡張に柔軟に対応できる内容であるから、案Ｂは試験科目ａ


の増減に柔軟に対応できる。求める答えはウとなる。


は、案Ａの場合の必要レコード件数を求める問題であり、１人の生徒の１年間のレコｂ


ード件数は試験ＩＤ分の６件である。求める答えはウとなる。


は、案Ｂのレコード件数で、試験ＩＤの６と科目数の５を乗じた３０件となる。求めｃ


る答えはカとなる。


設問２


生徒表、履歴表、成績表、試験表を関係づける。関係づける場合、生徒表と履歴表は生徒


番号で関係づけ、履歴表と成績表は生徒番号で関係づけ、成績表と試験表は試験ＩＤで関係


づける。履歴表の年度を２００９年、学年を１学年として真になる生徒番号を決め、２学期


。 、 、 。中間試験から試験ＩＤを決める 生徒番号 試験ＩＤ 年度が真になるレコードを抽出する


アは、成績表を使用する場合、生徒番号、試験ＩＤは決まるが、年度２００９を決める条


件が存在しない。


イは、成績表を使用する場合、生徒番号、試験ＩＤ、年度２００９が決まり、レコードの
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抽出が可能になる。求める答えはイとなる。


ウは、成績表を使用する場合、生徒番号、試験ＩＤは決まるが、成績表の年度２００９が


決まらない。


エは、成績表を使用する場合、生徒番号、試験ＩＤは決まるが、成績表の年度２００９が


決まらない。


設問３


、 、 、 。アは 成績表を使用する場合 生徒番号は決まるが 成績表の年度２００９が決まらない


イは、成績表を使用する場合、生徒番号、年度が決まり、レコードの抽出が可能になる。


求める答えはイとなる


、 、 、 。ウは 成績表を使用する場合 生徒番号は決まるが 成績表の年度２００９が決まらない


、 、 、 。エは 成績表を使用する場合 生徒番号は決まるが 成績表の年度２００９が決まらない


設問４


生徒表の氏名から生徒番号を決め、成績表の該当するレコードをすべて抽出する。


アは、生徒表の氏名が情報太郎である生徒番号が真となる成績表のレコード、試験表のレ


コードが抽出される。求める答えはアとなる。


イは、副照会の結果による生徒表の生徒番号の一致は意味がない。同じ生徒表から抽出し


た生徒番号同士を比較しても結果は真であり、真偽を検討する意味がない。


ウ、エは、成績表と試験表の関連づけがないため試験名を抽出できない。
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問020028解説
◆解答


設問１ ａ ア ｂ オ ｃ エ


設問２ オ


設問３ エ


設問４ ア


◆解説


データベースの正規化、ＳＱＬ文に関する問題である。


非正規系のデータ項目の構成


正規化後の各表の構成


正規化の手順


① 第１正規化


１レコードの中の繰り返しの部分「類似受付番号」のデータ項目の個々のデータとその


他のデータ項目を組み合わせてレコードを作り、繰り返しを除去する。


② 第２正規化


重複除去のために、対応表、利用者表、サポート員表、種別表をまとめた表と類似表に


分離する。


③ 第３正規化


外部参照ができる利用者表、サポート員表、種別表を別表し、対応表、利用者表、サポ


ート員表、種別表、類似表の５表に分類する。
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LIKE述語について


「～で始まる」｢～を含む｣のように文字列の中の一部分を調べるためにLIKE述語を使用す


る。実際の指示は文字列の前後にパーセント記号（％）または下線（＿）をつけたもので指


示する。下線は１桁の任意の文字を表す。


質問の中にオープションを含むキーワードの場合、質問 LIKE '%オプション%'となる。


表の結合


① ２つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y WHERE X.列名 = Y.列名


② ３つの表の等結合の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名１ X,表名２ Y,表名３ Z


WHERE X.列名１ = Y.列名１ AND X.列名２ = Z.列名２


集合関数


COUNT関数：クェリーの結果の行数を求める。WHERE句を指定すると、検索条件を満たす 行数


を求める。構文は、COUNT(列名)、COUNT(*)となる。


COUNT(DISTINCT,列名)は重複を除いた行数をカウントする


集計関数とGROUP BYの活用


複数の列を対象にグループ化する場合は、GROUP BY 列名,…,列名の形式を用いる。集計関


数を複数個使用する場合、次の構文になる。


SELECT 列名,集計関数(列名),…,集計関数(列名) FROM 表名 GROUP BY 列名


SELECT 類似番号,COUNT(*) FROM 対応表,種別表,類似表


WHERE 対応表.種別ID = 種別表.種別ID AND 対応表.受付番号 = 類似表.受付番号


AND 種別表.種別 = '使用法誤解' GROUP BY 類似表.類似受付番号


ORDER BY COUNT(*) DESC


INSERT文について


機能：データの変更に使う。一つの表の中に行を追加する。


構文：INSERT INTO 表名 (列名１、列名２、…)


{VALUE {値 | NULL} | SELECT 列名１、列名２、… FROM 表名 WHERE 検索条件}


ALTER TABLE文


機能：作成されている表の構造を変更する。


可能な操作


① 列の追加(ADD句)


構文：ALTER TABLE 表名 ADD 列名 データ型 …


② 列の修正(ALTER句、MODIFY句)
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構文：ALTER TABLE 表名 ALTER 列名 データ型 …


ALTER TABLE 表名 MODIFY 列名 データ型 …


③ 列の削除


構文：DROP 列名 …


設問１


ａは、第１正規化の繰り返しの排除であり、受付番号と類似受付番号の組み合わせを主キ


ーとした、繰り返し要素の排除となる。求める答えはアとなる。


ｂは、第２正規化の関数従属性の排除であり、類似表を作成し、主キーの一部における関


数従属性の排除になる。求める答えはオとなる。


ｃは、第３正規化の主キー以外の項目における関数従属性の排除であり、利用者表、サポ


ート員表及び種別表を作成し、主キー以外の項目における関数従属性を排除したとなる。求


める答えはエとなる。


設問２


利用者表と対応表を結合して、質問の中にオプションを含む質問を抽出するには、LIKE述


語を使用する。LIKE述語を使用する場合、含む言葉のオプションの前後に％を付加して、質


問 LIKE '%オプション%'となる。求める答えはオとなる。


設問３


対応表を使用して種別が“使用法誤解”あるレコードを抽出するために、対応表と種別表


を項目種別ＩＤで結合する。類似受付番号別にレコード件数を集計するために、対応表と種


別表を項目受付番号で結合する。レコード件数を集計するために、集合関数COUNT(*)とGROUP


BY を用いて、GROUP BY 類似表.類似受付番号を付加する。


対応表.種別ID = 種別表.種別ID AND 対応表.受付番号 = 類似表.受付番号 AND 種別表.


種別 = '使用法誤解' GROUP BY 類似表.類似受付番号


となる。求める答えはエとなる。


設問４


既存の対応表に新しい項目製品の型番を追加する問題である。


アのALTER TABLE 対応表 ADD 製品型番は、項目の追加である。求める答えはアとなる。


イのALTER TABLE 対応表 MODIFY 製品型番は、項目を修正する内容である。


ウのCREATE TABLE 対応表は、新しく対応表を作成する内容である。


エのINSERT INTO 対応表は、既存の表に新しいレコードを追加する内容である。
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問020029解説
◆解答


設問１ ａ イ ｂ エ (ａ，ｂ順不同)


設問２ ウ


設問３ ｃ イ ｄ エ


設問４ イ


◆解説


トランザクション処理に関する問題である。


在庫管理


在庫管理は、原材料や部品、製品などの在庫について、過不足が生じないように管理する


ことである。在庫は、急な受注にも対応できるように最低限の数量を確保しておく必要があ


るが、過大な在庫は売れ残りの原因になるほか、維持コストの増加につながるため、適切な


在庫数量を維持することが重要である。


在庫管理システムは、在庫費用と発注費用などから最適な発注量を計算し、余剰在庫や在


庫不足が生じないように、原材料や部品、商品などの在庫量を管理する。原材料や部品、商


品が入庫すると、在庫量に加算し、出庫すると在庫量を減算する。


論理矛盾の発生


顧客Ｘが２カ所から同時にシステムにアクセスする場合


① 女性の顧客Ｘがシステムから１２０のデータを引き出す。


② 同時に男性の顧客Ｘがシステムから同じデータ１２０を引き出す。


③ 女性の顧客は１０を加算し、１３０の結果をシステムに戻す。


④ 男性の顧客は１０を減算して１１０の結果をシステムに戻す。


１０万円引出 １２０－１０


１０万円預金 １２０＋１０


顧客 残高


Ｘ


Ｙ


１２０


２５０
顧客 残高


Ｘ


Ｙ


１１０


２５０


正しい結果 １２０＋１０－１０＝１２０


１０万円預金 １２０＋１０


１０万円引出 １２０－１０


顧客 残高


Ｘ


Ｙ


１２０


２５０
顧客 残高


Ｘ


Ｙ


１３０


２５０


時間 時間


男女の顧客が同時に引き出しの操作をする
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⑤ この処理結果、顧客Ｘの残高は１１０となる。


、 、 、顧客Ｘの２つの動作を順次行うと １２０＋１０＝１３０ １３０－１０＝１２０となり


システム内のデータは１２０となる。同時に個別に行った結果１１０と異なる結果になる。


排他制御とは


排他制御は、あるトランザクションが更新しているデータを、同時に実行しているトラン


ザクションからはアクセスできないように制御する方法である。トランザクションＡが在庫


数を更新している間、トランザクションＢを待たせる。トランザクションＡの更新作業が確


定した状態になれば、トランザクションＢは更新された値にアクセスすることができるよう


になる。


デッドロックとは


プログラムＸとプログラムＹが、互いに相手の処理が終了するのを待った状態で、自分の


処理ができなくなった状態をいう。


トランザクションＡ トランザクションＢ在庫データ


在庫データの検索
在庫データに１００を


加算する。


１００＋１００＝２００


結果を戻す。


在庫データから５０を


減算する。


２００－５０＝１５０


結果を戻す。


在庫データの検索


待ち状態


１００


２００


１５０
１５０個が５０個となり


論理矛盾が発生する。


①


③
②


④
プログラムＸがデータ


Ａにアクセスし、デー


タＡをロックする。


プログラムＹがデータ


Ｂにアクセスし、デー


タＢをロックする。


プログラムＹがデータ


Ａにアクセスするがロ


ックされている。


プログラムＸがデータ


Ｂにアクセスするがロ


ックされている。
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排他ロック(占有ロック)


、 、 。排他ロックは 更新系の処理で 他のトランザクションのアクセスを許さない場合である


共有ロック


共有ロックは、検索系の処理で、複数の利用者から設定が可能である。


共有ロックと排他ロックの共存関係


排他ロックと共有ロックは共存しない。先にロックをかけた利用者が優先する。


共有ロック 排他ロック


共有ロック ○ × ○ 共存する


排他ロック × × × 共存しない


設問１


ＡＣＩＤ特性に関する問題である。


２つのトランザクションが同時に実行されると、それぞれのトランザクションが最初に同


じデータ在庫数５０を読み出し、個別に計算処理後、順次書き込まれると論理矛盾を発生す


る。


白絵の具の在庫数が５０の状態で、白絵の具を５本出荷した場合、５０－５＝４５の処理


が実行され、同時に白絵の具１０本の入荷があった場合、５０＋１０＝６０の処理が同時に


行われて、実行後の在庫数は６０となる。この処理プロセスが逆の順序で実行されると、最


初に５０＋１０＝６０の処理が行われ、その後、５０－５＝４５の処理が行われて在庫数は


４５となる。従って、 または の答えは４５または６０となり、求める答えはイまたはエａ ｂ


となる。


設問２


処理は次の順序で実行される。


① Ｔ３の在庫照会が実行される。共有ロックが行われる。


② Ｔ６の在庫照会が実行される。


③ Ｔ４の入荷処理が実行される。占有ロックをかけると、共有ロックされているため、Ｔ


４の処理は待ち状態になる。


④ Ｔ５の出荷処理が実行される。占有ロックをかけると、共有ロックされているため、Ｔ


５の処理は待ち状態になる。


アは、Ｔ６は待ち状態にならない。


イは、Ｔ４、Ｔ５は待ち状態になる。


ウは、待ち状態になるのはＴ４、Ｔ５て゛、Ｔ６は待ち状態にならない。求める答えはウ


となる。
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エは、Ｔ５は待ち状態になる。


オは、Ｔ６は待ち状態にならない。Ｔ４、Ｔ５は待ち状態になる。


設問３


ロックしている時間を最小にするタイミングの問題である。


赤絵の具の在庫データをロックするタイミングは赤絵の具の在庫データを読み込む直前の


βであり、 の求める答えはイとなる。白絵の具の在庫データのロックを解除するタイミンｃ


グは白絵の具の在庫データを書き込んだ直後のδであり、 の求める答えはエとなる。ｄ


設問４


デッドロック発生に関する問題である。


それぞれのトランザクションの最初の処理でロックされたレコードを２回目の処理で使用


される場合、２回目の処理が不能となり、デッドロックが発生する。


アは、Ｔ８の白でロック、Ｔ９の赤でロック、Ｔ８の赤で待ち、Ｔ９の青で処理、Ｔ９の


処理が終了後、Ｔ８の処理を完了する。


イは、Ｔ８の白でロック、Ｔ９の赤でロック、Ｔ１０の青でロック、Ｔ８の赤で待ち、Ｔ


、 、 。 。９の青で待ち Ｔ１０の白で待ちとなり デッドロックが発生する 求める答えはイとなる


ウは、Ｔ９の赤でロック、Ｔ１０の青でロック、Ｔ１１の青で待ち、Ｔ９の青で待ち、Ｔ


１０の白で処理後、青のロックが解除され、Ｔ９の処理後、Ｔ１１の処理が行われる。


エは、Ｔ１０の青でロック、Ｔ１１の黒でロック、Ｔ１０の白の処理後、青のロックが解


除されて、Ｔ１１の青の処理が実行される。
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問020030解説
◆解答


設問１ イ


設問２ エ


設問３ ａ エ ｂ ア


設問４ ウ


◆解説


社員食堂の精算システムに関する問題である。


、 、 、 、当初は精算表のみデータベースで設計したが 社員の要望があり 次に示す精算表 明細表


料理表からなるデータベースで構築することにした。


設問１


社員の要望は、次の４項目であり、データベースの表との関係を整理すると次のようにな


る。


要望１：ある社員の，ある日の精算の明細を表示できること


要望２：ある日の売上合計額(精算額の合計)を算出できること


要望３：料理の一覧を表示できること


要望４：ある日の，ある料理の販売皿数を算出できること
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要望１は、精算表、明細表、料理表か必要である。


要望２は、精算表のみで求まる。元の精算表で求めることが可能である。求める答えはイ


となる。


要望３は、料理表を使用する。


要望４は、精算表と明細表が必要である。


設問２


必要な表は、精算表、明細表、料理表である。精算表と明細表は精算コードで結合し、明


細表と料理表は料理コードで結合し、料理表の料理名「肉じゃが」に相当するレコードの皿


数を社員番号別に集計すればよいことになる。次のＳＱＬ文になる。


SELECT 精算表.社員番号,SUM(明細表.皿数) AS 購入皿数


FROM 料理表,精算表,明細表


WHERE 精算表.精算コード = 明細表.精算コード AND


明細表.料理コード = 料理表.料理コード AND 料理表.料理名 = '肉じゃが'


GROUP BY 精算表.社員番号


となる。求める答えはエとなる。


設問３


料理表に料理コード別のカロリーを付加して、社員別にある期間の平均カロリーを計算す


るには、精算表、明細表、料理表が必要になる。


精算時に合計カロリーを計算し、精算表にその結果を記入しておくと、精算表を使用する


だけで、社員別平均カロリーの計算が可能になる。


ａの求める答えはエとなり、ｂの求める答えはアとなる。


設問４


人気料理とそのカロリーを掲示するＳＱＬ文の問題である。掲示の内容は、販売数の多い


順に、料理名、カロリーおよび販売皿数である。


販売皿数は、明細表の皿数の集計になる。count(明細表.皿数)はレコードの件数を求める


内容であり、皿数の集計はSUM(明細表.皿数)になる。料理名別にカロリーと皿数を求めるに


は、料理表と明細表が必要になる。この２つの表を料理表.料理コード = 明細表.料理コード


で結合し、料理名別の皿数を求めるために、GROUP BY 料理表.料理名，料理表.カロリーを使


用して、グループ集計を行い、これを販売皿数の降順に表示する。


次のＳＱＬ文になる。


SELECT 料理表.料理名，料理表.カロリー，SUM(明細表.皿数) AS 販売皿数


FROM 料理表，明細表 WHERE 料理表.料理コード = 明細表.料理コード


GROUP BY 料理表.料理名，料理表.カロリー


ORDER BY 販売皿数 DESC


求める答えはウとなる。
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問020031解説
◆解答


設問１ ａ ア ｂ イ ｃ ウ


設問２ ｄ ア


設問３ ｅ ア ｆ カ ｇ ウ


設問４ ｈ イ


◆解説


関係データベースに関する問題である。


名寄せ


金融機関や金融商品が増えるに連れ、１人でいくつもの口座を開設したり、同じ口座に何


種類もの商品を預けることが当たり前のようになる。ペイオフ解禁で預金の保護範囲が限定


、 。されるに伴い 預金の主体が誰なのか明確にならないと預金総額を算出することが出来ない


その主体を確定させる作業が「名寄せ」である 「名寄せ」とは、１預金者の預金の合計金額。


を特定させる作業


名寄せを行う場合、表現の異なるデータが同じ内容のデータであることを客観的に識別可


能な項目の存在が必要となる。例えば、顧客情報を名寄せする場合、２つの表に固定電話番


号の項目があると、固定電話番号は原則として１個であるから、顧客を特定することができ


る。


名寄せを実行する場合、次の手順で行う。


① 名寄せする場合の特定項目を選定する。


② 特定項目を使用して、突合せを行う。


Ｘ事業部の取引先表、Ｙ事業部の取引先表について考えると、表中の４つの項目中、データ
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の定義内容が共通しているのは、電話番号である。従って、名寄せの特定項目に電話番号を使


用することが考えられる。


設問２のSELECT文節


SELECT 発注表.取引先コード,SUM(明細表.購入額) / SUM(明細表.数量) AS 平均購入単価


FROM 発注表,商品表,明細表


WHERE ｄ


GROUP BY 発注表.取引先コード ORDER BY 平均購入単価


SELECT 文で参照する表


このSELECT文は、発注表、商品表、明細表を使用して、取引先コード別に求めた平均購入単


価を昇順に整列し、出力する内容である。


GROUP BY 発注表.取引先コードは発注表の取引先別に計算する内容を示している。


ORDER BY 平均購入単価は平均購入単価の昇順に整列する内容を示している。


FROM 発注表、商品表、明細表はこの３表を使用することを示している。


計算する内容は、SUM(明細表.購入額)は購入額の合計で、この合計を取引先コード別に求め


。 、 。ることになる SUM(明細表.数量)は数量の合計で 合計を取引先コード別に求めることになる


数量、購入額は明細書にあり、取引先コードは発注表にあるため、取引先コードは発注コー


ドを発注表で関係づけ、この発注コードを利用して、明細書の商品コード、数量、購入額と関


係づける。商品コードの商品名がエコ鉛筆黒であるかどうかをチェックするために、明細表と


商品表を商品コードで対応付け、商品名エコ鉛筆黒の購入額、数量を積算のデータとして使用
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する。従って、発注表、商品表、明細表の３表の関連づけは次のようになる。


発注表の発注コード ＝ 明細表の発注コード


明細表の商品コード ＝ 商品表の商品コード


更に、商品表の商品名 ＝ ’エコ鉛筆黒’が同時に真になる条件となる。


求めるWHERE句は次のようになる。


発注表.発注コード = 明細表.発注コード AND


商品表.商品コード = 明細表.商品コード AND


商品表.商品名 = 'エコ鉛筆黒'


設問４のSELECT文節


SELECT 発注表.取引先コード,SUM(明細表.購入額) AS 合計購入金額


FROM 発注表，明細表，商品表，品目表


WHERE 発注表.発注コード = 明細表.発注コード AND


明細表.商品コード = 商品表.商品コード AND


商品表.品目コード = 品目表.品目コード AND


品目表.品目名 = '文具'


GROUP BY 発注表.取引先コード


ｈ


ORDER BY 合計購入金額 DESC


このSELECT文節は、文具について１０回以上の発注実績がある取引先を対象に、購入金額が


多い順に取引先コードと金額を表示するものである。


GROUP BY 発注表.取引先コードは、取引先コード別に合計購入金額を集計する内容である。


更に、集計する内容に関する条件がHAVING句としてその後に付加される。取引先コードのレコ


ードが１０件以上ある取引先コードが対象になる。発注表では、同じ取引先コードに対して、


発注日が異なると発注コードが異なり、別のレコードとなる。従って、発注コードが異なるレ


コードが１０件以上あるかどうかによって、発注実績１０回以上の対象取引先かどうかが検討


できる。また、同一発注コードに対して、発注日が同じでも納入日が異なると、同一発注コー


ドのレコードが複数存在することになる。発注実績１０回以上は同一発注コードに対してであ


るから、複数レコードの重複を避けるためにDISTINCTが必要になる。従って、ｈの内容は、HAV


ING COUNT(DISTINCT 発注表.発注コード) >= 10となる。


設問１


ａは、データの重複により、更新すべきデータが更新されないケースが発生する。求める


答えはアとなる。


ｂは、本来削除されるべきデータが削除の対象にならずに残る場合がある。求める答えは


イとなる。


、 、 、ｃは 名寄せの対象になる特定項目の選定の問題であり 関連する表の中の項目に関して
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同一の意味合いをなす項目が選定の対象になる。この場合は電話番号が定義の内容、データ


の表現方法から考えて、特定項目として選定できる。求める答えはウとなる。


設問２


ｄの答えは、発注表の発注コードと明細表の発注コードを使用して発注表と明細表を関連


づけ、商品表の商品コードと明細表の商品コードを使用して商品表と明細表を関連づけ、商


品表の商品名をエコ鉛筆黒で特定すると、取引先コード別に平均購入金額を求めることがで


きる。求める答えはウとなる。


設問３


商品コードごとの平均割引率は、商品表と明細表を結合すれば求めることができる。ｅは


商品表、ｆは明細表となる。求める答えはｅはア、ｆはカとなる。


、 、 。安くなった傾向は発注日があれば分かるため 更に 発注表を結合すればよいことになる


ｇの求める答えはウとなる。


設問４


ｈは発注実績１０回以上の内容であり、GROUP BY 発注表.取引先コードの後に続く、HAVIN


G count(DISTINCT 発注表.発注コード) >= 10 となり、求める答えはイとなる。
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問020032解説
◆解答


設問１ ａ ア ｂ イ


設問２ ｃ エ


設問３ イ


設問４ ｄ ア


◆解説


データベースに関する問題である。


新データベースの特徴


① 新設したデータベースは５つの表からなるシステムである。


② ５つのうち、会員表、店舗表、メニュー表はマスターファイルであり、会計表、明細表


は契約実績を記録したトランザクションファイルに相当する。


③ 会計表の会計金額を算出する場合の会計表、明細表、メニュー表の関係を図に示す。


④ 会員番号別の会計金額を合計する場合の会員表、会計表の関係を図に示す。


⑤ 店舗別合計金額の集計には、店舗表、会計表、明細表、メニュー表を使用する。


新システムに次の事項を追加することになる


① ポイント制度の導入


合計金額に応じてポイントを付与し、会員が貯まったポイントを利用して料金の割引を


受けることができる。


会計表 会計コード 会員番号 店舗コード 来店日 会計金額


明細表 会計コード メニューコード


メニュー表 メニューコード 商品名 単価


会計金額計算時に単価


が参照される。


会計表 会計コード 会員番号 店舗コード 来店日 会計金額


会員表 会員番号 氏名 住所 電話番号 性別 生年月日


会員番号別に会計


金額を集計する。
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② 担当美容師指名制度


会員が担当美容師を指名できる仕組みである。


ポイント制度における保有ポイント管理の考え方


保有ポイント、利用ポイント共に会員番号単位に利用されるため、会員番号を主キーとす


る管理が行われる。従って、保有ポイントを管理するのに適した表は、ⓐ会員表である。


会員のポイント利用状況を分析するためには、各会員にポイントが付与された時の情報や


ポイントが利用されたときの情報が必要である。会員番号とこれらの関連情報は、会計表、


明細表を利用して得ることができるため、付与ポイント及び利用ポイントを管理するのに適


した表は、ⓑ会計表である。会計表の会計コード、会員番号、明細表のメニューコードを使


用してポイントの算出が可能になる。また、会計金額を算出した際にポイントをどのように


利用したかを求めることができ、利用履歴情報が取得・管理が可能になる。


商品番号毎の受注数量の合計を表示するＳＱＬ文の例


SELECT 商品番号，SUM(数量) FROM 受注明細表 GROUP BY 商品番号


GROUP BY 句はグループ化を伴う操作であり、｢どの表から｣、｢グループ化して｣、｢式の結


果を取り出す」の構文である。特定の列の値に従って行をグループ化する。特定の列の値が


同じ行をまとめて、表をいくつかのグループに分ける場合に使用する。GROUP BYに指定でき


るのは、列名でSELECT文節に表れているものである。SELECT文節にグループ化する列名と集


計関数がある場合、GROUP BYの指定がないとエラーになる。また、GROUP BYを指定すると、S


ELECT文節で指定できるものは、GROUP BYで指定した列名またはその列名による集計関数しか


記述することができない。GROUP BYによってグループ化する場合、グループの中で値が一意


に定まらない列名を、SELECT文節で指定することができない。ただし、GROUP BYで指定した


列名をSELECFT文節で必ずしも指定する必要はない。


複数の列を対象にグループ化する場合は、GROUP BY 列名,…,列名の形式を用いる。集計関


数を複数個使用する場合、次の構文になる。


SELECT 列名,集計関数(列名),…,集計関数(列名) FROM 表名 GROUP BY 列名


受注明細表は、(伝票番号、商品番号、顧客番号、数量)のレコード様式である


受注月日が８月の顧客番号と受注月日を求めるＳＱＬ文の例


SELECT 顧客番号,受注日 FROM 受注表


WHERE 受注日 >= '08/01/1991' AND 受注日 <= '08/31/1991'


同一列に対する条件が２つあり、それらが範囲を表すときはBETWEEN述語を用いることができ


る。列名 BETWEEN 値 AND 値の形式で指示する。
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SELECT 顧客番号,受注日 FROM 受注表


WHERE 受注日 BETWEEN '08/01/1991'AND '08/31/1991'


受注表から２件以上の注文を受けている顧客の最新の受注月日を求めるＳＱＬ文の例


SELECT 顧客番号,MAX(受注日) FROM 受注表


GROUP BY 顧客番号 HAVING COUNT(*) >= 2


最新の受注日を求めるためにMAX関数を利用する。HAVING文節は、GROUP BYによって、グルー


プ化されたデータに検索条件を設定し、データを絞り込むことができる。


WHEREとGROUP BY を指定すると、検索条件が与えられた後にグループ化が行われる。GROUP B


YとHAVINGを使用すると、グループ化が行われた後に検索条件が与えられる。GROUP BYと集合関


数を使用して値を求め、その結果を条件に従って評価する場合、条件式にHAVINGを使用する。W


HEREを使用するとエラーになる。


COUNT(*)は、行数(レコード数)のカウントである。重複を許す場合である。COUNT(DISTINCT,


列名)の場合は重複を除いた行数である。


集計関数


表から取り出したデータを集計する機能を持っている関数で、次の関数がある。


① COUNT関数：クェリーの結果の行数を求める。WHERE句を指定すると、検索条件を満た


す 行数を求める。構文は、COUNT(列名)、COUNT(*)となる。


COUNT(DISTINCT,列名)は重複を除いた行数をカウントする


② SUM関数 ：指定された列の合計値を計算する。WHERE句を指定すると、検索条件を満


た す合計値求める。構文はSUM(列名)となる。


③ AVG関数 ：指定された列の平均値を計算する。WHERE句を指定すると、検索条件を満


た す平均値を求める。構文はAVG(列名)となる。


④ MAX関数 ：指定された列の最大値を求める。WHERE句を指定すると、検索条件を満た


す 最大値を求める。構文はMAX(列名)となる。


⑤ MIN関数 ：指定された列の最小値を求める。WHERE句を指定すると、検索条件を満た


す 最小値を求める。構文はMIN(列名)となる。


副照会とは


副照会はある表を照会した結果を用いて同じ表または別の表を照会する。


SELECT文の中にSELECT文を記述し、一方のSELECT文の出力をもう一方のSELECT文の入力と


して処理する機能である。照会の中に埋め込まれた照会を副照会、最初の照会を主照会とい


う。


副照会の構文


SELECT 列名、列名、… FROM 表名
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WHERE 列名 = (SELECT 列名 FROM 表名 WHERE 検索条件)


最初のWHERE 句の条件として、もう一つの照会を利用している。WHERE句の列名と副照会で


抽出された列名が一致すると主照会のWHERE 句の条件が真となる。


設問１


保有ポイント、利用ポイント共に会員番号単位に利用されるため、会員番号を主キーとす


る管理が行われる。従って、保有ポイントを管理するのに適した表は、ⓐ会員表である。ａ


の求める答えはアとなる。


付与ポイント及び利用ポイントを管理するのに適した表は、ⓑ会計表である。求める答え


はイとなる。


設問２


店舗ごとの売上金額、延べ来客数、会計コード単位の平均会計額の表示であるから、


店舗ごとの売上金額はSUM(会計表.会計金額)、店舗ごとの延べ来客数は、COUNT(会計表.会計


コード)、会計コード単位の平均会計額は、AVG(会計表.合計金額)となり、ｃの求める答えは


エとなる。


AVGの平均は、店舗別に集計した会計表.会計金額を、集計したレコード件数で割ったもの


になる。


設問３


与えられたＳＱＬ文は、最も新しい来店が２０１３年１月１日より前に来店したことのあ


る会員の会員番号と氏名を抽出する処理である。従って、２０１３年より前に、来店してい


た顧客で２０１３年になってから１回も来ていない会員となる。求める答えはイとなる。


MAX(会計表.来店日)は最新の来店人なるから、ウよりもイが適切な答えとなる。


設問４


指名美容師の制度を導入し、会員表と会計表に担当美容師の項目を追加した。更に、従業


員表を新たに作成し、従業員コード、氏名、住所、電話番号、生年月日、店舗コードを設定


した。


従業員コード２００８００５の美容師が店舗が変わることになり、過去に担当したことの


ある会員にその旨を通知することになり、案内状作成のための住所録を作成する。


会員表、または会計表に記録されている担当美容師コード２００８００５のレコードを抽


出し、そのレコードの会員番号の会員の住所に発送することになる。


そのためのＳＱＬ文は次のようになる。
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SELECT DISTINCT 会員表.会員番号,会員表.氏名,会員表.住所 FROM 会員表,会計表


WHERE 会員表.会員番号 = 会計表.会員番号


AND (会員表.担当美容師 = '2008005 OR 会計表.担当美容師 = '2008005')


ｄの求める答えはアとなる。


イの場合、会員表と会計表に担当美容師＝２００８００５が同時に存在する場合であるか


ら、会計表のみに２００８００５のコードがある会員は除外されることになる。


ウ、エの場合は、会計表の店舗コードが、担当美容師が現在勤務している店舗コードに一


致する会員番号のレコードが抽出される。会員表の担当美容師のコードは無視され、過去に


勤務したことのあるレコードも無視されることになる。





